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昭和32年11月10日、創立総会 （「生き残りたる吾等巣ひて」より

亡

き

友

、

学

徒

慰

霊

の

た

め

に

も

、

準

軍

属

の

処

遇

改

善

に

努

力

し

て

十

五

年

。

や

っ

と

陽

の

光

り

を

浴

び

再

び

こ

の

世

に

原

爆

の

悲

劇

の

な

い

世

界

の

平

和

を

夢

見

て

そ

の

実

現

に

努

力

す

る

こ

と

を

誓

い

、

会

創

立

十

五

周

年

を

記

念

し

て

動

員

学

徒

記

録

史

「

生

き

残

り

た

る

吾

等

集

ひ

て

」

を

発

刊

し

、

亡

き

友

、

亡

き

恩

師

昭

和

四

十

七

年

八

月

九

日

の

み

霊

の

御

前

に

捧

げ

る

。

な

く

な

ら

れ

た

人

々

の

み

霊

よ

、

安

ら

か

に

眠

り

給

へ

。

る

こ

と

に

な

っ

た

。

今

、

遣

族

も

ほ

っ

と

し

て

い

る

。

尾
発

刊

会

長

深

堀

勝

に

当

り

て

昭

和

47年

8
月

9
日

、

発

刊

に

当

り

て

（

「

生

き

残

り

た

る

吾

等

梨

ひ

て

」

よ

り

）
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薇
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昭和42年 6月 18日 、長崎県被爆者手帳友の会発足記念祝賀会
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創
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昭和42年 6月 18日 、長崎県被爆者手帳友の会記念祝賀会
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・ と
壌
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れ
て
き
た
故
安

同
周
院
副
院
長
＝
当
蒔

喩
｝Ｙ
め
記
念
碑
が
、
県
校
懸
・

者
手
帳
左
の
会
（深
堀
勝
一会

長
、
四
乃
工
千
人
）
に
よ
っ
て

同
病
院
玄
関
横
に
建
立
さ
れ
七

計
、
除
幕
費
が
み
つ
た
ｏ‥

∴
安
揮
狐
陽
長
は
長
崎
医
科
大
三
年
“

半
中Ｌ
被無
、〓十二年
日ヽ臓院
岐

ュと
［財
に
内料医
と
ｔ
赫
”
。メ

燎
満続
そ櫻
娘
者医
療
つセ
ツターに

・卜
‥
」
‥
・■
…
‥
〓
‥
‥
…
」
ｒ
■
１
・

】
披
響
者
の
父
，
政
安
日
副
院
姜
０
諄
・

，，‘〓
念
韓
を
除
栞
す
る
遣
児
の
一
郎
君
と

．̈
ェ．り
と
ん
　
．　
　
一　
．‥
■―

壼
厚
で地申
な
人
格で
、
鐘
者
０
一年
一二
に縄
“
‥ていた
が
■
７
，
ソ

よ
ぎ
銀

筆

ｔ

で
後

着
の
議

下
雀

ｔ
て
被‥
響

関
係
の
深
慧

瞥

■
ヨ
ウ
の
研
焼
‥中↓
慣
ち
ュ
ウ
ト
ウ
・

ガ
ン
に
か
か
り
ヽ
去
る
二
月
十
九
日
亡
¨

・
く―
な
，
た
ｏ
こ
の
た
め
巣
鶴嬢
者
手
姫

″̈
念

■
〓

被
駐
者
ヶ
無
に

証
ス
あ
か
し
）
を
」
と
記
念
碑
建
工
そ

・急
い
で
い
た
も
の
。
　
．‥

―
記
念
碑
は
「
台
座
の
上
に
七
個
の
出

に
治
療
を
受
け
た
亜
鮮
締
町̈
の
辻
原

一人
が

「
被

し
た
一■

生
の
崇
品
な
精
神
を
受
け
継
ぐ
人
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
せ
涙
な
が
ら
に
鴻
悼

の
言
案
を
述
べ
た
。

″
被
爆

者

の
父

″　
散
安

Ｈ
原

爆

病

院
副

院

長

(昭和51年 8月 8日付「長崎新聞」より)
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）象
礎
碧
柴
輌著

昭和51年 8月 7日 、安日先生の記念碑除幕のあと親族の人々と

(「わが戦いの日々 」より)

昭和51年 8月 7日 、安日先生の記念碑除幕式 (写真提供 :田川チサ子)
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長
崎
の
鐘
よ
嗚
れ

長
崎
の
鐘
よ
嗚
れ

私
達
の
肉
親
を
今

っ
た

私
達
の
身
体
を
む
し
ば
ん
だ

あ
の
原
爆
が

い
か
に
経
ろ
し

い
も
の
か

あ
の
戦
争
が

い
か
に
足
か
な
も
の
で
あ
る
か

長
崎
の
鐘
よ
ひ
び
け

長
崎
の
鐘
よ
ひ
び
け

地
球
の
果
て
か
ら

果
て
の
果
て
ま
で
も

私
達
の
願

い
を
こ
め
て

私
達
の
新
り
を
こ
め
て

長
埼
の
鐘
　
建
立
　
長
崎
県
秋
爆
着
手
帳
友
の
会

昭和52年 8月 5日 、「長崎の鐘」建立
長崎県被爆者手帳友の会

昭和52年 8月 5日 、「長崎の鐘」除幕式
設置場所 :長崎市岡町平和公国内

(「わが戦いの日々 」より)

昭和52年 8月 5日 、「長崎の鐘」除幕式
(平和公園600名参加)
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昭和55年 7月 からだけ開設
原爆被爆者特別養護ホーム

原爆被爆により肉体的精神的に大打撃を受けた被爆者のうち

老いたる者、傷つき病める人達の社会復帰を願い且つ豊かな

老後をおくるための施設として建設されました。

国道206号線沿いの小高い丘の上

の敷地 17.313耐 に建つ、寄せ棟造

りの和風建築で、広い芝生の中庭、

白を基調とした部屋も申し分なく

明るく、裏手の山は雑木林と自然に

囲まれ、緑と太陽豊かな環境です。

落成式 深堀勝一初代理事長

昭和55年 7月 21日 (「かめだけ」開設25年記念誌より)
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平成2年 9月 13日 、原爆特別ホーム『かめだけ』敬老の日行事スナップ
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ロアⅥ 〕

て

昭和57年 10月 24日 、1日三菱兵器製作所就業者の集い (写真提供 :田川チサ子)

昭和62年 5月 16日、動員学徒30周年 。友の会20周年・創立記念祝賀会 (宝来軒別館)
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昭和63年 8月 9日 、ソ連レニングラー ド (長崎の鐘平和公園 ) の長崎の鐘
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平成元年10月18日、政府国会陳情

•• -、“”‘̀

平成2年3月4日、カール・ビンソン入港反対集会 於：佐世保松浦公園



平成2年 9月 18日 、中国,審陽市「長崎の鐘」除幕式 (「わが戦いの日々 」より)
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平成2年12月8日、長崎の鐘 第4号、ハワイ州 ・ホノルル市に贈呈 （「わが戦いの日々 」より）

念者十帳
賞に四友

祠讐心目
友米和深社

盆畏昌冒こ
和平の全爆
賞和功畏者

、[、IIII11＇眉I|■■ii : [ : 宅？てといかのお迂戦しのバ八贈物：もこほ 真を

―謬謬塁鯰；渭こ骨そ品塁魯夏゜、巴閂竿令祠品
虐た嬰届文攀結晋響盈；菩星杞箪盆 序函゚ 皆嚢溢
げな見の類にさ冷とヘル‘を人和一 写 ぢ ）レ与大

述じか堅世つににを とべとにいはを人ー来た
べてら持界てお‘心ゴしつ述よ― ‘見類東福フ
たいのし径の礼長かルて甲べるなあいの西゜ォ
゜る責て示‘ノ を崎らパ百製‘棗理なだ将冷授 l
ー任いし連申県感チ万品賞高想たす来戦賞ラ
ともくたのし民謝ヨ円の状のとのこにの式ム
おひこ原摺上す フを記と殊豊高とほ終でに
礼しと貝IJ導げべす氏手念本勲か邁がの結深出
のひでや者たてるは渡品某でt でかを痴席

畠と這もし：窃名る起日塁塁五百婁覧塁食窟
を感れをてか々も賞゜賞の←怯まの明‘がめ

ゴ
ル
ピ
ー
に
「平
和
賞」

九
九
一
年
に
＿

l

訪
問
し

長

崎

県

被

爆

者

手

帳

友

の

会

―

た
際
に
受
け
た
深
い
印
象
を
、

（
深
堀
勝
一
会
長
）
は
十
四

人
々
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
誓

日
、
福
岡
市
内
で
、
来
日
中
の

さ
と
述
べ
娑

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
旧
ソ
連
元
大
統

領
に
平
和
賞
と
副
賞
の
百
万
円

ゴルバチョフ氏に

友の会が平和賞
福岡で深堀会長が授与

授賞式でゴルバチョフ氏＝左＝と握手
する深郷会長 ＝福岡市内のホテル＝

平成 7年11月14日付新聞より



平成 9年 6月 19日 、友の会創立30周年記念集会

●

平成十年長崎市泉彰式

_■日■

平成10年 4月 1日 、長崎市政功労表彰記念 於 :長崎市民会館 (写真提供 :中村キクヨ)
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暴
峙
系
執
県
者
手
ほ
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和
哲
命
会
髄

Ｌ
ヤ
ネ
確
Ｌ

:平成10年 12月 7日 、ハワイにて
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平成 12年 3月 4日 、平和祈念会館オープン
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平成12年 5月 17日 、第11回 平和賞授与式 (車 貞述氏)

平成13年 8月 9日 、「聖マリア像」の除幕式
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在外被爆看に寝護法のこ口ぎ/

土土

嬰 和交流功 籐
八

平成14年 6月 16日 、韓日平和交流功労賞、受賞

平成15年 2月 17日 、第12回 平和賞授与
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平成16年 2月 10日 、養護施設『恵の丘長崎原爆ホーム』(長崎市三ツ山町)雛 り)贈呈式
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元朝こ的た 、`会田し戦九＾
ソ青れで人平平紘た後曰深県 、

奨贋喜元窃溢星面だ譴五儡塁
統やに八績は 弁て裁外
領ゴ大八を平を護‘判被る者
っル相年た和贈士諫な爆長手
十バ撲にたにつに早ど者～一帳
ニチの創え貢た→市で支は友しゾ;,
人ヨ横設る献゜友の寅援二の
がフ綱゜目し の龍献や十会

iこ．^・ 受

冒゚日貸冑冒畠頁冑喜胄冒：
平 費る訴°被の裁:,‘護い
和 嘉用゜訟現爆弁判在士る 、

開 評委璧伍空嘉讐：彗児゜ C9

扉

第13回

在外被爆者の
裁判など貢献
県手帳友の ，

深堀会長から「平和賞」を饂られる龍田弁護士

＝長崎市平和町、平和祈念会館，

をの義にと本とし 賞をだ者出は念
述力と終‘社外て龍状挙き運席 '‘会
べに人わ被会国存田をげ‘動゜被館
たな道る爆ヵ、人在弁手たとし深爆で
゜りを°者らのし護渡定も力堀者あ
た確国救な差て士しあにを会，つつ
い立際済 別いはた 大貸長約た

こ忍芸饂忌畠習面゚ 舅言ピ巳児賃
謝運にだなを本然 し成い被人式
辞動正けい日人と沼， 果ヽた爆がに

平和賞の記事 （平成16年5月30日「長崎新聞」より）



平成16年 8月 9日 、三菱重工業長崎原爆供養塔献花 会長外32名、会員皆様と

愛犬 (タ ーボ)犬 が大好き、自分の子供同然に生活
していた。ハワイより自宅のターボに電話するほど
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△
〓の手帳友

県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

（手
帳
友
の
会
）
は
十
九
月

ま
で
に
、
新
会
長
に
常
任
理

事
の
井
原
東
洋

一
氏
つ
０
を

選
出
し
た
。
井
原
会
長
は
二
井
原
氏
が
新
会
長

被
爆
者
団
体
の
連

る
ｃ
　

・
　

・

前
会
長
の
深
堀
勝

一
氏
が

二
〇
〇
六
年

二
月
二
日
に
亡

く
な
り
、
中
村
キ
ク
ョ
副
会

長
が
会
長
代
行
を
務
め
て
い

た
。
四
、
五
月
の
選
考
委
員

会
で
井
原
会
長
が
内
定
し
て

い
た
が
、
本
人
の
意
向
で
十

八
日
の
総
会
で
信
任
投
票
を

実
施
し
、
正
式
に
会
長
に
決

ま
っ
た
。
任
期
は
二
年
。

井
原
氏
は
長
崎
市
出
身
。

一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
爆

心
地
か
ら
六

・
五
♂
の
薩
摩

城

（現
東
長
崎
地
区
）
で
被

爆
。
手
帳
友
の
会
で
は
常
務

理
事
、
常
任
理
事
を
歴
任
。

長
崎
市
議
も
務
め
て
い
る
。

総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

井 原  東 洋一 会 長

平成 18年 6月 18日 の総会にて会長就任 (平成18年 6月 20日付「長崎新聞」より)

て
い
き
た
い
」





一
　

・

追
悼
集
の
発
刊
に
あ
た
っ
て

稀
有
な
指
導
者

深
坂
勝

一
さ
ん
を
俎
う

議
用
畔
硼
畷
妻
同
開
｛一
｛一轟
井
　
原
　
東
洋

一

く
し
の
歯
の
か
く
る
が
ご
と
く
死
し
て
ゆ
く
被
爆
者
吾
等
の

一
人

一
人
が

こ
の
句
は
、
深
堀
勝

一
さ
ん
が
被
爆
後
に
療
養
中
の
病
床
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
四
五
年
八
月
九
日
の
長
崎
原
爆
に
よ
り
学
徒
動
員
先
の
長
崎
兵
器
工
場
で
被
爆
し
、
家
族
を
失
い
、
辛
苦
の
病
床
か
ら
発

せ
ら
れ
た
悲
痛
な
叫
び
で
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年

（平
成
十
八
年
）
二
月
二
日
早
朝
、
病
院
か
ら

「心
肺
停
止
」
の
知
ら
せ
を
う
け
て
か
け
つ
け
ま
し
た
が
、
午
前

八
時
三
〇
分
が
幽
明
の
わ
か
れ
と
な
り
ま
し
た
。

齢
七
十
八
歳
で
し
た
が
、
数
十
年
前
に
詠
ん
だ
句
の
そ
の

一
人
に
な
っ
て
し
ま
わ
れ
ま
し
た
。

深
堀
勝

一
さ
ん
は
、
信
念
を
貫
き
通
し
た
人
で
し
た
。

24
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病
躯
に
鞭
打
ち
な
が
ら
、
「原
爆
青
年
乙
女
の
会
」
な
ど
の
活
動
を
重
ね
る
中
で

「軍
人
恩
給
は
復
活
し
た
の
に
、
変
ら
ぬ
任

務
に
あ
っ
た
動
員
学
徒
、
女
子
挺
身
隊
、
徴
用
工
な
ど
に
対
す
る
援
護
施
策
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
」
と
社
会
正

義
の
た
め
の
闘
争
心
に
火
が
つ
き
ま
し
た
。

一
九
五
七
年

（昭
和
三
十
二
年
）
十

一
月
十
日
、
遂
に

「長
崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
」
を
結
成
し
て
会
長
に
就
き
、
県
下

各
地
に
足
を
運
び
、
組
織
し
組
織
し
、
そ
し
て
組
織
し
多
く
の
政
治
家
を
運
動
に
巻
き
込
ん
で
味
方
に
引
き
つ
け
る
と
共
に
上
京

陳
情
を
も
繰
り
か
え
し
、
正
当
な
要
求
を
次
々
に
実
現
さ
せ
る

一
方
、
犠
牲
者
の
慰
霊
に
も
意
を
注
が
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
運
動
の
延
長
線
上
の
必
然
と
し
て
、
十
年
後
の

一
九
六
七
年

（昭
和
四
十
二
年
）
六
月
十
八
日
の

「長
崎
県
被
爆
者

手
帳
友
の
会
」
の
結
成
が
あ
り
、
自
ら
を
会
長
に
任
じ
、
以
来
三
十
九
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
重
責
を
果
た
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

原
水
禁
運
動
と
つ
よ
く
連
携
し
、
反
戦
平
和
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、
平
和
と
人
権
運
動
の
功
労
者
を
表
彰
し
、
国
際
的
交
流
を

促
進
す
る
な
ど
、
運
動
の
実
績
に
支
え
ら
れ
た
自
負
心
に
裏
打
ち
さ
れ
た
特
異
な
カ
リ
ス
マ
性
は
、
他
の
批
判
を
よ
せ
つ
け
ず
、

孤
高
の
存
在
感
を
示
し
、
離
反
す
る
人
々
も
あ
り
ま
し
た
が
、
「被
爆
者
援
護
」
に
生
涯
を
打
ち
込
ん
だ
深
堀
勝

一
さ
ん
の
功
績

は
、
評
価
に
余
り
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
十
二
月
二
十

一
日
の
夕
、
病
床
を
見
舞
っ
た
時
、
「井
原
さ
ん
ハ
サ
ミ
を
買
っ
て
来
て
」
と
訴
え
、
″車
椅
子
の
拘
束
を
解

い
て
く
れ
〃
と
の
指
示
で
し
た
が
、す
で
に
好
々
爺
と
な
っ
て
い
た
会
長
の
願
い
を
か
な
え
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
常
務
理
事
と
し
て
二
十
年
近
く
、
そ
し
て
い
ま
会
長
の
重
責
を
担
う
者
と
し
て
、
深
堀
勝

一
前
会
長
の

稀
有
な
活
動
と
実
績
と
、
心
の
底
に
流
れ
て
い
た
氏
の
真
の
人
間
性
を
正
し
く
評
価
し
て
後
世
に
残
す
こ
と
は
、
私
の
責
務
で
あ

ろ
う
と
の
想
い
か
ら
各
位
の
ご
協
力
を
え
て
こ
こ
に
追
悼
集
を
発
刊
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

25 追悼集の発刊にあたって



目次

追
悼
集
の
発
刊
に
あ
た

っ
て

稀
有
な
指
導
者

深
堀
勝

一
さ
ん
を
想
う

追
悼
の
辞

長
崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会

長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友

の
会

会会
長長

井

原
　
東
洋

一　
　
２４

長崎の鐘よ鳴れ
C O N T E N T S

深
坂
勝

一
人
追
悼
集
の
発
行
に
寄
せ
て

深
坂
勝

一
様
を
偲
ん
で

迫
悼
熱
く
語
ら
久
た
運
動

へ
の
思

い

平
和

へ
の
口
ヽ
い
は
永
遠
に

生
き
方
の
原
点
と
な

っ
た
当
時
の
体
験

天
国
で
こ
そ
、
沖
様
の
況
）獨
を

故
深
坂
勝

一
人
を
悼
む

深
派
会
長
は
物
凄

い
怪
物
だ

っ
た

深
坂
勝

一
さ
ん
を
偲
ぶ

深
坂
会
長
、
お

つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

長
崎
発
、
原
爆
メ
ッ
セ
ー
ジ

枝
瀑
者
の
況
点
に
立
っ
て

悲
し
み
の
と
き

医
療
法
人
徳
洲
会
理
事
長

長
崎
市
議
会
議
員

長
崎
県
議
会
議
員

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
単
産
被
爆
者
協
議
会
連
絡
会
議

議
長

前
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

事
務
局
長

長
崎
県
被
爆
二
世
教
職
員
の
会
会
長

・
全
国
被
爆
二
世
団
体
連
絡
協
議
会
前
会
長

平
和
公
園
の
被
爆
遺
構
を
保
存
す
る
会

元
原
爆
病
院
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

元
原
爆
病
院
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

長
崎
市
長

参
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

西 増 竹 平 矢 川 押 中 徳 大 高 西 伊

田 下 野 嶋 野 渕 村 田 塚 木 岡 藤

宣 幸 芙 伸 良 浩 礼 す 虎 直 義 武 一
み

子 子 美 人 一 一 子 代 雄 史 明 夫 長

52  50 49 47 45 43 42 40 38 36 134 32 30

追
悼
の
言
葉
一深
堀
会
長
と
の
別
れ
を
惜
し
む

長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

副
会
長
　
中
，
　
村
”
　

キ

ク

ヨ
　
　
　
５６

訃
報
を
伝
え
る
各
紙

58
ヽ _



と
も
に
歩
ん
だ
道
の
り

ウ

歴
史
に
残
る
ん
会
長

鍵

深
坂
会
長
へ
初
め
て
の
お
手
紙

骨
身
惜
し
ま
ず
運
動
の
た
め
に

日
銀
窓
口
業
務
か
ら
の
ご
縁

尽
き
せ
ぬ
口ヽ

い
ム
の
数
々

佐
世
保
南
支
部

北

深
坂
前
会
長
へ
お
詫
び
せ
ね
ば
―

ハ
ワ
イ
航
路
で
帰
り
た

い

本
部
副
会
長
　
一木

本
部
副
会
長
　
工甲

″
鯨
肉
じ
ゃ
が
″
の
口
ヽ
い
ム
ー

ー

今
は
愛
大
タ
ー
ボ
ー
と
ご

一
緒
で
す
か

枚
深
派
会
長
を
俎
う

深
派
勝

一
君
を
悼
む

ご
気
性
激
し

い
十
に
も
優
し
さ
が

ハ
ワ
イ
で
永
遠
の
平
和
を
善
う
―

‐

七
十
年
の
お

つ
き
あ

い

本
部
会
計
監
査
　
松
い

残
さ
れ
た
功
績
は
山
ほ
ど

北
松

・
平
戸
連
合
支
部
長
　
ム牛

あ
の
と
き
の

「リ
ヤ
カ
ー
」

迫
憶
の
言
葉

告
別
式
の
思

い
虫

山

深
坂
会
長
と
立
仏
支
部

立
山
支
部
長
　
一本

本
部
会
計
監
査
　
一黒

'可

 り||ヒ
し
ヽ

ム
ロ
ハ

田前 深 平 早

西
町
支
部
　
一幽

西
町
支
部
　
山
一

永 本 川 川 田 尾 田 堀 山 崎 村 海 川  村 邊 下 松 山

総 フ 愛 芳

子 ヱ 子 子

ト

ク

ヱ健

チ
サ
子

ム

ツ
子

キ

ク

ョ

猪

之

助

信 正 米 米 賓 久 昌 寿 兼

雄 人 雄 雄 蔵 夫 宏 子 則

94  91  90  88  86  84  83  82  80  79  77  75  74  73  72  70  68  67  66



●
座
談
会

故
深
堀
勝

一
前
会
長
を
語
る

文
。
画
―

―
深
堀
勝

一

空
自
の
二
十
時
間

一
原
爆
被
爆
惨
状
絵
図

●
特
別
報
告

―

又
責
／
井
原
東
洋

一

「被
爆
マ
リ
ア
像
」
と
深
堀
勝

一
さ
ん

深
堀
勝

一
略
年
譜

「長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
」
の
歩

編
集
後
記
―

―
―
―
―

97123141152 149 148
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深
坂
勝

一
人
追
悼
集
の

発
行
に
寄
せ
て

長
崎
市
長
　
嵐ソ
・　
　
離膝
　
　
一　
　
日掟

一
九
六
七
年
に
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
を
結
成
さ
れ
た
深
堀
氏
は
、
手
帳
交
付
申
請
の
支
援
を
通
じ
て
被
爆
者
の
掘

り
起
こ
し
に
努
力
さ
れ
、
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
や
被
爆
地
域
是
正
を
め
ぐ
る
中
央
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
被
爆
者
援
護
施

策
の
充
実
を
求
め
る
活
動
に
大
変
ご
尽
力
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

友
の
会
結
成
後
も
、
三
十
九
年
間
に
わ
た
り
会
長
と
し
て
被
爆
者
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
深
堀
氏
の
行
動
力
と
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
拠

っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
被
爆
者
の
方
々
の

大
き
な
心
の
支
え
と
な
っ
て
来
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
八
八
年
に
は
国
の
内
外
を
問
わ
ず
平
和
へ
の
貢
献
者
を
表
彰
す
る

「友
の
会
平
和
賞
」
を
創
設
し
、
旧
ソ
連
の
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
元
大
統
領
や
大
相
撲
の
朝
青
龍
関
へ
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
二
〇
〇
二
年
に

「韓
日
平
和
交
流
功
績
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
深
堀
氏
が
日
本
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
に
も
目
を
向
け
、
国
際
的
な
活
動
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
生
前
の
深
堀
氏
の
考

え
方
や
方
針
は
、
今
後
友
の
会
の
行
動
決
定
の
指
針
と
し
て
根
付
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
、
被
爆
地
の
市
長
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
方
々
と
連
携
し
、
信
頼
と
相
互
理
解
に
立
脚
し
た
国
際
社
会
を
実
現
し
、

一
日
も
早
く
人
類
の
上
に
明
確
な
核
兵
器
廃
絶
の
道
筋
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
爆
か
ら
六
十
年
以
上
が
経
過
し
、
被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
被
爆
地
長
崎
の
使
命
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

■目
■■
|
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被
爆
体
験
を
継
承
し
、
被
爆
の
実
・

の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
故
人

康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
そ
し
て

ま
し
て
、
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
と
平
和
の
尊
さ
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
く
べ
く
、
平
和
行
政
、

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方

の

追
悼
集
が

残
さ

れ
た

方
々

の
杵
人
士
Ｈ

人

の
良

・き

想

出
と

な

る

と
を
確
信

´ヽ

鯰
国
□一い

た

し
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深
坂
勝

一
様
を
偲
ん
で

参
議
院
議
員

西

岡

武

夫

深
堀
前
会
長
は
、　
一
九
六
七
年
に
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
を
創
立
さ
れ
て
以
来
、
初
代
会
長
と
し
て
、
約
四
十
年
間

に
わ
た
り
、
被
爆
者
代
表
と
し
て
、
常
に
被
爆
者
救
済
の
先
頭
に
立
た
れ
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
友
の

会
を
県
内
有
数
の
被
爆
者
団
体
に
育
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
友
の
会
に
地
域
毎
に
支
部
を
設
け
ら
れ
、
被
爆
者

一
人

一
人
を

訪
ね
歩
く
な
ど
、
そ
の
卓
越
し
た
行
動
力
は
、
深
堀
前
会
長
の
活
動
の
原
点
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、　
一
九
八
八
年
に
は
、
国
内
外
の
平
和
活
動
に
貢
献
し
た
方
を
表
彰
す
る

「平
和
賞
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
時
代
を

見
据
え
た
平
和
運
動
に
つ
い
て
も
率
先
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

深
堀
前
会
長
に
は
、　
一
九
六
三
年
の
私
の
初
当
選
以
来
、
原
爆
特
別
措
置
法
の
制
定

（
一
九
六
八
年
）
か
ら
原
爆
被
爆
者

援
護
法
の
制
定

（
一
九
七
四
年
）
に
い
た
る
原
爆
被
爆
者
対
策
充
実
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
多
く
の
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
、
原
爆
被
爆
者
問
題
小
委
員
長
の
時
、
介
護
手
当
の
創
設
等
の
新
し
い
施
策
を
中
心
と
し
て
、
被
爆
者
関
係

予
算
を
対
前
年
比
五
〇
％
と
大
幅
増
額
を
実
現
し
た
時
と
、
長
崎
市
手
熊
地
区
の
被
爆
地
区
指
定
を
実
現
し
た
時
の
事
は
、

今
も
忘
れ
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

折
り
し
も
、
被
爆
六
十

一
年
目
に
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
実
施
、
依
然
、
混
迷
を
深
め
て
い
る
イ
ラ
ク
情
勢
な
ど
、
国

際
社
会
の
平
和
が
大
き
く
脅
か
さ
れ
て
い
る
今
日
、
歴
史
の
生
き
証
人
で
あ
ら
れ
た
深
堀
前
会
長
が
ご
逝
去
さ
れ
た
事
は
、

今
こ
そ
お
元
気
に
ご
活
曜
頂
き
た
か
っ
た
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

■
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今
、
な
お
、
原
爆
症
認
定
や
被
爆
者
援
護
を
め
ぐ
り
、
訴
訟
が
続
い
て
い
る
中
、
原
爆
投
下
か
ら
六
十

一
年
と
い
う
長
い

時
間
の
経
過
の
中
で
、
私
は
、
被
爆
者
の
救
済
は
、
政
治
的
決
着
し
か
な
く
、
積
極
的
な
政
治
的
救
済
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

深
堀
前
会
長
が
生
涯
を
通
じ
て
取
り
組
ま
れ
た
被
爆
者
の
救
済
、
そ
し
て
平
和
へ
の
取
り
組
み
を
、
今
、
我
々
も
あ
ら
た

め
て
胸
に
刻
み
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
事
を
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

深
堀
勝

一
前
会
長
の
ご
生
前
の
ご
功
績
に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
追
悼
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。
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迫
悼

衆
議
院
議
員
　
一品
【　
　
工小
　
主我
　
　
巾明

戦
後
六
十

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
原
爆
の
惨
禍
を
体
験
し
た
長
崎
は
、
毎
年
八
月
九
日
に
原
爆
犠
牲
者
を
慰
霊
す
る
と

と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
決
意
を
内
外
に
向
け
発
信
し
て
い
ま
す
。

国
際
情
勢
は
厳
し
く
、
先
の
北
朝
鮮
の
核
実
験
は
、
核
兵
器
の
拡
散
に
新
た
な
不
安
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。　
一
方
、
被

爆
者
問
題
は
在
外
被
爆
者
、
原
爆
症
認
定
、
二
世
三
世
問
題
な
ど
、
今
な
お
難
し
い
懸
案
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何

よ
り
も
被
爆
者
の
み
な
さ
ん
は
年
々
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
お
よ
そ
四
十
年
間
に
わ
た
り
、
「長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
」
の
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
故
深
堀

勝

一
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
あ
ら
た
め
て
過
ぎ
し
日
々
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

深
堀
さ
ん
の
お
人
柄
か
ら
私
は

「不
屈
の
闘
志
」
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

古
く
は
な
い
お
つ
き
あ
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
政
治
活
動
に
も
ご
理
解
を
示
さ
れ
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

深
堀
さ
ん
は
、
爆
心
地
近
く
に
い
て
、
ご
遺
族
や
被
爆
者
の
生
活
実
態
を
詳
し
く
知

っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
常
に
先

頭
に
立
っ
て
、
動
員
学
徒
を
は
じ
め
、
被
爆
者
の
願
い
や
要
望
を
実
現
す
る
た
め
に
、
桁
違
い
の
行
動
力
を
も
っ
て
、
数
々

の
成
果
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「被
爆
者
が
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
、
援
護
さ
れ
安
ん
じ
て
生
き
て
い
け
る
社
会
を
つ
く
り
た
い
。」
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こ
れ
が
深
堀
さ
ん
の
初
心
で
あ
り
使
命
感
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

深
堀
さ
ん
は
、
早
く
か
ら
被
爆
者
の
救
援
に
は
、
国
家
的
施
策
の
必
要
性
を
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

に
か
く
政
治
家
を
動
か
す
こ
と
」
の
決
意
の
も
と
、
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
組
織
拡
大
に
奔
走
さ
れ
た
の
で
す
。

ま
た

「権
力
に
媚
び
ず
、
庶
民
の
味
方
に
な
っ
て
、
平
和
運
動
に
尽
く
し
た
」
内
外
の
方
々
に
、
手
帳
友

授
与
し
た
り
、
被
爆
五
十
周
年
に
は
、
「空
自
の
二
十
時
間
」
を
発
刊
さ
れ
、
子
供
た
ち
に
身
を
も

っ
て
被
爆
の

え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
発
想
力
の
豊
か
な
人
で
あ
り
ま
し
た
。

重
ね
て
、
故
深
堀
会
長
の
遺
徳
を
偲
び
、
私
は
微
力
な
が
ら
国
政
の
立
場
で
被
爆
者
の
援
護
と
一

り
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
の
建
設
を
め
ざ
し
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

あ
わ
せ
て

「被
爆
者
手
帳
友
の
会
」
皆
様
の
、
さ
ら
な
る
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
あ

二
〇
〇
六
年
十
月
二
十
日

□画
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熱
く
語
ら
れ
た

運
動
へ
の
思
い

参
議
院
議
員

犬

塚

直

史

二
月
二
日
の
朝
、
国
会
事
務
所
で
深
堀
前
会
長
の
訃
報
を
知
り
ま
し
た
。
長
崎
に
お
け
る
被
爆
者
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
元
気
な
お
姿
を
思
い
出
し
悲
報
に
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
翌
日
三
日
の
浦
上
教
会
で
執
り
行
わ
れ
た

告
別
式
に
は
、
第

一
六
四
通
常
国
会
開
会
中
の
た
め
、
妻
エ
ブ
リ
ー
ヌ
が
出
席
し
た
次
第
で
す
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
謹

ん
で
お
別
れ
の
こ
と
ば
を
申
し
上
げ
ま
す
。

深
堀
前
会
長
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
に
、
長
崎
市
坂
本
町
の
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
事
務

所
を
訪
問
し
た
と
き
で
し
た
。

当
時
私
は
、
同
年
六
月
の
衆
議
院
選
挙

（第
二
区
）
に
出
馬
す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
が
、
長
崎
県
内
の
状
況
に
つ
い
て

は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
こ
の
た
め
長
崎
県
内
の
親
戚
や
知

・
友
人
、
そ
し
て
各
団
体

・
組
織
を
頼
り
に
ご

推
薦
や
ご
支
援
の
お
願
い
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
出
会
い
ま
し
た
深
堀
前
会
長
は
、
政
治
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
く
、
「県
内
の
被
爆
者
が
結
束
す
れ

ば
、
政
治
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
眼
光
鋭
い
目
を
さ
ら
に
輝
か
せ
て
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
の
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

以
来
、
友
の
会
事
務
所
や
平
和
祈
念
会
館
を
時
折
訪
れ
る
た
び
に
、
深
堀
前
会
長
が
、
戦
後

「動
員
学
徒
に
も
軍
人

・
軍

属
へ
の
補
償
と
同
等
の
補
償
制
度
を
」
と
訴
え
、
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
を
結
成
さ
れ
、
ま
た
、
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友

■ ■
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の
会
を
発
足
さ
せ
、
大
胆
な
行
動
力
と
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持

っ
て
有
力
被
爆
者
団
体
の

一
つ
に
育
て
上
げ
た
こ
と
。

平
和
へ
の
貢
献
者
を
国
内
外
を
問
わ
ず
表
彰
す
る

「友
の
会
平
和
賞
」
を
創
設
し
、
国
際
的
な
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
を
知
る
に
至
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
深
堀
前
会
長
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
深
堀
前
会
長
を
は
じ
め
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
国
政
の
場
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
い
ま
世
界
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
核
兵
器
や
軍
事
力
に
よ
る
安
全
保
障
か
ら
、
対
話
と
共
生
に
よ
る
平
和
の
確
立
に

向
け
た
流
れ
に
逆
行
す
る
か
の
よ
う
に
、
テ
ロ
や
紛
争
が
激
化
し
、
「暴
力
と
報
復
」
の
連
鎖
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
北
朝
鮮
の
地
下
核
実
験
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
日
本
が
核
兵
器
を
保
有
す
る
可
能
性
も
含
め
て
論
議
が
必
要

と
す
る
政
府
首
脳
の
発
言
は
、
原
爆
被
爆
の
惨
禍
と
今
な
お
後
遺
障
害
に
苦
し
む
被
爆
者
の
現
状
を
無
視
し
た
も
の
で
絶
対

に
許
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
深
堀
前
会
長
が
訴
え
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
、
北
東
ア
ジ
ア
の
非
核
化
に
む
け

た
運
動
を
受
け
継
ぎ
、
長
崎
を
平
和
の
発
信
地
と
し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

深
堀
勝

一
前
会
長
、
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
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平
わ
への
思
い
は
永
遠
に

医
療
法
人
徳
洲
会
理
事
長

徳

田

虎

雄

故
深
堀
勝

一
氏
の

一
周
忌
に
あ
た
り
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

深
堀
氏
は
長
崎
の
被
爆
者
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
被
爆
者
援
護
策
の
充
実
な
ど
に
ご
尽
力
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
七
十
八

歳
と
い
う
ま
だ
頑
張
れ
る
お
年
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

深
堀
氏
は
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
を
発
足
さ
せ
、
被
爆
者
手
帳
交
付
申
請
の
支
援
を
通
じ
て
被
爆
者
の
掘
り
起
こ
し

に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
被
爆
者
自
身
に
描
い
て
も
ら
っ
た
画
集

「空
自
の
二
十
時
間
、
原
爆
被
爆
惨
状
絵
図
」
を
発
刊
し

原
爆
の
悲
惨
さ
を
多
く
の
人
々
に
訴
え
ま
し
た
。

私
の
故
郷
奄
美
か
ら
も
女
子
挺
身
隊
と
し
て
長
崎
で
原
爆
を
体
験
し
た
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。
原
爆
被
害
は
本
人
だ
け
で

な
く
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
り
身
体
を
蝕
み
、
完
治
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
中
で
原
爆
を
経
験
し
た
の
は
日
本
の
広
島
、
長
崎
の
二
箇
所
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
日
、
北
朝
鮮
が
核
実
験

を
行
い
ま
し
た
が
、
他
に
も
核
を
保
有
し
よ
う
と
し
て
い
る
国
が
あ
り
ま
す
。　
一
瞬
に
し
て
多
く
の
人
々
の
生
命
を
奪
い
、

生
き
延
び
た
人
た
ち
も

一
生
苦
し
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悪
魔
の
兵
器
で
す
。
二
度
と
地
球
上
で
原
爆
を
使
用
す
る
こ

と
を
決
し
て
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

わ
が
国
は
核
兵
器
を
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
と
い
う
非
核
三
原
則
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
核
兵
器
不

拡
散
条
約
の
非
核
兵
器
国
と
し
て
核
兵
器
の
製
造
や
取
得
等
を
行
わ
な
い
義
務
を
負

っ
て
い
ま
す
。
法
律
上
も
原
子
力
基
本

■ |||
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法
に
よ
り
、
日
本
の
原
子
力
活
動
は
平
和
目
的
に
厳
し
く
限
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
日
本

は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

世
界
で
た
っ
た
二
箇
所
の
被
爆
地
の

一
つ
で
あ
る
長
崎
か
ら
全
世
界
に
核
の
脅
威
と
世
界
平
和
を
訴
え
続
け

深
堀
氏
も
旅
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
彼
の
意
志
は
多
く
の
仲
間
た
ち
に
よ
っ
て
永
遠
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の

信
し
て
お
り
ま
す
。

改
め
て
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
す
と
共
に
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
ご
活
動
の
更
な
る
前
進
を
お
祈
り

ま
す
。

一■
■
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生
き
方
の
原
点
と
な
った

当
時
の
体
験

一森

長
崎
市
議
会
議
員

中

　

村

　

す

み

代

一
九
六
九
年

（昭
和
四
十
四
年
）
四
月
、
私
が
日
赤
長
崎
原
爆
病
院

（以
下
病
院
）
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
就
職
し
て
間
も
な
い
頃
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ポ
マ
ー
ド
の
匂
い
を
プ
ン
プ
ン
さ
せ
て
右
手
を
あ
げ
た
ポ
ー
ズ
で
入
っ

て
こ
ら
れ
応
接
セ
ッ
ト
の
ソ
フ
ァ
ー
に
ど
か
っ
と
腰
を
お
ろ
し
て
、
ま
る
で
我
が
家
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
し
て
お
ら
れ
た

姿
が
今
で
も
鮮
明
に
残

っ
て
い
ま
す
。
新
米
の
私
は
恐
ら
く
自
己
紹
介
を
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

初
対
面
の
こ
の
時
の
強
烈
な
印
象
は
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
ワ
ン
シ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
二
〇
〇
六
年
（平

成
十
八
年
）
二
月
二
日
に
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
、
私
の
思
い
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
疎
遠
に
な
っ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、

様
々
な
形
で
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
私
が
就
職
し
た

一
九
六
九
年

（昭
和
四
十
四
年
）
四
月
は
、
ち
ょ
う
ど
病
院

（昭
和
三
十
二
年
五
月

か
ら
診
療
開
始
）
の
経
営
主
体
が
長
崎
市
か
ら
日
本
赤
十
字
社
に
移
管
し
た
年
で
、
し
か
も
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
（以

下
友
の
会
）
が

一
九
六
七
年

（昭
和
四
十
二
年
）
六
月
十
八
日
に
結
成
さ
れ
て
わ
ず
か
約
二
年
後
の
こ
と
で
し
た
。
更
に
、

一
九
六
八
年

（昭
和
四
十
二
年
）
九
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た

「原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
っ
て
被
爆
後
二
十
二
年
経
て
や
っ
と
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
経
済
保
障
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
半
年
後
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
が
就
職
し
た
こ
ろ
は
、
友
の
会
活
動
が
最
も
活
発
で
国
に
対
し
て
精
力
的
に
被
爆
者
援
護
を
求
め
続
け
た
結
果
が
法
施

目目

■

Ⅷ
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行
に
結
実
し
、
そ
し
て
新
し
く
で
き
た
法
律
を
活
用
し
て
被
爆
者
の
相
談
援
助
活
動
に
力
を
注
ぎ

い
っ
た
時
期
に
重
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
被
爆
者
援
護
・

に
つ
い
た
ば
か
り
で
、
被
爆
者
の
多
く
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
ま
だ
傷
が
癒
え
な
い
中
に
あ
っ
て
友

て
お
互
い
を
激
励
し
あ
い
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

当
時

友
ヽ
ノ
４
″
）

〈
ム
けに
は

竹
馬
さ

ん

岳
本
さ

ん

磯
田
さ

ん

を
は

じ

め

多

ヽ
ノ
ヵυ

皆
さ

ん

が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
病
院
内
の
被
爆
者
援
護
相
談
窓
口
で
あ
る
医
療
社
会
事
業
部
の

一
員
と

心
な
活
動
と
連
携
し
て
援
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
こ
と

で
の
様
々
な
体
験
は
そ
の
後
の
平
和
運
動
を
は
じ
め
生
き
方
の
原
点
と
な
り
、
ま
た
前
会
長
を
は
じ
め
友

く
の
被
爆
者
に
出
会
え
た
こ
と
が
私
を

一
層
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
二
〇
〇
二
年

（平
成
十
四
年
）
六
月
十
六
日
、
「第

一
回
韓
日
平
和
交
流
功
績
賞
」
（長
年

者
の
問
題
に
と
り
く
ん
で
き
た
団
体

・
個
人
を
対
象
）
を
前
会
長
と

一
緒
に
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
誠
に

も
私
の
日
々
の
活
動
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
前
会
長
の
強
い
意
思
を
受
け
継
い
で

な
世
界
を
構
築
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
も
の
で
す
。
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天
国
で
こ
そ
、

神
様
の
況
稲
を

長
崎
県
議
会
議
員

口
明
‥
　
　
　
”細
釧
”
　
　
　
Ｉ
‥
詢
〕
　

　

″
ニ

劇

■
　

リヽ

　

エ
イ

　

一■

深
堀
勝

一
会
長
と
の
ご
縁
は
、
わ
ず
か
三
年
半
あ
ま
り
の
間
で
、
晩
年
の
会
長
し
か
存
じ
あ
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
六
十

一

年
前
の
原
爆
投
下
後
、
多
く
の
被
爆
者
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
、
生
涯
を
被
爆
者
の
幸
せ
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
、
手
帳
を
も

っ
て
い
る

一
人
と
し
て
感
謝
の
念
で

一
杯
で
す
。

は
じ
め
て
お
会
い
し
た
時
か
ら
、
質
素
な
お
姿
で
粗
末
な
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
こ
と
を

超
越
し
て
、
ご
自
分
流
に
生
き
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

天
国
で
こ
そ
、
神
様
の
祝
福
を
、
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（長
崎
市
国
分
町
）

「

'Ⅷ

■■
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長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
単
産
被
爆
者
協
議
会
連
絡
会
議

議
長

相
次
ぐ
別
れ

被
爆
六
十
周
年
を
待
ち
わ
び
た
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
核
兵
器
の
廃
絶
、
被
爆
者
の
福
祉
援
護
の

こ
ら
れ
た
人
が
次
々
に
な
く
な
っ
て
逝
か
れ
た
。
秋
月
辰

一
郎
先
生
、
葉
山
利
行
さ
ん
、
そ
し

長
崎
の
平
和
運
動
、
被
爆
者
運
動
の
代
表
者
で
あ
り
、
顔
で
あ
る
。
こ
の
被
爆
都
市
長
崎
を
代

た

ら
神

力｀

同
時

亡

な

ら

れ
た

と
一言
口
つゝ

と

ま

何
か

不
思
議

な

も
の

を
感

じ

る

も

，力
″

惨
な
歴
史
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
こ
と
を
願
わ
れ
、
こ
の
二
人
に
六
十
年
の
生
を
授
け
ら
れ
た
の
で
は

う
思
わ
な
い
と
、
三
氏
の
戦
後
六
十
年
間
の
生
き
様
の
説
明
が
つ
か
な
い
。

長
崎
の
鐘
を
贈
る

一
九
八
八
年
、
私
た
ち
は
手
帳
友
の
会
と
共
に

「長
崎
の
鐘
を
贈
る
会
」
を
結
成
し
、
ソ
連

（レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

中
国

（藩
陽
）
、
米
国

（
ハ
ワ
イ
）
の
三
ヵ
所
に
贈

っ
た
。
そ
の
時
、
後
に
手
帳
友
の
会
の
事
務
局
長
を
務
め
た

さ
ん
と

一
緒
に
、
深
堀
さ
ん
の
事
務
所
兼
自
宅
を
訪
れ
た
の
が
、
最
初
の
出
会
い
で
あ
る
。
狭
い
階
段
を
上
っ
た
と
こ

こ
の
暑
い
の
に
股
引
を
は
い
た
深
堀
さ
ん
が
い
た
。
ハ
ワ
イ
に
贈
る
と
き
だ

っ
た
か
、
平
和
公
園
の
出
立
式
で
、

を
鳴

ら

し

た

後

「深
堀
さ
′
′レ

の

挨
拶
を

と
矢
嶋

さ

ん

が

r[1

つ

が

本
人

は

つ

の

間

か

な

故
深
坂
勝

一
人
を
悼
む

た

し

し

嶺
隠

|■IL
′●  ` ィ●ヽ

43 追悼の辞



私
も
苦
い
思
い
が
あ
る
。
被
爆
問
題
で
学
習
会
を
開
い
た
と
き
、
講
師
に
深
堀
さ
ん
を
お
願
い

は
快
く
引
き
受
け
ら
れ
、
時
間
少
し
前
に
お
見
え
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
集
ま
り
が
悪
か
っ
た
の

こ
と
に
し
た
。
さ
て
始
め
よ
う
と
し
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
お
帰
り
に
な

っ
て
い
た
。
お
陰

た

。
長
崎
の
経
済
を
心
配
さ
れ
る

一
九
八
八
年
だ
っ
た
か
、
私
が
連
合
長
崎
の
会
長
を
し
て
い
た
時
、
深
堀
さ
ん
が
突
然
お

長
崎
の
経
済
を
何
と
か
せ
ん
ば
い
か
ん
。
オ
イ
が
Ａ
氏
と
Ｂ
氏
ば
動
か
す
け
ん
、
川
野
君
も

ん
ま
ま
じ
ゃ
長
崎
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
ば
い
」
と
来
た
早
々
か
ら
偉
い
剣
幕
で
、
蕩
々
と

れ
た
。
結
局
は
私
も
努
力
し
ま
し
ょ
う
と
言
う
こ
と
で
お
引
き
取
り
願

っ
た
が
、
全
く
違

っ

最
後
に
深
堀
さ
ん
の
功
績
を
挙
げ
れ
ば
数
限
り
な
く
あ
ろ
う
。
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
も
彼
抜
き
で

十
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
生
か
し
続
け
た
の
か
…
…
し
か
し
、
彼
の
必
死
の
努
力
に
も
関
わ
ら

い
や
、
ま
す
ま
す
核
拡
散
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。
深
堀
さ
ん
の
ご
遺
志
に
報
い
る
た
め
に
も
、
私
た

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
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近
い
付
き
合
い
に
な
っ
た
。

最
も
大

き

な

思

出
は

米
ソ

両
核
大
国

年
の

崎
の

鐘
」

を
贈

る

運
動

は

瞬
く

間

全
国

ナ
チ
ス
独
軍
の
包
囲
網
で
七
十
万
人
が
死
亡
し
た
旧
ソ
連
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
日
中
十

陽
、
無
謀
な
真
珠
湾
攻
撃
で
有
名
な
米
国
の
ホ
ノ
ル
ル
、
こ
れ
ら
三
国
へ
贈
り
、
内
外
か
ら
高
い

米
中
口
の
鐘
は
、
今
で
も
青
空
へ
、
い
や
世
界
に
向
か
っ
て
鳴
り
響
き
、
平
和
運
動
の
歴
史
の
中
で
も
キ
ラ

い
て

い
る
。

次
の
思
い
出
は
、
「長
崎
の
鐘
」
を
鳴
ら
し
、
ハ
ワ
イ
州
知
事
と
ホ
ノ
ル
ル
市
長
へ
の
御
礼
の
旅
で
あ
る
。

と
す
る
六
名
の
旅
は
文
字
通
り
珍
道
中
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

例
え
ば
、
長
崎
駅
へ
集
合
す
る
と
、
パ
ス
ポ
ー
ト
が
な
く
、
食
事
代
や
交
通
費
な
ど
の
団
費
も
な

深
堀
前
会
長
ヽ
ノύ

思

出
は

山
ほ

ど
存
在

=ト9

る

が

そ
ヽ
ノ
′
ｖ

端
を

そ

も
そ

も
の

出
〈
ム

は

●
〕

４
ノ

´
Ｊ
コ
ー

年
の

夏

〈
ム
匡区
の

親
友

で

あ
る
当
時

県
労
評
事
務

局
長

で

あ
つ

た

と
付

き
合

が

で

き

れ
ゴ
ヨ千
4コ

も

人
前
さ

と
言
わ

れ

恐
る

恐
る

坂
本
Ｔ
Ｊ
語
円

ヽ
ノ
″
ｖ

友
ヽ
ノ″́ｖ

会
事
務
所
を
訪

暮
れ

米
ソ

の

核

警
鐘
を
舌L
打
す

る

ハ

深
坂
会
長
は

物
凄
い
怪
物
だ
った

′ヽ
^、

前
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
事
務
局
長
　
た
バ
　
　
鮨
鴨
．
　

由
民

紹
介
す
る

と

に

た

し

`・
r

■
■
暉
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‐ 3

ハ

鼠
入
浴
後
は
湯
水
が
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
と
な
り
後
は
入
れ
な
い
。
寿
司
屋
で
は
二
人

前
注
文
し
て
二
人
前
は
残
す
羽
目
に
な
る
。
朝
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
突
然
ご
機

嫌
斜
め
と
な
り
部
屋
へ
帰
る
。
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ヘ
行
く
バ
ス
に
乗
る
と
冷
房
が

入
っ
て
い
る
と
文
句
を
つ
け
、
さ
っ
さ
と
ホ
テ
ル
ヘ
戻
る
等
々
、
事
務
局
担
当

の
私
は
ほ
と
ほ
と
閉
日
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
も
、
こ
の
ハ
ワ
イ
旅
行
こ
そ
会
長
に
と
っ
て
は
最
初
で
最
後
の
海
外
出
張

と
な
る
。
帰
国
後
も
旅
先
で
思
い
立
っ
た
キ
ン
グ
牧
師
の
胸
像
を
完
成
さ
せ
た
。

た
だ
残
念
な
の
は
、
会
長
の
夢
で
あ
っ
た
豪
華
客
船
に
よ
る
被
爆
者
の
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
が
実
現
し
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
友
の
会
平
和
賞
に
も
思
い
出
が
尽
き
な
い
。

会
長
が

「最
初
の
受
賞
者
は
誰
が
良
か
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
条
件
は

「権

力
に
媚
び
ず
、
常
に
庶
民
の
味
方
と
な
っ
て
平
和
運
動
を
実
践
し
た
人
」
と
説

明
さ
れ
た
。
即
座
に
具
島
先
生
を
紹
介
し
、
最
初
の
平
和
賞
受
賞
者
に
決
定
し

た
。
そ
の
後
も
コ
ル
バ
チ
ョ
フ
元
ロ
シ
ア
大
統
領
、
宇
都
宮
徳
馬
元
衆
議
院
議

員
、
そ
し
て
、
元
原
水
禁
国
民
会
議
の
森
滝
代
表
委
員
を
推
薦
し
た
記
憶
が
蘇

る
。他

に
も

「深
堀
基
金
」

の
創
設
等
が
あ
り
、
と
に
か
く
会
長
は
物
凄

い
怪
物

で
あ

っ
た
。

二
〇
〇
六
年
十
月
二
十

一
日

ｒ
″

ヽヽ

姦亀、
‐
:

′
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深
坂
勝

一
さ
ん
を
偲
ぶ

鉄
醐
槻
Ｍ
瑯
雌
附
轍
鋼
緩
駒
絵
卒一帳
会。長
　
）丁　
　
臨月　
　
油Ｗ
　
　
ｉ八

強
烈
な
個
性
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
深
堀
勝

一
さ
ん
。
被
爆
者
運
動
の

一
方
の
柱
で
あ

つ
た
が
、
わ
た
し
た
ち
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

被
爆
二
世
問
題
の
取
り
組
み

一
つ
は

「被
爆
二
世
問
題
」
で
の
出
会
い
で
し
た
。
被
爆
四
〇
年
の

一
九
八
五
年
こ
ろ
か
ら
、
被
爆
者
の
高
齢
化
や
被
爆

体
験
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
わ
た
し
た
ち
は
、
長
崎
で
の
被
爆
二
世
運
動
の
新
た
な
展
開
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
親
の
世
代
で
あ
る
被
爆
者
団
体
の
反
応
は
複
雑
で
し
た
。
被
爆
者
団
体
に
と
っ
て
被
爆
二
世
へ
の
原
爆
放
射

線
の
遺
伝
的
影
響
の
有
無
の
問
題
は
あ
る
い
は
ふ
れ
た
く
な
い
問
題
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、

深
堀
さ
ん
は

「被
爆
二
世
の
問
題
を
放
置
す
べ
き
で
な
い
」
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
被
爆
者

手
帳
友
の
会
に

「被
爆
二
世
部
会
」
を
つ
く
り
、
被
爆
二
世
の
援
護
を
求
め
る
運
動
を
活
動
の
柱
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん

だ
の
で
す
。

在
韓
被
爆
者
へ
の
支
援

二
つ
目
に
は
、
韓
国

。
朝
鮮
人
被
爆
者
問
題
へ
の
取
り
組
み
で
の
関
わ
り
で
す
。
韓
国
人
被
爆
者

。
金
順
吉
さ
ん
が
、
強

□|
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制
連
行

。
強
制
労
働
そ
し
て
原
爆
被
爆
を
告
発
す
る

「金
順
吉
裁
判
」
を
提
起
し
た
と
き
、
全
面
的
に
支
援
し
て
く
れ
ま
し

た
。
「被
爆
者
の
援
護
に
日
本
人
も
韓
国
人
も
な
い
」
と
し
て
、
金
順
吉
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
韓
国
人
被
爆
者
の

支
援
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
金
順
吉
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
金
裁
判
を
支
え
た
韓
国
原
爆
被
害
者
協
会
釜
山

支
部
長

（当
時
）
車
貞
述
さ
ん
に

「手
帳
友
の
会

。
平
和
賞
」
を
授
与
し
、
そ
の
功
績
に
報
い
た
の
で
す
。

韓
日
平
和
交
流
功
労
賞
受
賞

二
〇
〇
二
年
に
、
韓
日
の
平
和
交
流
に
功
績
の
あ

っ
た
個
人
を
表
彰
し
今
後
の
韓
日
平
和
交
流
に
つ
な
げ
、
在
韓
被
爆
者

の
支
援
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

「韓
日
平
和
交
流
功
労
賞
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
深
堀
会
長
は
そ
の
第

一
回
受
賞
者
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
島
等
　
元
長
崎
市
長
や
岩
松
繁
俊
　
原
水
禁
国
民
会
議
議
長
、
茅
野
丈
二
長
崎
友
愛

病
院
　
院
長
な
ど
と
と
も
に
受
賞
し
た
深
堀
会
長
は
、
さ
ら
に
韓
国

。
朝
鮮
人
被
爆
者

へ
の
支
援
活
動
を
続
け
る
決
意
を
述

べ
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

強
烈
な
個
性
で
運
動
を
け
ん
引

強
烈
な
個
性
で
運
動
を
引

っ
張
る
深
堀
さ
ん
は
、
年
代
の
違
う
わ
た
し
た
ち
に
と

っ
て
は
話
を
す
る
の
も
緊
張
す
る
人
で

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
強
烈
な
個
性
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

一
時
代
を
築
か
れ
ま
し
た
。
被
爆
六
十
年
を
経
過
し
て
、
葉
山

利
行
さ
ん
、
秋
月
辰

一
郎
さ
ん
、
深
堀
勝

一
さ
ん
と
相
次
い
で
、
被
爆
者
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
が
亡
く
な

っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
遺
志
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を
お
誓
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（長
崎
市
愛
宕
）
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深
坂
会
長
、

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

平
和
公
園
の
被
爆
遺
構
を
保
存
す
る
会
　
枡
＝

深
堀
さ
ん
と
の
出
合
い
は
９２
年
、
平
和
公
園
の
原
爆
遺
構
の
出
土
し
た
頃
か
ら
で
す
。
「友
の
会
」

た
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
私
的
な
お
付
き
合
い
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
達
の
運
動
に
も
何
か
と

本
当
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ

一
つ
、
毎
朝

（早
朝
六
時
前
後
）
の
電
話
に
は
少
々
ま
い
り
ま
し
た
が
、
三
十
九
年
も
の
永
き
に
渡

て
活
動
さ
れ
、
又
、
「平
和
賞
」
も
設
立
さ
れ
て
多
く
の
方
々
を
讃
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
「友
の
会
、
会
長
」

に
あ

っ
て
、
少
年
の
心
を
失
わ
れ
な
い
楽
し
い
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
早
朝
の
電
話
は
、
そ
の
息
抜
き
だ

っ
た

今
は
あ
ち
ら
で
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。
又
は
最
近
の
核
武
装
発
言
等
、

て
ゆ
く
社
会
に
怒

っ
て
お
い
で
で
し
ょ
う
か
。
「友
の
会
」
も
新
し
い
会
長
さ
ん
が
決
ま
り
、
皆
さ
ん
で
、

向
け
、
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
や
す
み
下
さ
い
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

― r

P

→」■
ヒ
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長
崎
発
、原
爆
メ
ッ
セ
ー
ジ

元
原
爆
病
院
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

増

深
堀
さ
ん

と

の

初
対
面
は
刀
口

オ:ロ

十
七
年
一
■
■
■

月

片
淵
町
の

原
爆
病
院

の

階
玄
関
脇

あ
つ

た

あ
っ
た
。　
一
人
で
、
紹
介
な
し
に
、
ぶ
ら
り
と
入
っ
て
来
ら
れ
て
、
小

一
時
間
余
ゆ
っ
た
り
と
話
を
し

考
え
る
と
多
分
私
の
首
実
検
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
う
。
頂
い
た
名
刺
は
公
務
員
の
肩
書
だ

っ

ら
時
々
同
じ
よ
う
な
現
れ
方
を
し
て
、
序
々
に
援
護
法
の
話
を
さ
れ
た
。
多
分
私
を
オ
ル
グ
っ
て
い
た
の
だ
と

日
本
国
は
日
米
安
保
条
約
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
が
あ
り
、
援
護
法
も
そ
の

一
つ
で
あ

爆
犠
牲
者
に
対
し
特
に
戦
時
中
動
員
令
で
拘
束
を
受
け
て
被
爆
し
た
者
に
対
し
、
補
償
す
る
義
務
が
あ
る

た
。
そ
の
後
、
私
は
受
持

っ
た
患
者
さ
ん
を
通
し
て
、
彼
に
関
す
る
話
を
聞
い
た
。
原
爆
被
爆
死
し
た
娘

手
続
き
を
代
行
し
、
恩
給
を
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
老
夫
婦
の
生
活
が
少
し
楽
に
な

っ
た
と
い
う
も

き
が
な
け
れ
ば
動
員
さ
れ
た
学
生
達
の
補
償
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。

国
政
選
挙
の
度
に
、
時
の
政
府
の
政
党
を
熱
烈
支
持
、
援
護
法
の
拡
大
、
原
爆
医
療
法
の
拡
大
は

て
は
出
来
な
い
と
、　
一
貫
し
た
考
え
を
聞
か
さ
れ
た
。

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
佐
世
保
港
に
入
港
し
、
全
国
か
ら
反
対
運
動
の
人
々
が
佐
世
保
に
集
結
し
て
い
た

さ
な
ビ
ル
を
建
て
た
の
で
見
て
ほ
し
い
、
こ
こ
を
拠
点
に
し
て
運
動
体
を
立
ち
上
げ
た
い
と
の
案
内
を
受
け

彼
と
彼
の
仲
間
は
原
爆
手
帳
友
の
会
の
入
会
お
す
す
め
チ
ラ
シ
を
原
爆
病
院
の
外
来
ロ
ビ
ー
で
連
日
配
り
、
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来
受
付
、
内
科
外
来
か
ら
こ
れ
も
連
日
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
見
て
見
ぬ
振
り
を
し

社
会
事
業
部
の
方
針
と
し
た
。
後
に
も
先
に
も
病
院
ロ
ビ
ー
で
チ
ラ
シ
配
り
を
し
た
の
は
彼
ら
だ
け

発
的
に
大
き
く
な
り
、
私
の
部
署
で
は
彼
ら
の
活
々
と
し
た
動
き
を
驚
き
を
も
っ
て
見
守
っ
て
い
た

あ
の
頃
か
ら
四
十
年
余
り
、
深
堀
さ
ん
は
信
念
を
持

っ
て

一
人
で
や
り
始
め
た
こ
と
を
、
ゆ
る
ぎ

尽
し
て
、
人
生
を
過
ご
さ
れ
た
と
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
思
い
返
し
て
い
る
。
長
崎
発
の
原
爆
に
関
す
る
メ
ッ
セ

に

あ
ら

た

。

御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

まで
あ

|
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秋
爆
者
の
況
点
に
立
って

元
原
爆
病
院
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
　
蔦
圏

宣
　
子

深
堀
勝

一
氏
と
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
は
、
私
が
医
療
ヶ
ｌ
ス
ヮ
ー
カ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
二
〇

代
の
私
は
上
司
の
増
田

（旧
姓
松
尾
）
幸
子
さ
ん
の
側
で
彼
が
原
爆
の
体
験
や
平
和
運
動
に
つ
い
て
話
す
の
を
聞
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

深
堀
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
の
原
水
爆
禁
止
運
動
と
は
別
に
被
爆
者
が
ほ
ん
と
う
に
必
要
と
す
る
も
の
を
獲
得
す
る
た
め
に
、

全
く
新
し
い
会
を
つ
く
る
の
だ
と
熱
心
に
話
し
て
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
若
々
し
い
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。
少
し
浅
黒

い
顔
色
の
、
黒
ぶ
ち
の
眼
鏡
の
奥
の
目
は
い
つ
も
や
さ
し
く
、
に
こ
や
か
で
し
た
。
当
時
の
原
水
爆
禁
止
運
動
が
、
政
治
運

動
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
の
限
界
を
見
据
え
て
い
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
彼
の
新
し
さ
と
被
爆
者
の
健
康
と
福
祉

の
た
め
に
と
い
う
熱
心
な
思
い
を
見
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
、
社
会
生
活
上
の
要
求
を
目
的
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
体
が
あ

り
ま
す
が
、
当
時
は
そ
う
い
う
視
点
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
原
爆
病
院
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
被
爆

者
の
高
齢
化
と
、
病
気
で
も
通
院
し
な
が
ら
働
け
る
職
場
や
、
入
院
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
所
、

な
ど
ほ
ん
と
う
に
待
ち
望
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
増
田
さ
ん
と
、
保
育
所
と
ホ
ー
ム
を
隣
り
合
わ
せ
に
つ
く
っ
た
ら
、
ど
ん
な

に
い
い
か
と
話
し
合

っ
た
も
の
で
す
。
老
人
ば
か
り
、
病
人
ば
か
り
、
幼
児
ば
か
り
と
い
う
の
で
な
く
、
い
る
ん
な
立
場
の

人
が
い
る
と
い
う
状
況
が
い
い
ね
と
、
そ
ん
な
こ
と
も
深
堀
氏
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

彼
は
、
原
爆
被
爆
者
生
活
援
護
法
の
制
定
を
目
指
し
て
運
動
を
す
る
と
言

っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
自
民
党
に
も
社

|

ｏ
（

舞山
前
一

壱

1
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会
党
に
も
被
爆
者
の
要
求
を
聞
い
て
も
ら
い
、
実
現
を
図
る
と
言
う
姿
勢
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

に

多

分

診
療
の

帰
り
で

あ
つ

た

ろ
ゝ
つ

，「
″

工立
キ
つ

寄
り

「手
帳
友
の

〈
ム

の

構
想
を
熱
ノ心
に

話
し

て

お

ら

れ

の
後
実
際
に
、
被
爆
者
を
生
活
者
の
視
点
で
ま
と
め
あ
げ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
の

も
そ
の
組
織
の
ベ
ー
ス
に
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
社
会
の
動
静
の
変
化
に
左
右
さ
れ
な
い
組
織
と
し
て
、

の
会
を
誕
生
さ
せ
、
後
々
の
被
爆
者
の
援
護
法
に
近
付
く
た
め
の
足
が
か
り
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の

者
の
普
遍
的
な
福
祉
の
た
め
に
昇
華
さ
せ
た
こ
と
は
私
利
私
欲
の
な
い
彼
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
、
発
展
ｔ

ま
す
。
被
爆
者
の
生
活
援
護
の
礎
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

■
・
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追
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

副
会
長

中

村

キ
ク
ヨ

深
堀
会
長

と
の
別
れ
を
惜
し
む 悼

の

「

コ

会
長
、
聞
こ
え
る
。
中
村
キ
ク
ヨ
で
す
。

今
日
は
私
が
友
の
会
を
代
表
し
て
、
お
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
昨
晩
は
ほ
と
ん
ど

眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
長
、
昨
日
早
朝
よ
り
井
原
さ
ん
か
ら
電
話
を
い
た
だ
き
、
胸
が
高
鳴
る
の
を
必
死
に
お
さ
え

な
が
ら
丼
上
病
院
へ
か
け
つ
け
四

一
二
号
室
へ
着
く
と
、
会
長
の
左
腕
を
し
っ
か
り
握
り
し
め
ま

し
た
。
で
も
会
長
は

〃痛
い
〃
と
言
わ
れ
な
い
ま
ま
、
午
前
八
時
二
十
分
、
矢
嶋
さ
ん
、
辻
原
さ
ん
達

の
願
い
も
む
な
し
く
、
静
か
に
息
を
引
き
取
ら
れ
、
私
は
涙
が
あ
ふ
れ
て
そ
の
場
で
果
然
と
立
ち

す
く
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

会
長
、
貴
方
と
の
出
合
い
か
ら
か
れ
こ
れ
五
十
年
が
経
ち
、
思
い
出
せ
ば
、
東
京
で
の
陳
情
行

動
を
は
じ
め
、
常
に
喜
怒
哀
楽
を
共
に
し
、
誰
か
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
″長
い
様
で
短
い
二
人

三
脚
〃
の
旅
で
し
た
。

会
長
、
昭
和
三
十
二
年
に
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
を
結
成
す
る
と
、
直
ぐ
に
動
員
学
徒
、
女
子

挺
身
隊
、
徴
用
工
な
ど
の
救
済

・
援
護
を
取
り
組
み
、
貴
方
の
活
動
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
し

た
。さ
ら
に
十
年
後
、
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
結
成
と
と
も
に
、
被
爆
者
の
援
護
と
手
帳
取
得
を
求

め
、
日
夜
、
県
下
を
東
奔
西
走
さ
れ
、
多
大
な
成
果
を
収
め
る
と
共
に
、
県
下
最
大
の
被
爆
者
組

織
を
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
被
爆
者
の
声
を
背
景
に
、
原
爆
病
院
や
か
め
だ
け
の
建
設
時
に
は
、
政
府
、
久
保
知
事

に
対
し
真

っ
向
か
ら
切
り
込
み
見
事
に
私
達
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
か
と
思
う
と
、
豊
か
な
発
想
力
で

〃友
の
会
平
和
賞
〃
を
創
設
さ
れ
、
「権
力
に
媚
び
ず
、

葉

　

　

５６
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庶
民
の
味
方
と
な
っ
て
平
和
運
動
を
率
先
垂
範
し
た
人
」
を
基
本
に
、
元
長
崎
大
学
長
の
具
島
先

生
や
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
さ
れ
た
元
大
統
領
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
へ
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
核
大
国
で
あ
る
米
ソ
に
対
し
、
被
爆
地
長
崎
か
ら
警
鐘
を
乱
打
さ
れ
、
核
兵
器
廃
絶
を

強
く
求
め
、
矢
嶋
さ
ん
と
相
談
し
、
″長
崎
の
鐘
″
を
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も
私
達
の
誇

り
で
す
。

そ
し
て
ま
た
、
被
爆
五
十
周
年
の
節
目
の
年
に
は
全
会
員
に
呼
び
か
け
、
″空
自
の
二
十
時
間
〃

を
発
刊
さ
れ
、
子
供
た
ち
へ
被
爆
者
の
実
相
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

会
長
、
会
長
は
時
に
は
強
引
で
カ
リ
ス
マ
性
が
あ
る
と
同
時
に
、
時
に
は
ワ
ン
マ
ン
で
し
た
。

反
面
、
優
し
さ
も
随
所
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
〃俺
は
朝
鮮
人
に
助
け
ら
れ
た
〃
と
常
々
言
い
な
が
ら
、
命
の
恩
人
で
あ
る
朝
鮮
に

対
し
、
韓
国
、
北
朝
鮮
を
問
わ
ず
、
両
被
爆
者
団
体
へ
気
持
ち
よ
い
カ
ン
パ
を
し
た
り
、
大
阪
の

中
学
生
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
が
く
る
と
、
ニ
ッ
コ
リ
笑

っ
て
、
ウ
ン
、
ウ
ン
と
う
な
ず
き
、
二
月

の
節
句
が
近
づ
く
と
、
原
爆
病
院
や
恵
の
丘
へ
ひ
な
壇
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
誠
に
心
優
し
い
会
長

で
し
た
。

会
長
、
会
長
の
死
は
私
達
会
員
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
長
崎
、
い
や
日
本

の
平
和
運
動
に
と
っ
て
も
計
り
知
れ
な
い
損
失
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
い
け
ば
い
い
の

か
途
方
に
暮
れ
て
い
る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

会
長
、
名
残
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
会
長
が
作

っ
た
友
の
会
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
と
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
残

っ
た
私
達
が
し
っ
か
り
守
り
抜
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

浦
上
の
丘
か
ら
祈
り
を
捧
げ
な
が
ら
。
さ
よ
う
な
ら
。

平
成
十
八
年
二
月
二
日
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訃
報
を
伝
え
る
者
紙

県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
会
長

長
崎
の
被
爆
者
運
動
を
長

く
リ
ー
ド
し
、
被
爆
者
援
護

策
の
充
実
な
ど
に
力
を
尽
く

し
た
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

会
長
の
深
堀
勝

一

（ふ
か
ほ

り

。
か
っ
い
ち
）
氏
が
二
日

午
前
八
時
半
、
糖
尿
病
性
疾

患
の
た
め
、
長
崎
市
宝
町
の

井
上
病
院
で
死
去
し
た
。
七

十
八
歳
。
長
崎
市
出
身
。
自

宅
は
長
崎
市
坂
本

一
丁
目
八

ノ
二
九
。
葬
儀

・
告
別
式
は

三
日
午
後

一
時
か
ら
長
崎
市

本
尾
町

一
ノ
七
九
、
カ
ト
リ

ッ
ク
浦
上
教
会
で
ｃ
喪
主
は

要
春
枝

（は
る
え
）
さ
ん
。

【
２７
面
に
関
連
記
事
】

深
堀
氏
は
旧
制
長
崎
商
業

在
学
中
の

一
九
四
五
年
八
月
、

学
徒
動
員
先
の
三
菱
長
崎
兵

器
製
作
所
大
橋
工
場

（大
橋

町
、
爆
心
地
か
ら
約

一
。
四

計
）
で
被
爆
。
全
身
に
重
傷

を
負
い
、
原
爆
で
母
と
弟
妹

を
亡
く
し
た
ｃ

戦
後

「動
員
学
徒
に
も
軍

人

・
軍
属
へ
の
補
償
と
同
等

の
補
償
制
度
を
」
と
訴
え
、

五
七
年
に

「県
動
員
学
徒
犠

牲
者
の
会
」
を
結
成
。
六
七

年
に
、
当
時
加
盟
し
て
い
た

長
崎
原
爆
被
災
者
協
議
会

（被
災
協
）
と
た
も
と
を
分

か
ち
、
新
た
に

「
手
帳
友
の

会
」
を
発
足
さ
せ
た
。

友
の
会
で
は
、
手
帳
交
付
申

請
の
支
援
を
通
じ
て
被
爆
者

の
掘
り
起
こ
し
に
尽
力
。
県
内

各
地
に
支
部
網
を
設
け
、
有
力

被
爆
者
団
体
の

一
つ
に
育
て

上
げ
た
。大
胆
な
行
動
力
と
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
知
ら

れ
、
被
爆
者
援
護
法
の
制
定

や
被
爆
地
域
是
正
を
め
ぐ
る

中
央
へ
の
働
き
掛
け
で
も
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

八
八
年
に
は
、
平
和

へ
の

貢
献
者
を
内
外
を
問
わ
ず
表

彰
す
る
「友
の
会
平
和
賞
」
を

創
設
。
旧
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
元
大
統
領
ら
に
贈
呈
す

る
な
ど
、
国
際
的
な
活
動
に

も
取
り
組
ん
だ
。
半
面
、
ワ
ン

マ
ン
運
営
へ
の
批
判
も

一
部

に
あ

っ
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
昨
年

秋
ご
ろ
か
ら
体
調
を
崩
し
、

入
院
を
続
け
て
い
た
。

―

　

‐

　

　

　

―

　

・

　

　

　

一

非
常
に
残
念

　

一

伊
藤
長
崎
市
長
の
話
　
長
崎

の
被
爆
者
運
動
を
支
え
て
き
た

大
き
な
柱
の
お

一
人
で
あ
り
、

非
常
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
生

前
の
ご
功
績
を
し
の
び
、
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

深
堀
勝

氏
ズ♭ヾ
死
去
78歳
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反
戦
の
思
い
新
た
に

認
堀
勝
一さ
麟
四
人
、
別
れ
惜
し
む

平
和
な
世
界
が
構
築
さ
れ
る

よ
う
祈
り
た
い
」
と
功
績
を

た
た
え
た
。

本
島
等
前
長
崎
市
長
が

「け
た
外
れ
に
不
思
議
な
男
。

類
例
の
な
い
強
さ
を
持

っ
た

人
だ
っ
た
」
、
手
帳
友
の
会
副

会
長
の
中
村
キ
ク
ヨ
さ
ん
が

「友
の
会
の
歴
史
と
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
し
っ
か
り
守
り
抜

き
た
い
」
と
弔
辞
。
参
列
者

は
、白
い
花
を

一
輪
ず
つ
祭
壇

に
手
向
け
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
長
崎
の
平
和
運
動

を
引
っ
張

っ
て
き
た
深
堀
さ

ん
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

糖
尿
病
性
疾
患
の
た
め
二

日
、
七
十
八
歳
で
死
去
し
た

県
被
爆
者

手
帳
友
の
会
会

長
、
深
堀
勝

一
さ
ん
の
葬
儀

・
告
別
式
が
三
日
、
長
崎
市

本
尾
町
の
カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上

教
会
で
厳
か
に
営
ま
れ
た
。

親
族
や
友
の
会
の
会
員
、

平
和
運
動
関
係
者
ら
約
二
百

五
十
人
が
参
列
。
平
野
勇
主

任
司
祭
は

「反
戦
、
平
和
の

思
い
を
声
を
大
に
し
て
叫
び

続
け
ら
れ
た
。
彼
が
念
じ
た

約 250人が 参 列 した告 別式  ― カ トリック 浦上 教 会

2006年 2月 4日付「長崎新聞」より
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深
堀
さ
ん
死
去
田閃
極
い一石
【「色理
士
心
一絣
年ハヽ

」

「
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ

プ
と
カ
リ
ス
マ
性
」
を
発
揮

し
、
被
爆
者
援
護
策
の
充
実

に
奔
走
し
た
県
被
爆
者
手
帳

友
の
会
会
長
の
深
堀
勝

一
氏

（七
八
）が
二
日
早
朝
、
亡
く
な

っ
た
。

一
時
は
県
内
最
大
の
被
爆

者
団
体
と
い
わ
れ
た
同
友
の

会
を
発
足
さ
せ
た
深
堀
氏
は

一
九
七
五
年
に
公
務
員
を
辞

め
、
支
援
運
動
に
専
念
。
健

康
手
帳
の
申
請
支
援
と
と
も

に
、
被
爆
者
救
済
に
果
た
し

た
役
割
は
大
き
い
。

長
年
、
活
動
を
共
に
し
た

同
会
の
中
村
キ
ク
ヨ
副
会
長

（八
・）は

「
や
る
と
決
め
た
ら

と

こ
と
ん
や
る
、
ど
ん
な

人
の

前
で
も
自
分
の
意
見

を
は

っ
き

り
と
言
え
る
人

だ

っ
た
の
に
」
と
声
を
震
わ

せ
た
。

深
堀
氏
は
韓
国
被
爆
者
や

被
爆

二
世

の
支
援

に
も
協

力
。
全
国
被
爆

二
世
団
体
連

絡
協
議
会
の
平
野
伸
人
会
長

（五
九
）は

「被
爆
者
運
動
の

一

時
代
を
築
い
た
人
。
遺
志
を

継
い
で
頑
張
り
た
い
」
と
誓

っ
た
。

自らの被爆体験を描 いた絵画を

掲げる深堀勝―氏=2004年 4月

五
十
年
来
の
友
人
だ
と
い

う
本
島
等

・
前
長
崎
市
長

（八
三
）は
外
国
人
受
賞
者
も
多

い
平
和
賞
創
設
な
ど
幅
広
い

活
動
に
触
れ
、

「権
力
に
頼

ら
ず
独
立
独
歩
で
生
き
た
潔

癖
な
人
。
被
爆
者
の
存
在
を

世
界
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
た

大
き
な
存
在
だ

っ
た
」
と
振

り
返

っ
た
。

60
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県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
会
長

の
深
堀
勝

一
さ
ん
が
２
日
死
去

し
、
被
爆
者
援
護
、
核
兵
器
廃

絶
を
共
に
訴
え
た
被
爆
者
ら
の

間
に
悲
し
み
が
広
が

っ
た
。

同
会
は
、
被
爆
２
世
１
０
０

０
人
を
含
め
て
約
１
万
人
の
会

員
を
抱
え
、
県
内
の
被
爆
者
団

体
で
は
最
大
規
模
。

原
水
爆
禁
止
県
民
会
議
の
活

動
を
通
じ
て
深
堀
さ
ん
と
親
交

を
深
め
、
現
在
、
友
の
会
事
務

局
長
の
矢
嶋
良

一
さ
ん
（６４
）は

「活
動
的
で
、
被
爆
者
の
連
帯

を
訴
え
、
県
内
を
く
ま
な
く
回

っ
て
い
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

事
務
局
に
は
深
堀
さ
ん
が
描

い
た
、
被
爆
直
後
の
惨
状
を
伝

え
る
い
く
つ
も
の
水
彩
画
が
飾

ら
れ
て
い
る
。
昨
年
４
月
の
友

の
会
の
会
合
で
、
深
堀
さ
ん
は

一
つ
の
作
品
を
高
く
掲
げ
て
見

せ
た
。
生
死
の
境
に
い
た
自
分

が
、
腕
を
つ
ね

っ
て
生
を
自
覚

し
た
記
憶
を
描
い
た
も
の
だ
。

作
品
に
深
堀
さ
ん
の
強
固
な

反
戦
思
想
を
見
て
取
る
矢
嶋
さ

ん
は
、
改
め
て
壁
に
掛
か
る
こ

の
絵
を
眺
め
、
「
良
か
絵
で
す
」

と
話
し
て
い
た
。

鐵脚躙艤
1鯨

1中″‖

核
廃
絶

へ
連
帯
訴
え
る

自作の絵を掲 げる深堀さん (2005年 4
月撮影 )一県被爆者手帳友 の会提 供

2006年 2月 3日付「読売新聞」より
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深堀さん死去

被
爆
者
ら
行
動
力
し
の
ぶ

被 爆者援 護 法 案 に関す る衆 院 厚 生 委 の地方 公 聴 会 で
陳述 する深 堀 勝 ― さん (中央 )

-1994年 11月 、 長 崎 市 内

長
崎
の
被
爆
者
運
動
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
県
被
爆
者
手

帳
友
の
会
会
長
の
深
堀
勝

一

さ
ん
の
訃
報

（ふ
ほ
う
）
が

伝
わ

っ
た
二
日
、
深
堀
さ
ん

を
慕

っ
た
被
爆
者
ら
は
深
い

悲
し
み
に
包
ま
れ
た
。
被
爆

者
援
護
策
を
実
現
さ
せ
た
抜

群
の
行
動
力
と
統
率
力
。
半

世
紀
以
上
も
貫
か
れ
た
そ
の

活
動
の
原
点
は
、　
一
瞬
で
衝

を
破
壊
し
家
族
ら
の
命
を
奪

っ
た
原
爆
へ
の
激
し
い
怒
り

だ

っ
た
。

深
堀
さ
ん
と
同
じ
学
徒
動

員
先
の
三
菱
長
崎
兵
器
製
作

所
大
橋
工
場
で
被
爆
し
た
日

本
被
団
協
代
表
委
員
の
山
口

仙
二
さ
ん
↑
五
）＝
雲
仙
市
＝

は

「被
爆
者
に
補
償
が
な
か

っ
た
時
代
、
お
互
い
黙
っ
て

い
ら
れ
な
か

っ
た
」
と
、
被

爆
者
運
動
の
草
創
期
を
振
り

返
る
。

深
堀
さ
ん
は

一
時
、
山
口

さ
ん
と
と
も
に
長
崎
被
災
協

理
事
に
名
を
連
ね
た
。
し
か

し
運
動
方
針
で
対
立
し
、
「友

の
会
」
を
設
立
し
た
。
「
『
仙

ち
ゃ
ん
と
意
見
は
対
立
し
た

が
、
仲
は
良
か
っ
た
』
と
い

う
の
が
深
堀
さ
ん
の
口
癖
。

心
か
ら
冥
福
を
祈
り
た
い
」
。

山

口
さ
ん
は
声
を
震
わ
せ

た
。友

の
会
設
立
後
の

一
九
六

八
年
に
原
爆
特
措
法
が
制
定

さ
れ
、
健
康
管
理
手
当
な
ど

の
支
給
が
始
ま
っ
た
。
深
堀

さ
ん
は
県
内
各
地
の
被
爆
者

を
訪
ね
歩
き
、
手
当
申
請
を

勧
め
た
。

「お
に
ぎ
り
を
手
に
ヽ
離

島
も
回
っ
た
。
自
身
も
病
気

だ

っ
た
の
に
、
困
っ
て
い
る

人
を

一
人
で
も
多
く
助
け
る

の
が
会
長
の
生
き
が
い
だ

っ

た
」
。
当
時
か
ら
行
動
を
共

に
し
た
友
の
会
副
会
長
の
中

村
キ
ク
ヨ
さ
ん
貧

一）＝
長
崎

市
小
瀬
戸
町
＝
は
、
そ
の
人

柄
を
し
の
ぶ
。　
　
●

国
家
補
償
を
明
記
し
た
被

爆
者
援
護
法
制
定
を
求
め
、

夜
行
列
車
で
上
京
陳
情
を
重

ね
た
。
九
四
年
の
地
元
公
聴

会
で
は
、
原
爆
で
家
族
を
亡

く
し
、
自
身
も
被
爆
者
健
康

手
帳
を
持
つ
遺
族
に
限
っ
た

「特
別
葬
祭
給
付
金
」
支
給

に
反
対
意
見
を
述
べ
、
自
ら

受
け
取
り
を
拒
否
し
た
。
中

村
さ
ん
は

「
み
ん
な
の
た
め

の
行
動
。
原
爆
へ
の
憤
り
が

根
底
に
流
れ
て
い
た
」
と
涙

を
浮
か
べ
た
。

一
方
で
、
意
見
の
食
い
違

う
幹
部
ら
と
の
対
立
や
支
部

脱
会
な
ど
、
組
織
の
″
内
紛
″

も
あ

っ
た
。
元
幹
部
は

「気

性
が
激
し
く
、
反
発
し
て
去

る
人
も
多
か
っ
た
」
と
言
葉

少
な
に
語
っ
た
。

二
日
夜
、
長
崎
市
本
尾
町

の
カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上
教
会
で

通
夜
が
営
ま
れ
、
会
員
ら
約

二
百
人
が
参
列
し
た
。
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長
崎
被
爆
者
手
帳
友
の
会
会
長

得
を
支
援
し
、
被
爆
者
援
護

策
の
充
実
を
求
め
た
。

同
会
は
８０
年
、
長
崎
県
西

海
市
に
被
爆
者
特
別
養
護
ホ

ー
ム
「か
め
だ
け
」
を
開
設
。

８８
年
に
は
平
和
運
動
に
貢
献

し
た
個
人
に
贈
る
手
帳
友
の

会
平
和
賞
を
創
設
し
、
杉
原

千
畝

・
元
リ
ト
ア
ニ
ア
総
領

事
や
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ

。
前
ソ

連
大
統
領
ら
に
贈
る
な
ど
、

被
爆
者
援
護
の
枠
に
と
ど
ま

ら
な
い
反
核

・
平
和
の
メ

ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
た
。

【横
田
信
行
】

歳

計
の
三
菱
重
工
業
長
崎
兵
器

製
作
所
大
橋
工
場
で
被
爆
し

右
半
身
に
重
傷
を
負
い
、
母
、

妹
、
弟
を
失

っ
た
。
旧
農
林

省
職
員
と
し
て
働
く
か
た
わ

ら
、
１
９
５
７
年
に
県
動
員

学
徒
犠
牲
者
の
会
を
結
成

し
、
被
爆
者
な
ど
の
戦
後
補

償
問
題
に
尽
力
。
６７
年
に
県

被
爆
者
手
帳
友
の
会
を
結
成

し
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の
取

深
堀
勝

一
さ
ん
死
去

７８

一
一
一
一
一
】

鋏
一
獅
岬
¨

二
■
【
深

堀

勝

一

（ふ
か
ぼ
り

ｏ
か
つ
い
ち
）

さ
ん
が
２
日
、
糖
尿
病
性
ア

シ
ド
ー
シ
ス
の
た
め
亡
く
な

っ
た
¨
７８
歳
だ

っ
た
。
葬
儀

は
３
日
午
後
１
時
、
長
崎
市

本
尾
町
１
の
７９
の
カ
ト
リ
ッ

ク
浦
上
教
会
。
自
宅
は
同
市

坂
本
１
の
８
の
２９
。
喪
主
は

妻
春
枝

（は
る
え
）
さ
ん
。

長
崎
市
生
ま
れ
。
学
徒
動

員
中
に
爆
心
地
か
ら
１

・
３

‐‐  .■ |
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63 悲しみのとき



被
爆
者
の
援
護
に
尽
力

深
堀
勝

一
さ
ん
死
去

惜

し

む

声

広

が

る

２
日
に
７８
歳
で
死
去
し
た

一
の
深
堀
勝

一
さ
ん
は
、
４０
年

一
の
先
頭
に
立
ち
、
被
爆
者
へ

県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
会
長

一
以
上
に
わ
た
り
被
爆
者
運
動

一
の
補
償
や
援
護
の
充
実
を
求

償
を
求
め
、
県
動
員
学
徒
犠

牲
者
の
会
を
結
成
。
６７
年
に

現
在
の
県
被
爆
者
手
帳
友
の

会
と
名
前
を
変
え
、
最
盛
期

の
９０
年
代
前
半
に
は
、
約
５

万
人
の
会
員
を
抱
え
る
県
内

最
大
の
被
爆
者
団
体
と
な
っ

た
。８８

年
に
創
設
し
た
、
平
和

活
動
に
貢
献
し
た
人
に
贈
る

「友
の
会
平
和
賞
」
は
、
こ

れ
ま

で
に
旧

ソ
連
の
ゴ
ル

バ
チ

ョ
フ
元
大
統
領
や
、
横

綱
朝
青
龍
関
ら
も
受
賞
し

た
。同

会
に
よ
る
と
、
深
堀
さ

ん
は
こ
こ
数
年
体
調
を
崩
し

て
入
退
院
を
繰
り
返
す
な

ど
、
活
動
に
参
加
で
き
な
い

状
態
が
続
い
て
い
た
と
い

う
。
同
会
の
矢
嶋
良

一
事

務
局
長
（
６４
）
は

「
個
性
の

強
さ

で
反
発
を
招
く

こ
と

も
あ

っ
た
が
、
着
想
豊
か

で
、
情
熱
と
積
極
性
の
あ
る

コ
「
ダ
ー
だ
っ
た
」
と
話
し

一

2006年 2月 3日付「朝日新聞」より

め
る
活
動
に
力
を
注
い
だ
人

だ
っ
た
。

深
堀
さ
ん
は
、
爆
心
地
か

ら
約
１

・
４
キ
ロ離
れ
た
学
徒

動
員
先
の
三
菱
兵
器
大
橋
工

場
で
被
爆
。
母
親
と
き
ょ
う

だ
い
を
失
い
、
自
ら
も
全
身

に
重
傷
を
負
っ
て
２
カ
月
近

く
入
院
し
た
。

５７
年
、
動
員
学
徒
へ
の
補
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歴
史
に
残
る
名
会
長

鍵

山

芳

子

よ
せ
て
頂
き
、
会
員
の
手
帳
の
件
等
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
応
じ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
特
に
忘
年
会
等
で
愉
快

に
な
ら
れ
あ
の
笑
顔
が
う
か
び
ま
す
。

晩
年
は
淋
し
い
御
家
庭
で
あ
ら
れ
、
回
り
の
方
々
が

良
く
お
世
話
さ
れ
、
会
長
さ
ん
の
ま
ま
で
往
生
さ
れ
、

一
番
信
頼
な
さ

っ
て
い
た
現
井
原
会
長
で
ホ

ッ
と
な

さ
っ
て
る
事
で
し
ょ
う
。
昭
和
五
十
年
に
は
現
川
中
尾

の
人
々
も
ど
ん
な
に
喜
ば
れ
た
こ
と
か

一
生
感
謝
で
過

さ
れ
る
事
で
し
ょ
う
。
た
ま
に
は
ト
ゲ
の
あ
る
言
葉
も

今
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
友
の
会
の

歴
史
に
残
る
名
会
長
、
心
よ
り
あ
り
が
と
う
の
お
礼
を

申
し
上
げ
御
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（長
崎
市
田
中
町
）

深
堀
会
長
に
出
合

っ
た
の
が
昭
和
四
十
三
年
で
し
た
。

今
は
亡
き
野
口
さ
ん
宅
に
十
人
余
り
何
回
と
な
く
集
ま

り
、
会
長
の
色
々
の
説
明
が
あ
り
矢
上
支
部
友
の
会
が

発
足
し
、
支
部
長
に
野
口
総

一
さ
ん
、
副
に
金
原
勇
さ

ん
、
私
会
計
も
そ
れ
ぞ
れ
班
長
も
決
ま
り
ま
し
た
。
会

員
も
二
百
名
以
上
と
な
り
会
長
も
大
き
な
支
部
に
な

つ

た
と
喜
ん
で
下
さ
り
、
と
て
も
力
を
入
れ
て
下
さ
い
ま

し
た
。

第

一
回
の
総
会
が
商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
、
六
十
人

余
り
集
ま
り
ま
し
た
。
十
年
前
家
を
解
い
た
折
当
時
の

日
記
を
亡
く
し
て
し
ま
い
、
思
い
出
し
乍
ら
の
文
に
な

り
ま
す
。
当
時
よ
り
問
題
解
決
の
た
め
四
、
五
人
で
陳

情
に
上
京
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
も
声
か
け
て
下
さ
い
ま

し
た
が
、
家
庭
の
事
情
で
参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
成
果
が
現
在
に
な
っ
て
る
と
思
い
ま
す
。
と
て
も

実
行
力
の
あ
る
方
で
友
の
会
の
た
め
に
随
分
貢
献
さ
れ

た
こ
と
は
皆
の
知
る
所
で
す
。
私
も
よ
く
事
務
所
へ
も
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深
坂
会
長
へ初
め
て
の
お
手
紙

本
部
会
計
監
査

嘉

松

愛

子

会
長
、
そ
ち
ら
で
の
お
暮
し
、
も
う
慣
れ
ら
れ
ま
し

た
か
。
ご
様
子
の
間
か
れ
な
い
の
が
何
と
も
残
念
で
す
。

先
日
初
め
て
会
長
の
夢
を
見
ま
し
た
。
今
ま
で

一
度
も

見
た
事
の
な
い
会
長
の
夢
。
な
つ
か
し
く
、
そ
し
て
不

思
議
な
感
じ
で
し
た
。

な
つ
か
し
い
と
言
へ
ば
厚
生
省
に
行

っ
た
折
の
車
中

の
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
単
調
な
景
色
に
も
飽
き
話

題
も
な
い
ま
ま
ゴ
ト
ゴ
ト
汽
車
に
ゆ
ら
れ
て
の
帰
り
途
、

ふ
と
文
藝
の
話
に
な
り
会
長
は
朝
日
歌
壇
に
何
回
か
入

選
さ
れ
た
こ
と
を
誇
ら
し
そ
う
に
話
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
私
の
乞
う
ま
ま
に
、
そ
の
入
選
歌
を
請

ん
じ
て
下
さ
い
ま
し
た
ね
。

口
下
手
な
私
は
何
も
申
し
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

感
銘
深
い
立
派
な
歌
で
し
た
。
そ
の
時
書
き
留
め
て
お

か
な
か
っ
た
事
を
今
も
口
惜
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
そ
の
時

一
句
も
口
に
は
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
拙
な
い
句
を
、
会
長
に
棒
げ

ま
す
。
ど
う
ぞ
御
笑
覧
下
さ
い
。

遠
く
な
る

君
に
似
し
遍
路
の
背
中
遠
く
な
る

背
い
高
き
君
に
日
傘
の
重
た
か
り

炎
天
に
座
る
反
戦
わ
れ
も
入
る

検
診
や
ま
わ
し
て
帰
る
秋
日
傘

兄
の
忌
の
禿
頭
な
ら
ぶ
小
春
か
な

ふ
か
し
藷
戦
争
よ
ぎ
り
少
女
よ
ぎ
る

ジ
ャ
ン
パ
ー
が
づ
か
づ
か
入
り
厚
生
省

会
長
が
瓢
々
よ
ぎ
る
二
月
か
な

八
句
の
中
、
四
句
は
会
長
追
憶
の
句
で
す
。

苦
笑
し
て
い
ら
れ
る
お
顔
が
見
え
て
き
ま
す
。

（長
崎
市
立
山
町
）
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骨
身
惜
し
ま
ず
運
動
の
た
め
に

フ

ミ

ヱ

か
ら
続
い
て
い
ま
し
た
。

終
戦
後
、
学
校
か
ら
慰
霊
祭
の
通
知
が
来
た
の
で
、

友
達
と
会
い
た
い

一
心
で
、
焼
け
野
が
原
を
無
我
夢
中

で
行

っ
て
み
る
と
、
学
校
は
跡
形
も
な
く
、
十
字
架
だ

け
の
祭
壇
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
先
生
方
、

上
級
生
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
涙

が
込
み
上
げ
て
き
て
、
た
だ
お
祈
り
す
る
だ
け
で
し
た
。

深
堀
会
長
と
の
出
会
い
は
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
十

四
日
、
福
瑞
寺
に
お
い
て
、
「原
爆
手
帳
友
の
会
」
の

発
会
式
が
行
わ
れ
た
時
で
し
た
。
出
席
者
は
、
百
名
余

り
で
し
た
。
私
は
、
会
計
と
い
う
大
役
を
引
き
受
け
、

そ
こ
か
ら
、
深
堀
会
長
、
事
務
局
の
方
々
、
多
く
の
会

員
の
皆
様
と
の
お
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

深
堀
会
長
が
、
田
中
町
か
ら
坂
本
町
に
引

っ
越
さ
れ

る
と
き
は
、
辻
原
さ
ん
、
青
木
さ
ん
と
二
人
で
、
荷
作

り
の
手
伝

い
に
行
き
ま
し
た
。
私
の
家
が
国
道
沿

い

だ

っ
た
の
で
、
よ
く
立
ち
寄

っ
て
も
ら
い
、
情
勢
な
ど

当
時
、
私
は
、
純
心
学
徒
隊
と
し
て
浪
の
平
工
場
へ

通

っ
て
い
ま
し
た
。

八
月
九
日
、
原
爆
の
日
は
、
非
番
だ

っ
た
の
で
、
下

宿
の
家

（油
屋
町
）
に
い
ま
し
た
。
ピ
カ
ッ
と
目
の
前

が
し
た
か
と
思

っ
た
瞬
間
、
天
丼
板
が
落
ち
て
き
た
の

で
、　
一
階
に
駆
け
下
り
、
す
ぐ
に
防
空
ず
き
ん
を
か
ぶ

り
、
八
坂
神
社
の
横
の
防
空
壕
へ
駆
け
上
り
、
そ
の
日

は
、　
一
日
中
防
空
壕
の
中
で
過
ご
し
ま
し
た
。

夜
に
な

っ
て
外
に
出
て
み
る
と
、
県
庁
辺
り
が
火
の

海
に
な
り
、
燃
え
て
い
る
の
に
び

っ
く
り
し
て
、
体
が

震
え
て
呆
然
と
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
長
い
夜
を
過

ご
し
、
実
家
が
田
結
村

（今
の

「飯
盛
町
」
）
だ

っ
た

の
で
、
夜
が
明
け
る
の
を
待

っ
て
、
寺
町
を
通
り
中
川

町
に
出
る
と
、
び

っ
く
り
す
る
こ
と
に
は
、
荷
物
を
背

中
に
背
負
い
両
手
に
も
荷
物
を
持

っ
た
人
、
服
が
焼
け

て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

っ
た
人
、
け
が
を
し
た
人
な
ど
が
、

一
列
に
隙
間
な
く
歩
い
て
、
本
河
内
の
坂
を
後
か
ら
後

川

~■~
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を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

思
い
出
に
残
る
の
は
、
夜
行
列
車
に
乗
り
、
陳
情
に

行
っ
た
こ
と
で
す
。
国
会
会
館
に
着
い
て
、
初
村
先
生
、

倉
成
先
生
、
西
岡
先
生
、
田
口
先
生
の
所
を
回
り
、
最

後
に
、
首
相

（竹
下
登
）
官
邸
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
陳
情
に
は
、
三
回
行
き
ま
し
た
。

深
堀
会
長
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
年

一
回
の
総
会
、

忘
年
会
に
も
よ
く
出
席
し
、
多
く
の
人
と
ふ
れ
合
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
か
め
だ
け
原
爆
ホ
ー
ム
の
落
成
式
、

長
崎
の
鐘
の
贈
呈
式
、
中
国

・
ア
メ
リ
カ

ｏ
ソ
連
に
長

崎
の
鐘
が
送
ら
れ
た
と
き
の
壮
行
会
に
も
出
席
し
ま
し

た
。ま

だ
ま
だ
思
い
出
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
平
成
十
七
年

十

一
月
二
十
日
、
会
長
の
体
調
が
よ
く
な
い
と
の
こ
と

を
耳
に
し
ま
し
た
の
で
、
副
会
長
の
中
村
キ
ク
ヨ
さ
ん

と
千
羽
鶴
を
持

っ
て
お
見
舞
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変

喜
ん
で
お
ら
れ
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
思
い

出
話
な
ど
を
し
て
帰
り
ま
し
た
。
玄
関
ま
で
見
送

っ
て

ま
で
も
ら
い
、
そ
れ
が
最
後
の
別
れ
で
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
骨
身
を
惜
し
ま
ず
、
被
爆
者
援
護

法
制
定
推
進
の
た
め
、
平
和
運
動
の
た
め
に
働
い
て
こ

ら
れ
た
会
長
を
亡
く
し
た
こ
と
は
、
会
員

一
同
、
悲
し

み
に
堪
え
ま
せ
ん
。
会
長
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
は
、
副

会
長
の
中
村
キ
ク
ヨ
さ
ん
が
、
六
月
の
総
会
ま
で
引
き

継
が
れ
、
そ
の
後
、
総
会
で
選
出
さ
れ
た
井
原
東
洋

一

さ
ん
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

人
月
九
日
の
平
和
式
典
に
は
、
中
村
キ
ク
ヨ
さ
ん
が
、

平
和
の
誓
い
を
立
派
に
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
き
つ

と
、
深
堀
会
長
も
見
守

っ
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

深
堀
会
長
に
は
、
三
十
八
年
七
カ
月
と
い
う
長
い
問

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

合
掌

（諫
早
市
久
山
台
）
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日
録
窓
口
業
務
か
ら
の
ご
縁

河

邊

総

子

番
号
札
を
渡
し
、
私
が
担
当
の
帳
簿
に
記
入
し
所
定
の

手
続
を
経
て
、
現
金
受
渡
し
迄
に
相
当
の
待
ち
時
間
が

要
り
ま
し
た
。

担
当
者
の
私
の
旧
姓
を
知
っ
た
深
堀
さ
ん
は
、
私
の

兄
と
名
門
の
長
崎
市
商

（現
在
の
市
立
長
崎
商
業
高

校
）
同
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ
と
話
さ
れ
て
、
毎
月
の
入
金

の
確
認
電
話
の
連
絡
等
を
依
頼
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し

た
。
各
々
の
官
庁
の
経
費
受
領
の
お
客
様

（お
役
人
）

が
多
い
為
に
、
お
待
た
せ
の
時
間
が
長
く
、
ご
迷
惑
を

か
け
る
事
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
余
り
叱
言

を
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
、
優
秀
な
お
役
人
さ
ん
の
印
象
が

残

っ
て
い
ま
す
。

時
は
経
ち
。
友
の
会
を
発
足
の
為
、
深
堀
さ
ん
は
被

爆
地
の
銭
座
地
区
の
被
爆
者
の
結
束
に
尽
力
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
当
時
の
銭
座
自
治
会
の
会
長
故
高
比
羅
熊

三
さ
ん
や
銭
座
地
区
婦
人
部
の
方
々
を
励
ま
し
乍
ら
、

天
神
町
の
故
田
中
ヒ
デ
さ
ん
、
銭
座
町
の
故
清
水
マ
サ

人
の
出
合
い
と
、
別
れ
は
不
思
議
な
も
の
と
思
い
ま

す
。
昭
和
二
十
四
年
二
月

（西
暦

一
九
四
九
年
）
、
日

本
が
敗
戦
し
混
乱
も
未
だ
納
ま
ら
ぬ
時
期
、
地
方
経
済

復
興
の
為
に
日
本
銀
行
長
崎
支
店
は
開
店
い
た
し
ま
し

た
。
私
は
そ
の
時
、
長
崎
県
立
長
崎
女
子
専
門
学
校
（現

シ
ー
ボ
ル
ト
大
前
身
）
を
卒
業
と
同
時
に
採
用
が
決
ま

り
、
入
行
さ
せ
て
頂
き
銀
行
員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
官
公
庁
を
相
手
の
公
務
を
司
る
国
庫
課
に
配
属

さ
れ
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
が
官
公
庁
の
長
崎
支
所
等
の

諸
経
費
を
預
る
係
で
し
た
。

深
堀
さ
ん
は
、
当
時
、
農
林
省
統
計
調
査
長
崎
事
務

所
の
国
家
公
務
員
で
あ
ら
れ
、
毎
月
の
諸
経
費
が
本
庁

（農
林
省
）
か
ら
入
金
さ
れ
る
の
を
受
領
す
る
為
に
、

国
庫
課
の
窓
口
に
来
店
さ
れ
、
小
切
手
の
受
取
り
裏
書

に
署
名
捺
印
と
共
に
面
倒
な
受
領
手
続
を
済
ま
し
、
発

券
課
で
金
種
別
の
現
金
受
領
を
し
て
帰

っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
窓
口
で
差
出
さ
れ
た
小
切
手
に
裏
書
を
依
頼
し

●
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さ
ん
、
故
森
下
さ
ん
、
故

（母
）
小
桐
タ
ケ
等
、
又
現

在
役
員
の

（月
川
さ
ん
）
水
江
オ
ケ
さ
ん
、
村
里
さ
ん

の
活
躍
を
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
銭
座
公
民
館
に
集

い
乍
ら
、
数
々
の
催
し
に
皆
さ
ん
の
協
力
を
頂
け
た
事

は
懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。
銭
座
公
民
館
建
設
で
は
資

金
調
達
が
難
航
し
て
い
ま
し
た
が
、
故
高
比
羅
熊
三
自

治
会
長
と
共
に
東
京
銀
行
長
崎
支
店
に
在
職
の

（父
）

故
小
桐
博
も
、
佳
き
ご
縁
で
、
多
く
の
知
人
、
友
人
の

方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
、
公
民
館
完
成
に
至
り
ま
し
た

事
を
深
堀
さ
ん
が
大
そ
う
喜
ば
れ
て
、
両
親
の
許

（現

住
所
）
へ
度
々
来
宅
さ
れ
快
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
友
の
会
員
が
浦
上
駅
に
集

合
し
、
出
迎
え
の
バ
ス
に
乗
っ
て
、
亀
岳
の
「ホ
ー
ム
」

に
お
招
き
頂
き
、
和
気
調
調
の
、
雰
囲
気
の
中
で
食
事

パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
て
、
お
土
産
に
美
味
し
い
ケ
ー
キ

の
大
き
な
箱
入
り
を
持
ち
帰

っ
た
事
は
楽
し
い
想
い
出

で
す
。

政
治
的
な
活
躍
を
な
さ
っ
た
深
堀
さ
ん
は
、
会
員
の

為
に
国
会
、
県
議
会
、
市
議
会
の
議
員
さ
ん
の
選
挙
運

動
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
、
機
会
毎
に
支
援
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
事
は
、
有
難
く
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
押
渕
礼
子
県
議
の
立
候
補
に
応
援
し
て
頂
き
、

婦
人
候
補
唯

一
人
の
当
選
で
最
高
点
に
導
か
れ
た
功
績

の

一
役
は
、
大
き
な
も
の
と
存
じ
ま
し
た
。

現
在
医
療
面
で
又
長
崎
県
の
婦
人
の
力
が
発
揮
出
来

る
様
に
、
又
少
子
高
令
化
の
進
む
現
代
の
諸
問
題
で
活

躍
中
の
押
渕
礼
子
県
議
員
の
議
会
代
表
質
問
の
際
に
、

議
会
傍
聴
席
の
上
段
に
坐

っ
て
、
熱
心
に
傍
聴
し
て
お

ら
れ
た
深
堀
さ
ん
の
姿
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
想
い
出
で

す
。又

老
人
ホ
ー
ム
の

″恵
の
丘
〃
に
入
所
し
て
お
ら
れ

る
高
齢
の
婦
人
の
為
に
、
二
月
の
桃
の
節
句
の
お
雛
様

の
贈
呈
を
な
さ

っ
て
慰
間
と
励
ま
し
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

深
堀
さ
ん
の
お
優
し
い
美
し
い
お
心
が
偲
ば
れ
て
頭

が
下
が
る
ば
か
り
で
す
。
お
元
気
だ

っ
た
深
堀
さ
ん
に

病
が
近
づ
き
、
友
の
会
の
皆
様
の
数
々
の
応
援
の
ご
配

慮
の
中
で
、
病
気
治
療
の
病
院
生
活
を
過
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
二
月
に
悲
し
い
お
別
れ
の
日
が
参
り
ま
し
た
。

私
は
沢
山
の
有
難
い
想
い
出
を
残
し
て
下
さ

っ
た
深
堀

勝

一
友
の
会
会
長
に
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ご
冥

福
を
念
じ
上
げ
乍
ら
、
追
悼
の
文
を
綴
り
ま
し
た
。

（長
崎
市
銭
座
町
）
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尽
き
せ
ぬ
思
い
ム
の
数
々

佐
世
保
南
支
部

北

村

ト

ク

ヱ

ハ
ワ
イ
で
は
平
和
の
鐘
を
打
た
せ
て
戴
き
、
そ
の
時

は
会
長
さ
ん
は
空
港
に
見
送
り
に
お
い
で
に
な
り
、
又

帰
り
も
む
か
え
に
来
て
戴
き
、
ほ
ん
と
う
に
や
さ
し
い

お
方
で
頭
が
さ
が
り
ま
す
。

藩
陽
で
平
和
の
鐘
を
打
た
せ
て
戴
き
、
上
海
の
迎
賓

館
で
歓
迎
会
が
あ
り
、
呉
副
首
相
よ
り
握
手
を
受
け
大

変
光
栄
に
思

っ
て
居
り
ま
す
。
会
長
さ
ん
の
お
蔭
だ
と

感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。
会
長
さ
ん
は
神
様
の
よ
う
な

お
方
で
し
た
。　
一
生
涯
御
恩
は
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

会
長
さ
ん
は
谷
間
の
家
を
尋
ね
て
お
い
で
に
な
り
、

「頼
む
佐
世
保
に
支
部
を
作

っ
て
下
さ
い
」
と
お
い
で

に
な
り
、　
一
生
懸
命
三
ヶ
月
か
か
っ
て
被
爆
者
の
お
宅

を
尋
ね
て
廻
り
ま
し
た
。
会
長
さ
ん
始
め
会
員
の
皆
様

の
御
蔭
と
深
く
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。

深
堀
会
長
さ
ん
が

「四
十
周
年
を
祝

っ
て
あ
げ
る
か

ら
頑
張

っ
て
ね
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
乍

ら
他
界
な
さ
れ
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
会
長
さ
ん
天
国
で

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
合
掌

（佐
世
保
市
有
福
町
）

昭
和
四
十
二
年
十

一
月
に
深
堀
会
長
さ
ん
、
長
崎
県

久
保
知
事
さ
ん
、
長
崎
市
長
諸
谷
さ
ん
、
被
爆
者
手
帳

友
の
会
城
栄
町
支
部
長
松
尾
さ
ん
、
若
竹
町
理
事
保
立

さ
ん
、
油
木
町
理
事
峰
さ
ん
、
柳
谷
町
理
事
永
元
さ
ん
、

佐
世
保
南
支
部
皆
様
と

一
緒
に
国
会
陳
情
に
上
京
致
し

ま
し
た
。

北
村
会
長
さ
ん
が
何
を
お
願
い
し
た
い
か
と
申
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
病
院
代
を
無
料
に
し
て
戴
き
た
い
と
申

し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
長
崎
の
弁
護
士
馬
場
先
生
に

電
話
し
な
さ
い
と
云
わ
れ
電
話
致
し
ま
し
た
。
馬
場
先

生
が
厚
生
省
に
連
絡
さ
れ
ま
し
た
の
で
四
十
二
年
四
月

に
健
康
管
理
手
当
が
戴
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
深

堀
会
長
さ
ん
の
御
尽
力
の
お
蔭
と
感
謝
致
し
て
居
り
ま

す
。厚
生
省
陳
情
に
行
き
、
如
何
に
会
長
さ
ん
が
人
物
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
頭
が
下
が
り
ま
す
。
淡
路
島
の
慰
霊

祭
に
ワ
ゴ
ン
車
で
会
長
さ
ん
外
十
三
名
参
列
、
被
爆
者

手
帳
友
の
会
代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

会
長
さ
ん
に
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。
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深
坂
前
会
長
へお
詫
び
せ
ね
ば

今
を
去
る
四
十
年
位
昔
の
こ
と
　
昭
和
四
十
年
の
二

月
の
寒
い
夜
　
深
堀
会
長
が
野
母
崎
に
来
ら
れ
て
被
爆

者
手
帳
友
の
会
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
町
議

吉
田
源
平
氏
の
賛
助
が
あ
り
　
友
の
会
野
母
崎
支
部
が

生
ま
れ
た
事
で
し
た
。
当
時
は
三
百
名
位
の
会
員
で
し

た
。
吉
田
氏
は
自
身
被
爆
者
で
は
無
く
て
奥
さ
ん
が
被

爆
者
で
あ

っ
た
と
聞
い
て
居
り
ま
し
た
。
吉
田
氏
は
深

堀
会
長
に
賛
同
し
、
会
長
と
共
に
副
会
長
と
し
て
、
友

の
会
の
た
め
に
、
支
部
の
た
め
に
、
力
を
出
し
て
下
さ

れ
た
の
で
す
。

其
の
后
野
母
崎
支
部
は
歴
代
の
支
部
長
と
役
員
の
協

力
で
、
活
発
に
、
順
調
に
本
部
会
長
な
ど
と
友
誼
を
深

め
て
居
た
の
で
す
が
、
平
成
十
三
年
頃
に
、
当
時
の
支

部
長
が
会
長
と
意
見
の
相
違
が
生
じ
、
会
長
か
ら

「お

前
は
支
部
長
を
止
め
る
」
と
言
わ
れ
た
ら
し
く
、
支
部

長
が
反
発
し
、
野
母
崎
支
部
員
に

一
言
の
説
明
も
無
く
、

支
部
を
解
散
し
、
会
費
の
残
り
を
自
分
達
役
員
で
、
飲

み
食
い
に
使

っ
て
仕
舞

っ
た
の
で
し
た
。

私
は
野
母
崎
支
部
が
、
会
長
か
ら
除
名
さ
れ
た
と
聞

き
、
直
接
会
長
に
お
会
い
し
問
い
ま
し
た
と
こ
ろ

「支

部
の
除
名
は
し
て
居
な
い
、
貴
方
が
支
部
を
立
て
直
し

て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
旧
支
部
長
と
役
員

が
反
対
に
動
き
、
深
堀
会
長
の
期
待
に
添
え
ず
、
残
念

で
申
し
訳
な
く
、
心
に
残

っ
て
居
り
ま
す
。

意
見
の
違
い
は
だ
れ
に
も
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
踏
み

越
え
て
こ
そ
　
さ
ら
な
る
発
展
が
あ
る
は
ず
で
す
。
深

堀
会
長
と
今
迄
の
役
員
皆
様
の
協
力
で
今
の
友
の
会
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
被
爆
者
手
帳
友
の
会
　
こ

れ
か
ら
は
新
し
い
井
原
会
長
様
　
役
員
皆
様
の
協
力
で
、

さ
ら
な
る
発
展
を
お
祈
り
申
し
ま
す
。
深
堀
前
会
長
も

天
国
か
ら
、
私
等
を
お
守
り
下
さ
っ
て
居
る
事
を
信
じ

ま
す
。
約
束
を
果
た
せ
な
か
っ
た
私
の
事
、
お
許
し
下

さ
い
。
新
し
い
会
長
様
　
役
員
の
皆
様
　
健
康
に
充
分
に
、

気
を
付
け
て
、
私
た
ち
会
員
の
た
め
　
頑
張

っ
て
く
だ

さ
い
。
乱
文
の
ま
ま
に

（長
崎
市
高
浜
町
）

台し

只礫

健
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ハ
ワ
イ
航
路
で
帰
り
た
い

チ
サ
子

と
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
常
に
平
和
を
願
い
、
原
爆
の
丘

に
平
和
の
鐘
、
長
崎
の
鐘
を
建
立
さ
れ
、
其
の
後
平
和

の
使
者
と
し
て
旧
ソ
連
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
中
国
の

藩
陽
、
そ
し
て
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
と
長
崎
の
鐘
を
贈

ら
れ
、
会
長
の
残
さ
れ
た
ご
偉
業
は
深
く
私
達
の
心
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

其
の
数
年
後
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
市
役
所
に
建
立

さ
れ
て
い
る
長
崎
の
鐘
を
現
地
の
平
和
運
動
家
の
方
々

と
鳴
ら
す
事
に
な
り
、
十
二
月
八
日
に
合
せ
て
会
長
外

五
名
の
方
と
、
渡
米
致
し
ま
し
た
。
其
の
時

「帰
り
は

ハ
ワ
イ
航
路
の
船
で
帰
ろ
う
で
」
、
又
は
帰
り
た
い
と

言
わ
れ
、
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
度
に
胸
が
い
た

み
ま
す
。

大
き
な
体
で
そ
し
て
大
き
な
心
で
友
の
会
を
愛
し
、

時
に
は
少
年
の
よ
う
な
会
長
、
長
い
問
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（立
山
支
部
）

一
瞬
に
し
て
最
愛
の
尊
い
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、
そ

の
深
い
悲
し
み
、
苦
し
み
怒
り
を
決
し
て
口
に
さ
れ
ず
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
市
民
の
方
々
の
た
め
に
、
又
、

ご
遺
族
の
方
々
の
た
め
に
、
そ
し
て
青
春
を
奪
わ
れ
、

一
生
不
安
を
背
負

っ
て
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
被
爆
者
の
方
々
の
た
め
に
、
人
生
の
全
て
を
被
爆
者

の
援
護
に
霊
魂
を
捧
げ
て
来
ら
れ
ま
し
た
会
長
、
そ
の

偉
大
な
ご
功
績
に
今
あ
ら
た
め
て
尊
敬
と
感
謝
の
気
持

で

一
杯
で
す
。
当
初
何
人
か
で
設
立
さ
れ
た
、
動
員
学

徒
の
会
員
も
少
な
い
た
め
、
上
京
さ
れ
る
費
用
も
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
運
動
を
は
じ
め
ら
れ
た
時
は
法

律
が
な
く
、
被
爆
者
援
護
法
が
出
来
る
迄
に
力
を
注
が

れ
ま
し
た
。
出
来
ま
し
て
か
ら
は
当
面

一
番
必
要
な
事

か
ら
決
議
さ
れ
れ
ば
有
言
実
行
、
先
頭
に
立

っ
て
上
京

さ
れ
、
あ
の
行
動
力
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

其
の
後
あ
ら
た
に
被
爆
者
手
帳
友
の
会
を
設
立
さ
れ
、

至
る
所
で
集
会
を
開
き
援
護
に
当
ら
れ
る
中
も
、
い
つ

も
体
調
が
悪
い
の
で
真
夏
で
も
ク
ー
ラ
ー
も
駄
目
で
、

冬
の
防
寒
用
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
し
た
。
今
そ
れ
を
思
う

田

川
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〃鯨
肉
じ
ゃ
が
〃
の
思
い
虫

深
堀
会
長
様
と
最
初
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、　
一

九
六
七
年
の
夏
、
私
が
乗
り
降
り
し
て
い
る
、
川
平
線

の
赤
水
平
バ
ス
停
で
夏
の
暑
い
朝
、
ジ
ャ
ン
バ
ー
姿
の

会
長
さ
ん
で
し
た
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
と
い
っ
た

ら
、
う
ん
と
い
っ
た
感
じ
で
ぴ
ょ
こ
ん
と
頭
を
下
げ
ら

れ
た
け
れ
ど
も
何
方
か
わ
か
ら
ず
、
何
処
か
で
見
た
人

か
な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
テ
レ
ビ
で
被
爆
者
手
帳
友

の
会
と
い
う
事
を
い
っ
て
お
ら
れ
た
人
と
い
う
事
が
わ

か
り
ま
し
た
。
会
長
さ
ん
が
川
平
町
の
ご
自
宅
に
居
ら

れ
た
頃
の
事
で
し
た
。
会
報
綴
を
見
ま
し
た
ら
友
の
会

発
会
式
が

一
九
六
七
年
六
月
十
八
日
、
川
平
地
域
集
会

が
同
年
八
月
六
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二

十
五
年
後
友
の
会
川
平
支
部
の
支
部
長
さ
ん
と
現
在
の

長
浜
支
部
長
と

一
緒
に
私
の
家
へ
来
ら
れ
友
の
会
へ
入

会
し
て
長
浜
さ
ん
と

一
緒
に
云
云
と
い
わ
れ
、
「川
平

の
金
魚
の
ふ
ん
」
が
誕
生
。
そ
れ
か
ら
は
明
日
何
処
で
、

何
時
か
ら
拡
大
理
事
会
が
あ
る
か
ら
二
人
来
て
受
付
を

本
部
副
会
長

東

海

ム

ツ

子
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す
る
よ
う
に
と
い
わ
れ
、
は
い
と
い
っ
て
行
け
ば
、
先

輩
さ
ん
か
ら
何
し
に
来
た
か
と
い
わ
れ
、
指
示
さ
れ
た

通
り
に
い
う
と
、
受
付
は
自
分
達
が
す
る
か
ら
必
要
な

い
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
そ
う
で
す
か
と
引
き
下
り
ま

し
た
。
い
つ
か
の
終
戦
記
念
日
の
時
は
、
上
京
中
の
私

の
家
へ
夕
方
遅
く
来
ら
れ
、
八
月
十
五
日
の
全
国
戦
没

者
追
悼
式
へ
行
け
な
く
な
っ
た
人
が
居
る
の
で
長
浜
さ

ん
も
連
絡
取
れ
な
い
か
ら
二
人
の
住
所
そ
の
他
を
記
載

し
て
す
ぐ
持

っ
て
来
る
よ
う
に
と
い
っ
て
帰
ら
れ
た
由
、

主
人
か
ら
連
絡
が
あ
り
書
類
提
出
他
を
依
頼
し
、
私
も

間
に
合
う
よ
う
に
帰
崎
、
皆
様
と
同
行
参
列
さ
せ
て
頂

い
た
事
を
感
謝
し
ま
す
。

川
平
支
部
総
会
の
時
は
必
ず
出
席
さ
れ
、
隣
近
所
の

人
達
と
名
前
を
呼
び
合
い
、
会
員
共
々
喜
び
合

っ
て
居

ら
れ
た
様
子
も
今
は
思
い
出
だ
け
で
、
初
代
会
員
さ
ん

は
何
人
か
居
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
当
時
を
語
っ
て
貰
え

る
人
が
お

一
人
も
居
ら
れ
ず
淋
し
い
思
い
が
致
し
ま
し

守 胃



た
。
平
和
会
館
の
方
に
移

っ
て
か
ら
、
鯨
の
肉
ば
買

っ

て
来
る
け
ん
、
じ
ゃ
が
い
も
と

一
緒
に
煮
て
く
れ
と
い

わ
れ
、
長
浜
さ
ん
手
作
り
の
じ
ゃ
が
い
も

・
玉
ね
ぎ
を

も
ち
、
大
き
い
鍋
を
用
意
し
、
ガ
ス
屋
さ
ん
か
ら
ガ
ス

器
具
を
用
意
し
て
貰
い
、
床
に
敷
く
板
を
借
り
全
く
の

泥
縄
式
と
は
こ
の
事
か
な
と
、
長
浜
支
部
長
さ
ん
と
二

人
で

一
人
前
を
現
在
も
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会

会
長

深
堀
勝

一
様
、

永
久
の
ね
む
り
に
つ
か
れ
早
く
も
十
ヶ
月
余
を
過
ぎ
住

む
所
は
天
と
地
と
違

っ
て
も
生
前
通
り
長
崎
県
被
爆
者

手
帳
友
の
会
の
今
後
を
見
守
り
尚
お
導
き
下
さ
る
こ
と

を
祈
願
し
な
が
ら
会
長
様
追
悼
の
書
の

一
片
に
掲
載
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
十
二
月
九
日

（川
平
支
部
）
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今
は
愛
大
タ
ー
ボ
ー
と
ご

一
緒
で
す
か

本
部
副
会
長

中

　

一村

　

キ

ク

ョ

深
堀
会
長
と
の
出
会
い
は
昭
和
四
十
二
年
。
と
て
も

強
い
日
差
し
の
中
で
し
た
。
そ
し
て
別
離
は
寒
い
日
の

朝
で
し
た
。

色
々
な
想
い
出
を
残
し
て
去
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

私
達
、被
爆
者
の
為
に
全
力
を
挙
げ
、会
の
先
頭
に
立
っ

て
最
後
ま
で
運
動
さ
れ
た
方
で
し
た
。
常
に
弱
者
の
立

場
に
立
ち
、
強
さ
の
中
に
も
暖
か
い
人
間
性
を
感
じ
る

方
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
考
え
て
み
れ
ば
、
体
力
の
な

い
会
長
の
ど
こ
に
あ
の
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
秘
め
ら
れ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
た
だ
た
だ
驚
く
の
み
で
す
。

何
回
か
政
府
国
会
陳
情
に
も
同
行
さ
せ
て
頂
き
、
厚

生
労
働
省
の
方
々
と
机
を
中
に
は
さ
ん
で
数
時
間
議
論

を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
「被
爆
者
の
立
場
を
よ

く
理
解
し
て
下
さ
い
」
と
涙
を
流
し
な
が
ら
訴
え
る
会

長
は
相
手
の
方
の

「そ
の
お
話
は
よ
く
解
か
り
ま
し

た
」
と
の
返
答
が
あ
る
ま
で
は
何
時
間
で
も
席
を
立
ち

ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
も
中
身
の
濃
い
話
を
さ
れ
、
私

も
よ
い
勉
強
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
話
が
終
わ
り

ほ
っ
と
し
て
い
る
と
、
名
物
の
カ
マ
ボ
コ
を
袋
か
ら
出

し
て
皆
さ
ん
に
振
る
舞
い

「う
ま
か
ば
い
。
食
べ
た
ら

元
気
が
で
る
よ
。」
そ
う
言

っ
て
笑
わ
せ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
想
い
出
が
あ

り
ま
す
。

大
き
な
麦
わ
ら
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
会
長
が

「海
水
浴

に
来
た
。」
と
事
務
所
の
お
手
伝
い
さ
ん
と
二
人
で
我

が
家
に
訪
ね
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
「今

は
海
水
浴
場
は
な
い
の
で
す
よ
。」
と
私
が
言
う
と
、
「な

ら
海
水
を
汲
ん
で
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ん
ね
。
そ
れ
で
日
光

浴
を
し
て
帰
る
。」
本
当
に
困
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
風

に
わ
が
ま
ま
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
人

通
り
も
気
に
せ
ず
、
子
ど
も
の
よ
う
に
海
水
を
体
に
か

け
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る
姿
、
最
後
に
は
う
と
う
と
と

寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
会
長
の
姿
を
見
て
、
お
手
伝
い
さ
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ん
と
二
人
、
笑
い
転
げ
た
こ
と
が
今
で
も
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

病
弱
な
体
に
鞭
打
ち
な
が
ら
、
最
後
ま
で
強
い
意
志

と
信
念
を
貫
か
れ
た
会
長
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

動
物
好
き
な
会
長
で
し
た
の
で
、
き

っ
と
今
頃
は
空

の
上
の
お
花
畑
で
我
が
子
の
よ
う
に
可
愛
が

っ
て
い
た

愛
犬
の
タ
ー
ボ
ー
を
抱
き
、
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
鳩
に

餌
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
姿
が
目
に

浮
か
ん
で
き
ま
す
。
安
ら
か
に
お
ね
む
り
下
さ
い
。

（長
崎
市
小
瀬
戸
町
）
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枚
深
派
会
長
を
俎
う

あ
の
日
の
事
が
昨
日
の
出
来
事
の
様
に
あ
り
ま
す
。
安

ら
か
に
お
休
み
下
さ
い
。

合
掌

（長
崎
市
立
岩
町
）

風
吹
く
ま
ま
に
花
は
咲
き
　
雲
行
く
ま
ま
に
人
は
去

る
、
私
共
被
爆
者
の
為
に

一
生

一
代
を
そ
そ
ぎ
、
多
く

の
人
の
心
を
取
り
上
げ
、
か
た
い
役
所
、
國
の
大
臣
に

渡
り
合
い
、
そ
し
て
平
和
の
為
に
働
い
て
下
さ
っ
た
会

長
こ
そ
私
共
の
生
き
神
様
で
し
ょ
う
。

被
爆
者
の
親
と
し
て
感
謝
の
意
で

一
杯
で
す
。
私
も

二
年
前
よ
り
の
入
会
者
で
、
長
年
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、

其
の
間
の
御
無
沙
汰
お
許
し
下
さ
い
。
色
々
と
書
を
見

て
今
日
ま
で
の
会
長
の
苦
労
が
手
に
取
る
様
に
見
え
ま

す
。他

界
さ
れ
る
前
、
「今
や
自
分
の
仕
事
は
終

っ
た
。

何

一
つ
想
い
残
す
事
は
な
い
」
と
言
う
言
葉
を
聞
き
ま

し
た
。

今
天
国
で
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
下
さ
い
。
深
堀
会
長
の

御
冥
福
を
い
の
り
ま
す
。
尚
平
和
の
鐘
は
九
の
日
に
浦

上
の
丘
よ
り
全
市
に
鳴
渡
っ
て
ま
す
。
私
共
を
又
天
国

よ
り
お
守
り
下
さ
い
。
終
な
き
原
爆
の
日
幾
年
去
れ
ど
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深
坂
勝

一
君
を
悼
む

平

山

兼

貝」

貴
君
は
原
爆
動
員
被
爆
者
の
会
、
又
原
爆
被
爆
者
友

の
会
を
結
成
し
、
終
始

一
貫
原
爆
被
爆
者
死
者
、
又
、

遺
族
の
方
々
に
多
大
の
功
績
を
さ
れ
ま
し
た
。
貴
君
の

功
績
は
誠
に
大
と
思
い
ま
す
が
。
若
く
し
て
病
に
冒
さ

れ
、
未
だ
七
十
八
才
に
て
夭
折
さ
れ
ま
し
た
事
、
私
共

小
学
校
の
同
級
生
と
し
て
懸
愧
に
耐
え
ま
せ
ん
。

貴
君
は
山
里
小
学
校
、
昭
和
十
五
年
度
卒
業
生
で
私

と
学
年
は
同
じ
で
す
が
、
ク
ラ
ス
が
違

っ
て
い
た
様
で

し
た
。
従

っ
て
余
り
遊
び
仲
間
で
は
な
か
っ
た
様
で
し

た
。
併
し
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
私
も
同
じ
で
す
が
、
毎

週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
学
校
の
授
業
が
済
ん
だ
ら

一
日
散
に
教
会
に
行

っ
て
い
た
。
そ
の
当
時
教
会
の
教

え
方

（カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
に
つ
い
て
の
先
生
）
は
置
（

田
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
そ
の
教
に
つ
い
て
は
学
校

の
先
生
よ
り
も
恐
れ
ら
れ
た
人
物
で
、
少
し
で
も
騒
い

だ
り
悪
戯
す
る
と
竹
の
笞
で
殴
ら
れ
て
い
た
の
で
、

戦
々
恐
々
と
し
て
い
た
、
ま
る
で
当
時
の
軍
隊
式
で
教

え
方
を
し
て
い
た
の
で
、
宗
教
教
育
を
す
る
の
に
…
…
、

と
子
供
心
に
変
な
気
持
だ

っ
た
。
無
断
欠
席
し
よ
う
も

の
な
ら
酷
し
い
笞
打
ち
の
刑
が
待

っ
て
い
る
の
で
欠
席

す
る
者
殆
ど
お
ら
ず
真
剣
に
教
え
の
こ
と
を
学
ん
だ
も

の
で
す
。
私
は
真
面
目
で

一
回
も
譴
責
は
受
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
殆
ど
の
人
が
痛
い
目
を
受
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

余
談
は
さ
て
お
き
、
彼
は
長
崎
市
立
商
業
中
学
校
に

進
学
し
、
卒
業
は
多
分
終
戦
の
年
だ
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
学
徒
動
員
で
被
爆
し
た
の
で
し
ょ
う
。
昭
和

二
十
五
年
前
後
に
は
農
林
省
統
計
事
務
所
に
勤
務
し
公

務
員
と
し
て
働
い
て
い
た
様
で
す
が
、
或
る
日
突
然
私

の
会
社
に
電
話
が
あ
り
、
同
級
生
の
誼
で
印
刷
の
仕
事

を
二
、
三
年
続
け
て
貰

っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
彼
は
学
徒
動
員
の
会
に
参
加
し
、
彼
の
努
力
で
学

徒
動
員
で
軍
需
産
業
に
従
事
し
、
戦
災
で
死
亡
し
た
り

負
傷
し
た
生
徒
の
為
に
運
動
し
た
り
色
々
な
面
で
孤
軍
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奮
闘
、
政
治
家
に
も
働
き
掛
け
、
被
爆
手
当
、
援
護
措

置
を
受
け
る
べ
く
頑
張
っ
た
様
で
す
。
彼
が
頑
張

っ
た

お
陰
で
と
云
い
ま
す
と
大
袈
裟
で
す
が
、
援
護
措
置
が

受
け
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
被
爆
者
友
の
会
も
同
様
で

す
。
普
段
は
寡
黙
実
行
型
で
政
治
家
に
対
し
て
は
は
っ

き
り
と
物
申
す
人
で
し
た
。

最
後
頃
に
は
ロ
シ
ア
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
に
対

し
、
平
和
賞
を
授
賞
し
た
り
、
長
崎
の
鐘
を
原
爆
公
園

に
、
露
、
中
、
米
に
対
し
て
建
立
し
、
長
崎
か
ら
ノ
ー

ヒ
バ
ク
の
旗
印
を
揚
げ
た
功
績
は
大
で
す
。
同
級
生
と

し
て
彼
の
冥
福
を
祈
り
、
又
平
和
の
到
来
す
る
事
が
彼

の
遺
志
に
通
ず
る
と
思
い
ま
す
。

原
爆
忌
　
祈
り
洩
れ
く
る
　
み
ぎ
ひ
だ
り

（長
崎
市
平
野
町
）
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ご
気
性
激
し
い
十
に
も
優
し
さ
が

深

堀

寿

子

気
が
し
ま
す
。
会
長
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
気
性
が

激
し
い

一
面
が
あ
り
、
人
に
よ

っ
て
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
面
も
あ

っ
た
み
た
い
で
す
が
、
時
に
は
優
し
い
面

も
あ
る
よ
と
主
人
が
申
し
て
居
り
ま
し
た
。

も
う
少
し
、
会
の
為
に
も
健
康
で
長
生
き
し
て
欲
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
会
長
亡
き
後
は
、
良
き
指
導
者

が
引
き
継
い
で
下
さ

っ
て
、
天
国
の
会
長
も
喜
ん
で
お

ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
友
の
会
の
今
後
の
発
展
を

心
か
ら
お
祈
り
し
て
ペ
ン
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（主
人
深
堀
勇
、
病
床
の
為
、
拙
い
な
が
ら
も

一
筆
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

（注
）

深
堀

勇
様
は
、
残
念
乍
ら
昨
年
十
二
月
帰
ら
ぬ
人
と

な
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
六
月

（長
崎
市
上
野
町
）

会
長
ご
逝
去
の

一
報
を
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
知

っ

た
時
、
私
は
瞬
間
、
「え

っ
」
と
大
き
な
声
が
出
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
と
い
う
思
い
で

一
杯
に
な
り
ま

し
た
。
人
生
最
大
の
悲
し
み
は
、
「死
」
と
い
う
事
な

の
で
し
ょ
う
か
。
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
ま
し
た
。
戦
後
、

友
の
会
を
設
立
し
て
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
最

後
は
病
に
倒
れ
ら
れ
、
本
当
に
残
念
で
し
た
。

私
と
会
長
と
の
出
会
い
は
、
私
の
主
人
が
浦
上
の
出

身
で
、
会
長
と
は
幼
な
じ
み
と
い
う
事
も
あ
り
、
会
長

ご
自
身
か
ら
事
務
所
の
手
伝
い

（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を

請
わ
れ
、
十
ヶ
月
程
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
事
が

あ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
か
ら
だ

っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
主
人
か
ら
話
し
を
聞
く
程
度
で
し

た
。
私
も
時
々
、
事
務
所
に
行
く
事
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
有
川
さ
ん
、
新
木
さ
ん
達
が
居
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
そ
う
、
犬
の
タ
ー
坊
も
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
が
、

会
長
に
と

っ
て
は
最
も
充
実
し
た
時
期
だ

っ
た
よ
う
な
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平
成
四
年
十
二
月
三
日
、
忘
年
会
終
了
後
、
会
長
よ

り
下
五
島
の
久
保
氏
と
上
五
島
の
私
に
連
合
体
を
つ
く

り
た
い
と
の
相
談
が
あ
り
、
下
五
島
、
上
五
島
と
も
こ

れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
上
五
島
で
は
五
ヶ
町
の
協
談
会
を
十

二
月
十
日
に
開
催
、
有
川
町
、
若
松
町
、

奈
良
尾
町
、

上
五
島
町
、
新
魚
目
町
南
、
新
魚
目
町
北
の
各
支
部
の

承
認
を
得
て
、
上
五
島
連
合
支
部
の
組
織
化
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
平
成
五
年
四
月
十
六
日
奈

良
尾
町
で
、
講
師
は
長
崎
よ
り
兼
松
茂
氏
来
島
、
連
合

支
部
が
正
式
に
発
足
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
も

一
重
に
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
尽
力
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
早
速
深
堀
会
長
に
も
電
話
で
ご
報

告
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
年
十

一
月
、
深
堀
会
長
か
ら
ハ
ワ
イ
で
平
和

交
流
会
に
参
加
希
望
者
は
い
な
い
か
と
の
問
合
せ
が
あ

り
、
町
内
か
ら
三
名
（
前
田
昌
宏
、
永
田
弘
、

吉
村
悟
）

の
希
望
者
が
お
り
、

翌
年

一
月
十
四
日
、
長
崎
の
皆
様

ハ
ワ
イ
で
永
遠
の
平
和
を
誓
つ

と
共
に
ハ
ワ
イ
ヘ
出
発
し
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
に
「
平
和
の
鐘
」
を
寄
贈
し
て
、
建
立
す
る

こ
と
で
、
永
遠
の
平
和
を
願
う
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
で
は
、
式
が
す
ん
だ
あ
と
真
珠
湾
や
墓
地
等
を

見
学
い
た
し
ま
し
た
が
、

戦
争
は
絶
対
ダ
メ
平
和
が

一

番
で
す
と
感
じ
ま
し
た
。

深
堀
会
長
に
は
、
多
数
の
ご
指
導
と
ご
教
示
等
を
賜

り
ま
し
た
。
何
ん
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
ら
い
い
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
、
永
遠
の
お
わ
か
れ
に
際
し
、
深
甚
の
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
友
の
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
皆
様
の

御
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
私
の
思
い
出
と
い
た
し

ま
す
。平

成
十
八
年
十
月
三
十
日

（新
上
五
島
町
）

前

田

昌

宏
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七
十
年
の
お
つ
き
あ
い

本
部
会
計
監
査

松

尾

久

夫

橋
工
場
に
働
き
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
後
で
深

堀
君
も
学
徒
動
員
で
同
じ
工
場
に
来
て
い
ま
し
た
。
そ

の
工
場
で
作
業
し
て
い
る
時
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
ま
し

た
。
被
爆
当
日
も
、
朝
か
ら
い
つ
も
の
よ
う
に
熱
心
に

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
事
務
員
さ
ん
が
昼
食

の
食
券
を
集
め
に
来
た
た
め
、
張
り
つ
め
て
い
た
作
業

場
の
雰
囲
気
が
和
ら
ぎ
軽
国
の

一
つ
も
で
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
次
の
瞬
間
全
て
が
暗
転
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

被
爆
の
惨
状
は
、
今
さ
ら
こ
こ
に
書
く
必
要
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
る
で
悪
夢
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

私
は
幸
い
に
も
か
す
り
傷
で
す
み
ま
し
た
が
、
深
堀
君

は
右
半
身
各
部
を
負
傷
し
大
村
病
院
に
そ
の
年
の
九
月

末
ま
で
入
院
し
て
い
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

終
戦
後
、
し
ば
ら
く
は
彼
と
は
連
絡
を
取

っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
友
達
か
ら
誘
わ
れ
て
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
行

っ
た
時
、
偶
然
彼
と
再
会
し
ま
し
た
。
「お
、

今
晩
は
、
友
達
に
誘
わ
れ
て
来
た
と
さ
―
、
よ
ろ
し
く

深
堀
君
の
最
初
の
思
い
出
は
、
小
学
校
時
代
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
彼
と
は
小
学
校

一
年
か
ら
六
年
生

ま
で
ず

っ
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
し
た
。
あ
る
日
突
然
、
彼

が

「松
尾
君
、
僕
の
家
に
遊
び
に
来
な
い
か
」
と
誘

っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
と
彼
と
の
七
十
年
間
に
わ

た
る
付
き
合
い
の
始
ま
り
で
し
た
。
彼
の
実
家
の
あ
る

坂
本
町
の
付
近
で
遊
び
回

っ
た
り
、
使
い
に
行
く
彼
に

付
き
合

っ
て
私
の
実
家
の
隣
町
に
あ
る
、
彼
の
お
ば
さ

ん
の
家
に
行

っ
た
事
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た

私
の
家
も
、
彼
の
家
も
親
代
々
か
ら
の
熱
心
な
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
で
し
た
。
そ
れ
で
小
学
校
時
代
は
学
校
の

授
業
が
終
わ

っ
た
後
、
お
互
い
毎
日
の
よ
う
に
浦
上
教

会
に
行

っ
て
教
理
を
習

っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
に
小
学
校
を
卒
業
し
、
彼
は
長
崎
商
業

に
入
学
し
私
は
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
後
、
父
の

元
で
大
工
の
見
習
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
戦
争

が
長
引
く
に
つ
れ
て
、
私
も
三
菱
長
崎
兵
器
製
作
所
大
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た
の
む
ば
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
毎
日

の
よ
う
に
お
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
た
り
、
外
の

教
習
所
に
も
行

っ
た
り
し
て
、
二
年
間
ほ
ど
楽
し
い

日
々
を
過
ご
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後

は
時
々
日
曜
日
浦
上
教
会
で
会
う
程
度
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
深
堀
君
は
、
長
崎
県
動
員
学
徒

犠
牲
者
の
会
を
立
ち
上
げ
、
昭
和
四
十
二
年
長
崎
県
被

爆
者
手
帳
友
の
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
活

躍
は
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
夏
頃
、
彼
と
い
る
ん
な
話
を
し
て
い
る

と
、
急
に

「松
尾
、
友
の
会
を
解
散
し
よ
う
と
思

っ
て

い
る
」
と
言
う
の
で
ど
う
し
た
の
か
と
尋
ね
る
と
、
「友

の
会
の
当
初
の
目
的
も
八
割
方
達
成
し
た
の
で
、
会
を

小
さ
く
し
て
運
営
し
て
行
こ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。
僕

も
少
し
疲
れ
た
。」
と
心
情
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
精
力
的
に
、
会
を
運
営
し
て
き
た
人
間
が
、

ど
う
し
た
の
か
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。
後
で
彼
が
入

院
し
た
と
人
か
ら
聞
き
、
退
院
し
て
自
宅
に
帰

っ
た
彼

を
見
舞
い
に
行
っ
て
彼
の
顔
を
見
た
時
、
私
は
そ
の
理

由
が
判
り
ま
し
た
。
本
当
に
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
よ
う

で
し
た
。
年
が
明
け

一
月
四
日
入
院
先
の
井
上
病
院
に

見
舞
い
に
行
く
と
、
私
を
見
て
、
大
変
な
喜
び
よ
う
で

握
手
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
が
彼
と
の
最
後
の

別
れ
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
亡

く
な
っ
た
日
は
、
市
外
に
仕
事
に
行
っ
て
遅
く
帰

っ
て

来
て
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
突
然
の
死
を
知
り
ま
し

た
。深

堀
君
、
こ
こ
に
君
へ
の
追
悼
文
を
書
き
な
が
ら
僕

の
胸
に
様
々
な
事
が
浮
か
ん
で
く
る
。
苦
し
か
っ
た
事
、

悲
し
か
っ
た
こ
と
も
今
と
な

っ
て
は
良
い
思
い
出
だ
。

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（長
崎
市
若
竹
町
）
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残
さ
れ
た
功
績
は
出
ほ
ど

北
松

。
平
戸
連
合
支
部
長
　
ム
牛

　

ｍ
田

　

去
目
（
　

古
脳

深
堀
会
長
は
、
被
爆
者
の
援
護
法
を
勝
ち
取
る
に
は
、

国
会
に
対
し
て
陳
情
が
必
要
だ
と
、
四
十
二
年
八
月
八

日
に
第

一
回
被
爆
者
援
護
法
推
進
総
決
起
大
会
を
開
催

さ
れ
、
同
年
十

一
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
日
迄
第

一
波

の
陳
情
団
を
自
ら
が
引
い
て
上
京
し
、
国
会
や
厚
生
省

に
又
は
自
民
党
及
び
各
党
に
陳
情
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
来
昨
今
ま
で
長
き
に
亘
り
た
ゆ
み
な
い
陳
情
運
動
を

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
陳
情
の
中
で
も
当
初
は
自
費
で
上
京
し
て

お
ら
れ
た
こ
と
は
知
る
人
ぞ
知
る
と
か
、　
一
升
の
米
を

金
に
替
え
て
上
京
さ
れ
た
方
が
今
も
存
在
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
も
陳
情
団
の

一
員
と
し
て
各
方
面
に
陳
情
を
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
大
変
な
事
で

し
た
。

こ
う
し
た
深
堀
会
長
始
め
、
先
人
の
役
職
員
の
運
動

の
力
が
実
を
結
び
現
在
の
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
法
が

制
定
さ
れ
、
被
爆
者
が
そ
の
恩
典
を
受
け
て
い
る
こ
と

熱
線
が
九
千
度
と
も
言
わ
れ
、
秒
速
二
千

ｍ
に
達
し

て
い
た
と
さ
れ
る
原
子
爆
弾
が
長
崎
市
に
投
下
さ
れ
て

か
ら
早
や
六
十

一
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
深
堀
会

長
は
、
長
崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
を
発
会
さ
れ
た

十
年
位
あ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和
四
十
二
年
六
月

十
八
日
、
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
、
長
崎
県
被
爆
者
手

帳
友
の
会
の
発
会
式
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
会
ま
で
の

十
年
の
間
、
深
堀
会
長
は

一
般
の
被
爆
者
に
も
国
の
援

護
法
を
適
用
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
常

に
思
い
を
深
く
し
て
お
ら
れ
た
と
承
っ
て
お
り
ま
し
た
。

友
の
会
発
足
の
あ
と
は
連
日
連
夜
の
ご
と
く
地
区
集

会
や
総
会
に
出
向
き
、
被
爆
者
の
意
見
、
要
望
、
苦
情

を
聞
き
な
が
ら
会
の
重
要
性
や
組
織
の
強
化
を
訴
え
て

毎
日
毎
日
東
奔
西
走
で
あ
ら
れ
た
事
を
承
知
し
て
お
り

ま
す
。
私
達
も
深
堀
会
長
の
情
熱
に
ほ
だ
さ
れ
会
の
重

要
性
や
組
織
の
力
の
あ
り
か
た
を
語
り
同
志

一
同
と
共

に
入
会
し
現
在
こ
こ
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。



を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
又
深
堀
会
長
は
援
護
法
の

み
で
は
な
く
核
兵
器
廃
絶
の
推
進
に
も
力
を
そ
そ
ぎ
平

和
な
二
十

一
世
紀
を
作
ろ
う
、
を
合
言
葉
に
し
て
努
力

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
業
と
し
て
、
友
の
会
、

原
水
禁
、
県
評
な
ど
と
協
力
し
て
ソ
ビ
エ
ト
の
レ
ー
ニ

ン
グ
ラ
ン
ド
や
中
国
の
藩
陽
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
市

に
長
崎
の
鐘
を
送
り
建
立
し
て
平
和
の
鐘
を
響
か
せ
核

の
な
い
国
作
り
に
貢
献
さ
れ
た
事
は
、
偉
大
な
る
意
志

の
現
わ
れ
と
し
て
敬
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

歳
月
が
過
ぎ
去
る
と
共
に
被
爆
者
も
高
齢
と
な
り
、

地
方
分
権
と
し
て
市
町
村
各
支
部
を
連
合
体
の
支
部
に

組
織
替
を
提
唱
さ
れ
、
平
成
五
年
に
か
け
て
連
合
支
部

が
生
ま
れ
、
本
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
友
の
会
運
動

の
遂
行
と
会
員
福
祉
の
向
上
を
計
る
こ
と
に
さ
れ
ま
し

た
。深

堀
会
長
が
残
さ
れ
た
功
績
は
他
に
も
山
ほ
ど
あ
り

ま
す
が
、
深
堀
会
長
と
共
に
友
の
会
の
発
展
と
被
爆
者

援
護
法
の
制
定
に
尽
力
さ
れ
た
今
は
亡
き
同
志
先
人
の

方
々
を
亡
却
の
か
な
た
へ
追
い
や
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
深
堀
会
長
が
作
ら
れ
残
し
た
歴
史
と
伝
統
を
し
っ

か
り
と
受
け
継
ぎ
、
被
爆
者
援
護
法
の
恩
典
を
受
け
て

い
る

一
員
と
し
て
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
誓

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

（佐
世
保
市
吉
井
町
）
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あ
の
と
き
の
「リ
ヤ
カ
ー
」

西
町
支
部

で
明
け
十
日
の
昼
過
ぎ
火
傷
、
怪
我
し
た
者
は
西
郷
踏

切
か
狩
又

（音
無
）
踏
切
り
ま
で
行
く
と
救
援
の
汽
車

が
来
る
か
ら
連
れ
て
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
何
処
の
病

院
に
行
く
か
わ
か
ら
な
い
が
、
背
中
後
部
等
火
傷
し
て

い
る
母
と
義
姉
を
乗
せ
て
行
こ
う
と
思
っ
て
見
に
行

っ

て
み
る
と
も
う
無
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
た
な
く
ゞ
義

姉
は
歩
い
て
も
ら
い
、
母
を
背
負

っ
た
り
引
き
ず
る
格

好
で
や
っ
と
た
ど
り
着
い
た
時
は
終
り
の
汽
車
は
出
発

し
た
後
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
後
の
三
代
目
支
部
長
下

谷
富
太
郎
さ
ん
に
、
あ
の
本
に
書
い
て
あ
る
リ
ヤ
カ
ー

の
話
は
、
私
の
家
の
リ
ヤ
カ
ー
の
よ
う
だ
っ
た
と
そ
の

状
況
を
話
す
と
、
会
長
に
博
え
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
会
長

に
取
材
が
あ
る
時
、
私
が
側
に
い
る
時
は
す
ぐ
に

「リ

ャ
カ
ー
」
の
話
し
を
し
て
お
ら
れ
た
ネ
。

会
長
は
頑
固
で
気
や
か
ま
し
い
人
で
し
た
が
個
々
の

会
員
に
は
そ
の
反
面
気
は
優
し
く
、
私
達
が
事
務
所
に

行

っ
て
も
、
ま
あ
そ
こ
に
座
れ
と
席
を
指
差
し
て
、
座

私
は

一
九
八
八

（昭
和
六
十
三
）
年
六
月
友
の
会
に

入
会
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
今

か
ら
十
八
年
前
城
栄
町
上
戸
病
院
に
糖
尿
病
で
入
院
中
、

私
の
家
内
が
、
ふ
っ
と
同
部
屋
の
患
者
杉
本
房
松
さ
ん

を
指
差
し
て
、
「あ
の
人
、
あ
の
人
が
被
爆
者
手
帳
友

の
会
の
西
町
支
部
の

（二
代
目
）
支
部
長
さ
ん
よ
」

（実

は
家
内
の
妹
山
口
文
子
が
会
員
だ
っ
た
）
と
紹
介
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
後
杉
本
さ
ん
に
借
用
し
て
読
ん
だ

「奄
美
の
原

爆
乙
女
」
著
者
上
坂
冬
子
氏
、
そ
の
書
の
中
に
深
堀
会

長
を

「リ
ヤ
カ
ー
」
に
乗
せ
て
朝
鮮
人
が
国
鉄
鉄
道
の

音
無
踏
切
ま
で
行

っ
た
こ
と
を
知
り
、
当
時
会
長
が
避

難
し
て
お
ら
れ
た
。
防
空
ご
附
近
に
疎
ら
に
あ
っ
た
民

家
に

「リ
ヤ
カ
ー
」
は
五
～
六
台
あ
っ
て
、
殆
ど
焼
け

た
り
物
の
下
敷
き
と
な
り
使
い
物
に
な
ら
ず
、
私
の
家

の
が
畑
の
隅
に
小
屋
を
作

っ
て
置
い
て
い
た
の
が
小
屋

だ
け
吹
き
飛
ん
で

一
台

「ポ
ツ
ン
」
と
残

っ
て
い
た
の

山

川

」医
イ`

雄
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ら
せ
色
々
と
話
し
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ネ
。
私
が
七
年

位
前
に
九
九
％
肺
ガ
ン
の
末
期
と
言
わ
れ
、
後
の

一
％

の
検
査
で
別
病
気
で
脳
ま
で
上
が
っ
て
い
た
が
命
に
別

状
関
係
な
い
こ
と
が
分
り
、退
院
後
高
価
な
「霊
芝
茶
」

を

「ガ
ン
」
に
効
く
か
ら
と

一
箱

（三
代
目
）
支
部
長

下
谷
富
太
郎
さ
ん
に
山
川
に
飲
ま
せ
て
や
れ
と
持
た
せ

て
下
さ
っ
た
時
は
あ
り
が
た
く
涙
が
出
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
に
人
を
い
た
わ
る

一
面
や
さ
し
い
心
の
持
主
で
も

あ
ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
感
謝

（長
崎
市
江
里
町
）

原爆被爆惨状絵図

89 ともに歩んだ道のり



迫
憶
の
言
葉

想
え
ば
貴
殿
は
本
人
自
ら
認
め
た
、
頑
固
で
独
裁
的

な
人
で
し
た
ネ
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
学
徒
動

員
の
会
、
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
結
成
を
な
し

遂
げ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
被
爆
者
団
体
と
し
て
、
各
種
原

爆
対
策
に
被
爆
者
の
援
護
運
動
に
自
分
の
原
爆
症
疾
患

を
押
し
て
、
当
時
自
由
民
主
党
の
初
村
滝

一
郎
氏
初
め

外
各
党
の
国
会
議
員
さ
ん
を
上
手
に
動
い
て
も
ら
い
、

貴
殿
で
な
い
と
な
し
え
な
い
こ
と
を
尽
痺
な
し
遂
げ
ら

れ
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
て
い
ま
す
、
只
心
残
り
は
二

世
、
三
世
の
こ
と
を
、
な
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

貴
殿
の
初
期
中
期
の
時
代
の
活
発
で
や
る
気
充
分
で

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
ろ
は
、
会
長
が

「ク
シ
ャ
ミ
」
し

て
も
、
報
道
陣
の
方
々
が
す
ぐ
に
駆
け
付
け
取
材
で
取

り
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
後
期
に
な
っ
て
貴
殿
の
身

体
が
ひ
ど
く
弱
ら
れ
て
何
事
も
思
う
よ
う
に
出
来
な
く

な
り
つ
つ
な
っ
た
時
分
は
報
道
陣
も
疎
遠
に
な
っ
て
し

西
町
支
部

ま
い
ま
し
た
ネ
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
貴
殿
の
数
々
の
活
躍
、
実
績
を
残
さ
れ
た
功
績
は
平

和
運
動
吏
に
永
久
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
当
は
も

っ
と
永
生
き
し
て
い
た
だ
き
寝
台
の
上
か

ら
で
も
後
輩
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
た
か
つ
た
。
後

は
私
達
も
先
が
あ
り
ま
せ
ん
が
後
を
引
き
継
が
れ
た

方
々
私
達
会
員
と
、
二
世
三
世
も
ふ
く
め
て
、
協
力
し

て
、
若
い
二
世
三
世
に
引
き
継
い
で
も
ら
い
、
し
っ
か

り
や
ら
な
く
て
は
此
の
世
か
ら
核
兵
器
又
核
と
名
の
付

く
も
の
総
て
廃
絶
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
天
国
で
地
球
上
に
平
和
が
く
る
こ
と
を
静
か
に

見
守

っ
て
下
さ
い
。
安
ら
か
に
。　
　
　
　
　
　
合
掌

（長
崎
市
江
里
町
）

山
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告
別
式
の
思
い
虫

山

本

正

人

深
堀
会
長
の
告
別
式
は
カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上
教
会
で
行

わ
れ
た
。
長
崎
原
爆
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
。
だ
が

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
記
憶
も
あ
る
、
と
し
て
深
堀
会
長

と
い
う

「宝
石
箱
」
が
浮
か
ぶ
。
奥
か
ら
あ
ふ
れ
る
金

色
の
光
を
放
射
す
る
。
そ
の
功
績
は
永
遠
に
ま
ば
ゆ
い

ば
か
り
の

「光
」
を
魅
了
し
た
。
粘
り
と
根
性
を
支
え

に
被
爆
体
験
の
継
承
を
め
ざ
し
て
、
走
り
続
け
た
生
前

の
在
り
し
日
の
姿
が
天
上
界
の
輝
き
す
ら
帯
び
て
照
ら

さ
れ
た
。
被
爆
者
援
護
を
訴
え
る
活
動
を
活
発
に
進
め

る
先
頭
に
立
ち
続
け
た
人
生
だ
っ
た
。

長
崎
原
爆
病
院
の
建
設
に
情
熱
を
抱
い
て
走
り
続
け

た
。
原
爆
後
の
自
血
病
発
生
。
予
測
。
症
状
。
病
変
。

障
害
の
研
究
治
療
で
実
績
が
あ
る
と
し
て
被
爆
者
の
終

末
期
医
療
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
幅
広
い
分
野
の

「医
療

向
上
」
を
目
指
し
た
。
…
…
現
在
も
続
い
て
い
る
。

被
爆
者
二
世
へ
の
手
厚
い
援
護
を
と
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
あ
る
被
爆
者
か
ら
戦
後
生
ま
れ
の
息
子
が
急
性

白
血
病
で
突
然
死
亡
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
因
果

関
係
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
親
の
被
爆
で
子
が
、
苦
し

ん
で
い
る
。
そ
の
子
孫
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
。
と
「心

が
痛
む
」
経
験
な
ど
を
、
も
と
に
し
た
「外
国
人
在
外
」

被
爆
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
も
新
た
な
立
場
で
熱

心
で
あ
っ
た
。

原
爆
特
養
ホ
ー
ム

（か
め
だ
け
）
の
建
設
に
力
を
捧

げ
た
。
健
康
を
支
え
場
合
に
よ
っ
て
は
精
神
的
に
支
え

る
事
が
で
き
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
に
な
い
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
み
は
地
域
の
人
た
ち
の
触
れ
合

い
を
深
め
た
。
不
安
を
持
つ
家
族
に
光
を
当
て
た
。

生
き
残

っ
た
友
人
た
ち
が
原
爆
症
で
次
々
と
他
界
す

る
中

「自
分
が
死
ん
だ
と
き
の
カ
ル
テ
」
と
し
て

「書

き
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
頭
を
悩
ま
す
日
が
続
い

た
。
平
和
町
の
友
の
会
事
務
局
に
被
爆
直
後
の
惨
状
を

伝
え
る
そ
の
思
い
を
込
め
た
水
彩
画
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

そ
の

一
つ
の
作
品
、
特
に
鮮
烈

（被
爆
の
描
写
）
な
の

91 ともに歩んだ道のり



が
生
死
の
境
に
い
た
自
分
が
腕
を
つ
ね
っ
て
、
生
を
自

覚
し
た
記
憶
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
。
被
爆
後
初
め
て
、

「生
き
て
い
る
」
と
感
動
し
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
た
。

と
そ
の
動
機
を
語
っ
て
い
る
。
他
の
作
品
に
も
き
の
こ

雲
の
下
で
起
き
た
、
生
と
死
の
境
を
克
明
に
記
録
し
た
。

そ
の
宿
命
を
自
ら
に
課
し
気
質
と
し
て

「地
味
な
原
爆

水
彩
画
を
書
き
つ
づ
け
た
。
過
去
の
不
幸
な
体
験
を
、

次
の
時
代
に
ど
う
生
す
の
か
、
考
え
て
ほ
し
い
だ
け
」

と
訴
え
続
け
る
会
長
と
は
、
本
部
総
会
後
再
会
す
る
日

を
心
よ
り
願
っ
て
い
た
が
巡
り
合
わ
せ
は
な
か
っ
た
。

衆
参
両
院
議
員
を
務
め
る
傍
ら

一
貫
し
て
核
兵
器
廃
絶

平
和
運
動
の
先
頭
に
立

っ
た
ほ
か
、
「日
朝
日
中
」
関

係
の
改
善
に
も
努
め
た
告
別
式
の
日
に
本
島
等
前
長
崎

市
長
は
日
本
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
、
宇
都
宮
徳

馬
氏

（故
人
）
に
手
帳
友
の
会
平
和
賞
を
贈
っ
た
。
世

界
平
和
と
相
互
理
解
交
流
の
た
め
そ
し
て
日
本
の
た
め

に
営
々
た
る
努
力
に
敬
意
を
表
し
、
元
ソ
連
大
統
領
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
氏
へ
友
の
会
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
日

ソ
友
好
事
業
交
流
の
推
進
な
ら
び
に
、
両
国
の
友
好
の

発
展
の
た
め
に
貴
重
な
貢
献
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

深
堀
さ
ん
と
は

「仲
の
よ
か
っ
た
り
」
「悪
か
っ
た

り
」
し
て
、
互
に
論
じ
あ
っ
た
時
期
頃
も
あ
っ
た
。
貴

殿
と
お
会
い
し
た
貴
重
な
体
験
を
、
今
も
懐
か
し
く
覚

え
て
お
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
た
ゆ
む
こ
と
な
く
、

世
界
平
和
の
建
設
に
献
身
し
て
平
和
に
生
涯
を
捧
げ
た
。

そ
し
て
未
来
を
よ
り
良
い
世
界
へ
と
変
革
す
る
た
め
、

と
も
に
継
続
的
な
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ゆ
え
に

こ
の
友
情
の
絆
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
。
と
思
い

出
の
数
々
を
語
り
か
け
な
が
ら
本
島
等
さ
ん
は
今

一
度
、

親
愛
な
る

「友
」
に
追
悼
の
言
葉
を
申
上
げ
ま
す
。
と

結
ん
だ
。
そ
の
傍
ら
の
席
で
聞
い
て
い
た
私
は
お
別
れ

の
言
葉
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
か
、
会
長
と
し
て

頂
点
を
極
め
た
人
だ
か
ら
ま
だ
ま
だ
後
進
の
指
導
に

当

っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
原
爆
症
の
身
を
引
き
ず
ぅ

て
懸
命
に
友
の
会
を
担
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る

と
、
様
々
の
思
い
出
の
巡
り
合
わ
せ
に
私
の
述
懐
は
無

暗
に
続
い
た
。
深
堀
会
長
と
出
会

っ
た
の
は
二
十
五
年

ほ
ど
前
、
三
原
支
部
の
結
成
し
た
頃
だ
っ
た
。
新
体
制

の
始
動
に
は
支
部
会
総
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
。

折
々
言
葉
を
交
わ
す
う
ち
に
、
た
と
え
は
変
だ
が
、
愚

直

（ば
か
正
直
）
に
闘
う
誠
実
さ
の
気
風
が
私
の
性
格

と

一
致
し
た
。
私
利
私
欲
を
捨
て
て

一
節
に
か
け
た
波
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乱
の
人
生
行
路
に
心
を
打
た
れ
た
。

平
成
十
二
、
十
三
年
度
と
連
続
し
て
開
催
さ
れ
た
海

浜
温
泉

「鶴
荘
」
で
の
忘
年
会
は
多
彩
な

（か
に
）
料

理
が
食
卓
を
飾

っ
た
。
そ
れ
に
高
級
の
鮮
度
情
景
に
…

…
深
堀
会
長
の
好
き
な
歌

「長
崎
の
鐘
」
の
美
し
い
歌

声
と
耳
の
響
き
の
優
し
い

「
ノ
ド
」
と
の
感
動
が
確
か

め
ら
れ
て
長
崎
風
情
の
名
曲
が

「そ
れ
ぞ
れ
の
心
を
映

す
」
熱
き

「き
ず
な
」
の
足
並
み
が
揃
い
、
宴
会
の
進

行
を
促
し
て
い
っ
そ
う
盛
り
立
て
た
。
続
い
て
歌
わ
れ

た
二
曲
と
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
歌
詞
が
溶
け
合

っ
て
長
崎

の
心
の
風
景
を
映
し
て
い
た
。
温
度
の
上
が
っ
た
愛
す

る
歌
を
も
う

一
度
聴
き
た
い
。
心
に
残
る
映
像

「長
崎

の
鐘
」
を
三
度
と
聞
く
こ
と
は
無
か
っ
た
。恒
例
と
な
っ

て
い
る
忘
年
会
で
も
再
度
歌
う
場
面
も
な
か
っ
た
。

一
瞬
の
う
ち
に
失
わ
れ
る
喪
失
感
と
無
常
感
、
そ
れ

が
三
度
と
再
び
大
切
な
も
の
を
失
い
た
く
な
い
と
い
う

頭
を
悩
ま
す
日
が
続
い
た
。
陽
が
沈
む
と
肌
寒
さ
を
感

じ
た
。
様
々
の
思
い
を
こ
め
る
哀
愁
が
川
の
流
れ
の
よ

う
に
そ
の
時
涙
と
も
し
ず
く
と
も
わ
か
ら
な
い
も
の
が

あ
ふ
れ
た
。
当
時
を
知
る
人
が
減
り
つ
つ
あ
る
時
代
の

「証
言
」
者
と
し
て
巨
大
で
あ
っ
た
黄
泉
の
地
へ
と
旅

立
っ
た
。
六
十

一
年
前
、
米
国
が
長
崎
に
原
爆
を
落
と

し
た
、
（八
月
九
日
）
を
日
本
人
が
記
憶
す
る
ほ
ど
に

米
国
民
は
知
ら
な
い
。
会
長
の

一
周
忌
を
記
念
し
発
行

す
る
追
悼

「碑
」
を
次
の
世
代
に
何
と
し
て
も
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
歴
史
を
も
忘
れ
ま
い

と
い
う
営
み
で
あ
る
。

平
和
の
鐘
に
託
し
た
望
郷
の
思
い
出
は

（巡
り
合
わ

せ
）
は
脈
々
と
手
帳
友
の
会
員
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

原
爆
症
の
原
点
と
さ
れ
る
原
爆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
検
証

は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。
六
十
数
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
も
、

八
十
歳

（私
）
の
陰
影
も
果
て
し
な
く
続
く
。

（長
崎
市
三
原
一
丁
目
）
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深
堀
会
長
の
か
の
有
名
な
「
動
員
令
」
が
思
い
出
さ

と
で
す
。

現
在
は
七
十
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
悲
し
い
こ

任
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
平
成
十

二
年
四
月
の
こ
と
で
し
た
。
会
員
歴
は
こ
れ
よ
り
前
で
、

自
宅
の
北
隣
り
は
、
磯
田
泰
子
さ
ん
の
住
家
で
す
。
か

の
女
の
父
が
磯
田
金
蔵
さ
ん
で
初
代
の
立
山
支
部
長
で

す
。
当
時
、
昭
和
四
十
九
年
の
第

一
回
立
山
支
部
総
会

時
に
は
会
員
二
百
三
十
名
を
擁
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

前
立
山
支
部
長
の
嘉
松
半
四
郎
さ
ん
よ
り
支
部
長
を

た
。
あ
る
日
「
佐
世
保
の
友
（
会
員
）
が
来
て
い
る
の

と
誇
ら
し
げ
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
感
動

深
堀
会
長
ど
立
山
支
部

深
堀
会
長
が
亡
く
な
ら
れ
て
満
一
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
昨
日
の
よ

う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

二
0
0
六
年
（
平
成
十
八
年
）

二
月
二
日
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
七
十
八
歳
。

私
が
深
堀
勝

一
会
長
と
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
の
は

平
成
十
二
年
の
夏
で
し
た
。

立
山
支
部
長

れ
ま
す
。
核
実
験
が
あ
る
毎
に
平
和
公
園
へ
来
て
く
れ

と
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
も
、
抗
議
当

B
の

坐
込
み
数
時
間
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
支

部
は
家
庭
の
主
婦
が
大
半
で
す
の
で
、
そ
の
連
絡
に
は

た
い
へ
ん
気
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。
だ
け
ど
参
加
人
員

が
皆
無
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
盆
の
折
、

参
加
さ
れ
た

S
さ
ん
は
深
堀
会
長
と
握
手
し
て
き
た
よ

を
未
だ
に
私
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
深
堀
会
長
か
ら
は
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

で
車
を
と
ば
し
て
お
い
で
」
と
。
別
に
用
件
ら
し
い
用

件
は
な
い
よ
う
で
し
た
。
私
は
戸
惑
う
ば
か
り
で
、
当

副
支
部
長
の
嘉
松
愛
子
さ
ん
へ
行

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
も
何
か
し
ら
時
々
思
い
出
し
ま
す
。

私
は
立
山
支
部
の
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め

の
行
事
を
や

っ
て
い
な
い
の
を
た
い
へ
ん
心
苦
し
く

末

永

信

雄
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思
っ
て
お
り
ま
す
。
前
支
部
長
の
嘉
松
さ
ん

（故
人
）

は
深
堀
会
長
の
協
力
を
得
て
よ
く
旅
行
を
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
く
思
っ
て
ま
し
た
。
現
在
は
会

員
が
往
年
の
三
割
弱
程
度
に
な
り
、
長
寿
会
の
旅
行
も

盛
ん
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
も
年
を
と
り
長
寿
会

へ
の
入
会
が
殆
ど
で
す
。
何
だ
か
淋
し
い
限
り
で
す
。

最
後
に
深
堀
会
長
の
遺
言
と
も
い
う
べ
き

「後
継
者

の
問
題
」
で
す
。
当
立
山
支
部
も
二

・
三
世
の
健
康
に

つ
い
て
は
気
を
配
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
も
年
を
と
り

活
動
が
鈍
っ
て
き
ま
し
た
。
人
集
め
さ
え
も
ま
ま
な
り

ま
せ
ん
。
後
継
者
の
確
保
即
ち
二

。
三
世
対
策
は
愁
眉

の
問
題
で
す
。
ど
こ
の
支
部
も
同
じ
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。深

堀
会
長
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
会
員
み
ん
な
手
を
携
え
て
後
継
者
対
策
に
頑

張

っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
見
守

っ
て
い
て
下
さ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

長崎県被爆者手帳友の会立山支部の班長さんたち。中央の男性が支部長の末永信雄さん
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井
原
　
皆
さ
ん
、
き
ょ
う
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
の
二
月
二
日
が
深
堀

前
会
長
の

一
周
忌
に
当
た
り
ま
す
。
今
追
悼
集
を
つ

く
っ
て
い
る
最
中
で
す
け
れ
ど
も
、
き
ょ
う
は
深
堀

会
長
の
人
と
な
り
と
い
う
も
の
を
思
い
浮
か
べ
て
い

た
だ
き
、
追
悼
集
に
華
を
添
え
た
い
と
思
っ
て
皆
さ

ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
会
長
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
お
話
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

中
村
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

一
会

長

と

の

出

会

い
の

き

っ
か

け

は

中
村
　
副
会
長
の
中
村
キ
ク
ョ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会

長
と
は
昭
和
三
十
八
年
ご
ろ
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り

ま
し
て
、
約
四
十
年
ほ
ど
の
長
い
会
長
と
の
歩
み
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
亡
く
な
り
な
る
と
き

も
最
後
ま
で
会
長
の
そ
ば
で
お
別
れ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
長
の
思
い
出
と
い
う
の
は
、
本
当
に

一
言
、
二
言
で
は
な
か
な
か
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
…
…
。
ま
ず
会
長
と
の
最
初
の
出
会
い

井原東洋一

は
、
会
長
が
各
地
区
に
回
ら
れ
た
こ
ろ
に
、
私
た
ち

の
地
元
の
小
瀬
戸
に
立
ち
寄

っ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、

始
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

考
え
て
み
ま
し
た
ら
、
本
当
に
長
い
会
長
と
の
つ

き
合
い
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

辻
原
　
辻
原
津
田
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
友
の
会
で
は

会
計
監
査
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。　
一
番
初

め
は
自
治
会
単
位
で
被
爆
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人

を
と
い
う
話
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
の
町
内
を

一
軒

一
軒
回

っ
て
、
「原
爆
手
帳
を
持

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
」

っ
て
。
「持

っ
て
い
る
」
、
「
い
や
、
持

ち
ま
せ
ん
」
、
「
い
や
、
自
分
は
引
き
揚
げ
者
だ
か
ら

持
ち
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
中
か
ら
何
人

か
ず
つ
拾
い
上
げ
て
、
や
が
て
、
飽
の
浦
の
公
民
館

に
集
ま
り
、
そ
こ
に
深
堀
会
長
が
来
ら
れ
て
、
「実

は
こ
こ
に
集
ま
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
心
を

一
つ
に
し
て

政
府
に
陳
情
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
だ
か
ら
、
み

ん
な
も
力
を
貸
し
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
公
民
館
は
今
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
バ
ス
に
乗
り

降
り
す
る
た
び
に
、
あ
あ
、
深
堀
会
長
と
こ
こ
で
ひ

ざ
を
つ
き
合
わ
せ
て
話
し
、
あ
っ
ち
か
ら

一
言
、
こ
っ
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ち
か
ら

一
言
、
と
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
皆
さ
ん

と
話
し
て
お
ら
れ
た
会
長
が
思
い
浮
か
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

田
川
　
田
川
チ
サ
子
と
申
し
ま
す
。
私
と
会
長
と
の

出
会
い
は
、
主
人
が
工
業
か
ら
の
動
員
学
徒
で
し
た

が
私
達
が
結
婚
し
て
二
、
三
年
目
ぐ
ら
い
だ

っ
た
で

し
ょ
う
か
、
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
方
、
徴
用
工
の
方
、

女
子
挺
身
隊
の
方
々
の
会
が
で
き
て
い
る
か
ら
と
い

う
こ
と
を
主
人
か
ら
聞
き
ま
し
て
、
私
が
主
人
の
か

わ
り
に
ほ
と
ん
ど
の
会
合
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
以
来
の
つ
き
合
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

会
長
は
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
農
林
省
に
勤
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
の
記
憶
に
あ
り
ま
す
の
は
、

「被
爆
者
の
店
」
で
何
人
か
の
方
た
ち
が
集
ま
り
、

そ
こ
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
取
り
決
め
運
動
を
決
め
て
、

そ
れ
を
ず
う

っ
と

一
つ

一
つ
ク
リ
ア
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
出
会
い
と
い
う
の
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
で
ご
ざ
い

ま
す
。

そ
し
て
、
十
年
経

っ
た
頃
、
自
分
た
ち
の
願
い
も

あ
る
程
度
か
な
え
た
の
で
、　
一
般
の
被
爆
者
た
ち
の

世
話
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
立
山
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
こ
そ
も
う

一
軒

一
軒
ず
う
っ
と

く
ま
な
く
お
伺
い
を
し
て
、
「被
爆
者
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
」
と
い
う
こ
と
で
、
結
構
入
会
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
ｃ

そ
れ
か
ら
は
子
育
て
と
か
い
ろ
い
る
多
う
ご
ざ
い

ま
し
て
、　
一
〇
〇
％
は
お
手
伝
い
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
集
金
を
し
た
り
。
会
長
も
そ
の
う
ち
に
お
仕

事
も
や
め
ら
れ
て
、
そ
れ

一
筋
で
頑
張
ら
れ
た
こ
と

な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
何
か
少

し
で
も
被
爆
者
で
な
い
私
が
皆
さ
ん
の
た
め
に
お
役

に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
今
日
ま
で

ず
う

っ
と
お
世
話
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

東
海
　
東
海
と
申
し
ま
す
。
副
会
長
を
さ
せ
て
も

ら

っ
て
い
ま
す
。

私
が
今
の
場
所
に
引

っ
越
し
し
て
き
た
の
が
、
昭

和
四
十
三
年
で
す
。
そ
れ
で
、
移
転
し
て
何
日
も
し

な
い
う
ち
に
、
そ
の
バ
ス
停
で
た
ま
た
ま
お
会
い
し

た
ん
で
す
ね
。
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
こ
う
か
け
て
お
ら
れ

て
、
朝
だ

っ
た
か
ら

「お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

言

っ
た
。
ど

っ
か
で
見
た
方
だ
な
あ
と
は
思

っ
た
ん
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で
す
け
ど
、
だ
れ
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

後
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
被
爆
者
手
帳
友
の
会
と
い

う
こ
と
で
、
よ
く
テ
レ
ビ
に
出
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

そ
の
お
顔
だ

っ
た
わ
け
で
す
ね
。

平
成
五
年
頃
で
し
た
か
、
川
平
支
部
長
を
前
任
者

か
ら
長
浜
さ
ん
が
引
き
う
け
ら
れ
た
時
に
私
に
も
入

会
す
る
よ
う
に
さ
そ
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
勤
め
て
い

ま
し
た
し
、
子
供
は
お
る
し
で
、
ち
ょ
っ
と
ね
え
と

か
言
い
な
が
ら
、
と
に
か
く
入
っ
て
入

っ
て
と
言
わ

れ
て
入

っ
た
の
が
事
の
始
ま
り
で
す
ね
。

今
回
、
こ
の
記
念
誌
を
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

大
分
お
年
を
め
し
た
方
た
ち
に
何
十
軒
も
回

っ
て
み

ま
し
た
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
当
時
の
こ
と
を
詳
し
く

し
ゃ
べ
る
方
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
も
う
亡
く
な
ら
れ

て
い
ま
す
。
存
命
の
方
も
八
十
歳
も
九
十
歳
に
も

な

っ
て
い
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
も
う
よ
う
わ
か
ら
ん
も

ん
ね
え
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
し
た
。

言
葉
数
は
少
な
く
て
も
、
何
か
こ
う
や
っ
ぱ
り
思

い
や
り
の
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
で
す
ね
、
が

ん
が
ん
言
わ
れ
よ

っ
た
で
す
け
ど
ね
。

森
　
森

ユ
キ
と
申
し
ま
す
。
会
長
と
の
初
め
の
お
つ

き
合
い
が
昭
和
六
十
年
ぐ
ら
い
で
す
が
、
そ
れ
か
ら

ず

っ
と
今
に
至

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
二
年
に
国

か
ら
七
千
円
お
金
が
お
り
て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ
か

ら
始
ま

っ
た
年
金
、
特
別
手
当
の
年
金
を
知
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
て
、
昭
和
六
十
年
ぐ
ら
い
に

会
長
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
知

っ
た
ん
で
す
。
特
別

手
当
を
二
年
ぐ
ら
い
い
た
だ
い
て
、
主
人
が
亡
く

な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら

一
年
ぐ
ら
い
た
っ
て
か

ら

「森
さ
ん
出
て
こ
い
よ
」
て
、
こ
ん
な
会
合
が
あ

る
か
ら
ね
、
こ
ん
な
手
続
も
あ
る
か
ら
出
て
き
な
さ

い
と
い
う
お
電
話
を
い
た
だ
き
、
会
長
の
指
導
で

一

年
間
位
か
か
っ
て
年
金
の
手
続
を
し
ま
し
た
。
県
の

人
も
市
の
人
も
何
に
も
教
え
な
い
ん
で
す
よ
。
主
人

が
会
社
を
休
む
も
ん
だ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
貧
乏
し
た

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
二
年
か
か
っ
て
、
お

金
が
ね
、
年
金
が
お
り
て
き
て
、
そ
れ
で
ず
う
っ
と

今
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
も
会

長
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

井
原
　
私
は
、
ず

っ
と
労
働
運
動
を
し
て
い
ま
し
た

の
で
ね
。
ま
あ
親
し
く
話
し
合
い
を
し
た
と
い
う
の

は
あ
ん
ま
り
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、　
一
番
最
初
お
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会
い
し
た
と
き
は
、
ま
だ
矢
上
に
住
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
矢
上
の
切
通
。
今
、
マ
ル
キ
ョ
ウ
か
、
あ
そ

こ
の
上
の

一
軒
家
で
お
会
い
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ま
だ
暑
い
と
き
だ

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
や

っ
ぱ
り

ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、
寒
い
寒
い
と
言

っ
て
ね
。
家

の
周
り
に
は
風
よ
け
だ
と
言

っ
て
緑
色
の
ネ
ッ
ト
を

張
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
頃
か
ら
私
は
衆
議
院
議
員
の
中
村
重

光
事
務
所
に
臨
時
専
従
し
て
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
被
爆
地
域
の
拡
大
運
動
が
実

っ
て
、
政
府

案
決
定
の
夜
深
堀
会
長
と
田
中
町
の
船
山
さ
ん
や
、

現
川
の
金
原
さ
ん
が
事
務
所
に
よ
ば
れ
て
来
ま
し
た
。

中
村
代
議
士
の
報
告
を
き
い
て
涙
を
流
さ
ん
ば
か
り

に
喜
ば
れ
て
い
た
事
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

私
が
市
議
会
議
員
に
な
っ
て
ほ
ど
な
く
常
務
理
事

を
し
ろ
と
い
う
ん
で
す
よ
ね
。
「常
務
理
事

っ
て
、

そ
ん
な
簡
単
に
言
っ
た
っ
て
、
会
議
も
開
い
て
お
ら

ん
か
ら
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言

っ
た
ら
、
「井

原
君
、
常
務
理
事
は
会
長
が
任
命
し
て
よ
か
ご
と

な
っ
と
っ
と
。
会
長
と
副
会
長
、
監
査
は
総
会
で
選

ば
ん
ば
い
か
ん
け
ど
、
常
務
理
事
と
か
事
務
局
長
と

中村キクヨ

か
い
う
の
は
会
長
が
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
と
る
け
ん
、

何
も
心
配
せ
ん
で
よ
か
と
」
と
言
っ
て
ね
。
常
務
理

事
に
任
命
さ
れ
て
、
そ
の
後
、
十
年
前
に
は
新
社
会

党
を
立
ち
上
げ
た
り
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
彼

か
ら
怒
ら
れ
た
こ
と
が
た
っ
た

一
回
あ
り
ま
す
。
も

う
数
年
に
な
り
ま
す
が
、
あ
の
Ｔ
さ
ん
の
件
が
あ
っ

て
、
特
別
に
監
査
を
せ
ん
と
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、

私
は
名
乗
り
出
て
、
詳
し
く
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
、
「何
で
そ
げ
ん
こ
と
ば
す

っ
と
か
。
お
前
は

監
査
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
て
、
随
分
怒

ら
れ
ま
し
た
け
ど
、
「し
か
し
、
そ
れ
は
ね
、
会
長

の
た
め
に
し
よ
る
と
よ
」
と
言

っ
て
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
だ
け
で
す
。
あ
と
は
ず
う
っ
と
、
あ
る
意

味
で
は
頼
り
に
し
て
も
ら
っ
て
、
「井
原
さ
ん
」

っ

て
、
そ
れ
で
要
求
の
あ
る
と
き
だ
け
「井
原
さ
ん
」
っ

て
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
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言
い
だ
し
た
ら
聞
か
な
い
会
長
だ
っ
た

井
原
　
何
に
し
ろ
、
思
い
つ
い
た
ら
直
ち
に
何
で
も

せ
ん
と
い
か
ん
と
い
う
よ
う
な
人
で
、
そ
う
い
う
思

い
出
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

中
村
　
も
う
何
が
何
で
も
ね
、
曲
が

っ
た
ま
ま
で
も

い
い
か
ら
突

っ
走
れ
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
、
私
た

ち

「真

っ
す
ぐ
し
て
か
ら
会
長
し
ま
し
ょ
う
よ
」
と

言
う
け
ど
、
い
や
、
も
う
曲
が
っ
て
も
ど
う
し
て
も

い
い
か
ら
、
と
に
か
く
何
で
も
物
事
は
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

井
原
　
何
回
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
長
崎
市

長
を
本
島
さ
ん
と
、
伊
藤
さ
ん
が
戦

っ
た
際
、
と
に

か
く
市
長
候
補
ば
見
つ
け
出
し
て
こ
ん
ば
い
か
ん
と

言
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
ね
、
当
時
、
国
連
の
事
務

次
長
を
し
て
い
た
明
石
康
さ
ん
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。

そ
の
後
、
広
島
平
和
研
究
所
の
初
代
所
長
さ
ん
に
な

ら
れ
た
方
で
す
が
、
「あ
の
人
を
呼
ん
で
こ
い
」
と

言
う
ん
で
す
よ
。
元
県
労
評
の
阿
部
国
人
さ
ん
に

行

っ
て
も
ら

っ
て
話
ば
つ
け
て
こ
ん
ば
い
か
ん
。
何

の
脈
絡
も
な
い
の
に
市
長
候
補
だ
と
で
っ
ち
あ
げ
る

始
末
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
原
爆
の
こ
と
は
や
っ
ぱ

り
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
に
会
わ
ん
ば
い
か
ん
。
「大

統
領
に
会
い
に
い
く
け
ん
、
あ
ん
た
も

一
緒
に
来

い
」
と
。
「ど
ん
な
し
て
手
続
き
す

っ
と
ね
」
と
言

う
た
ら
、
い
や
、
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
や
け
ん
ね
、
お

れ
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
や
け
ん
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
代

表
か
ら
申
込
め
ば
、
会
わ
ん
と
は
言
わ
ん
や
ろ
」
と
。

厚
生
省
陳
情
な
ど
の
裏
ば
な
し

井
原
　
よ
く
厚
生
省
と
か
国
会
議
員
さ
ん
と
か
、
中

央
に
率
先
し
て
陳
情
に
行
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
付
い

て
い
っ
た
こ
と
あ
る
で
し
ょ
う
。

中
村
　
あ
り
ま
す
。
何
回
も
会
長
と
と
も
に
行
動
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
が
初
め
驚
い
た

の
は
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
、
も
う
ど
こ
に
行
く
に

も
服
装
を
変
え
な
い
と
い
う
か
な
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
だ

け
で
、
そ
し
て
靴
も
運
動
靴
で
ね
、
も
う
そ
れ
も
白

じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
白
が
黒
く
な
っ
て
い
る
の
を
履

か
れ
て
、
「会
長
、
そ
の
靴
く
さ
い
わ
」
と
言
う
た

ら
、
「
い
や
、
そ
げ
ん
飾
り
立
て
ん
で
も
よ
か
と
」
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と
言

っ
て
ね
、
も
う
本
当
、
身
の
回
り
な
ん
か
全
然

な
り
ふ
り
構
わ
ず
に
、
た
だ

一
生
懸
命
被
爆
者
の
た

め
に
な
さ

っ
た
と
い
う
、
そ
れ
は
あ
り
ま
す
。
も
う

こ
の
服
装
を
整
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
初
め

か
ら
最
後
ま
で
、
私
の
印
象
に
強
く
残
り
ま
す
ね
。

田
川
　
ち
ゃ
ん
と
下
着
は
持
ち

て
い
っ
て
い
る
の
に
、

中
村
　
う
ん
、
着
替
え
な
い
で
す
か
ら
ね
、
下
着
も

ね
。
ハ
ワ
イ
に
行

っ
た
と
き
も
そ
う
だ

っ
た
。

田
川
　
ち
ゃ
ん
と
用
意
し
て
持

っ
て
い
っ
て
る
の
に
、

最
後
ま
で
着
替
え
な
く
て
、
た
だ
自
分
の
思

っ
て
い

る
こ
と
を
全
う
す
れ
ば
、
そ
れ
で
満
足
な
ん
で
す
。

中
村
　
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
広
島
に
原
爆

特
養
ホ
ー
ム
が
で
き
て
、
会
長
が
ご
招
待
を
い
た
だ

き
、
私
も
御

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
駅
の

ホ
ー
ム
を
降
り
る
と
、
ず

っ
と
お
偉
方
が
ね
、
市
長

さ
ん
は
じ
め
出
迎
え
に
並
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
ん
で

す
。
そ
れ
で
、
私
や
会
長
や
ら
数
名
、
み
ん
な
正
装

し
て
出
席
し
て
る
の
に
会
長
だ
け
は
例
の
ご
と
く
、

そ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
、
も
う
身
な
り
構
わ
ず
に
ホ
ー

ム
に
降
り
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
私
達
の
中
で

一

うと
ノロ

替

え

な
い

の

番
恰
幅
が
よ
か
っ
た
方
に
「会
長
さ
ん
、
よ
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
ご
挨
拶
な
さ
る
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
私
び

っ
く
り
し
て
、
「
い
え
、
会
長
は
こ
ち

ら
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
ら
れ
た
方
な
ん
で
す
よ
」
と
、

私
も
本
当
に
恥
ず
か
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
し

た
ら
、
「あ
あ
、
そ
う
で
す
か
」
と
言

っ
て
、
皆
さ

ん
び

っ
く
り
さ
れ
て
ね
。
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
よ
。
そ
し
た
ら
、
会
長
は
ヘ
ヘ
っ
と
笑

っ
て
、

「よ
か
た
い
、
今
日
は
あ
ん
た
が
会
長
に
な

っ
て
、

お
れ
が
鞄
持
ち
に
な

っ
て
や
っ
け
ん
」
と
言

っ
て
ね
、

み
ん
な
大
笑
い
し
ま
し
た
け
ど
ね
。

田
川
　
一
番
御
苦
労
さ
れ
た
の
は
、
中
村
キ
ク
ヨ
さ

ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
も
う
ず

っ
と
、
地
元
で
も
同

行
の
と
き
も
い
つ
も
お
供
さ
れ
て
。

中
村
　
い
え
い
え
、
で
も
会
長
が
言

っ
て
い
ま
し
た
。

「中
村
さ
ん
、
あ
ん
た
は
小
瀬
戸
に
そ
の
ま
ま
住
ん

で
お

っ
た
ら
、
小
瀬
戸
の
ば
あ
さ
ん
で
終
わ

っ
と
ば

い
」
と
。
「お
い
と

一
緒
に
仕
事
ば
し
、
人
に
会
う
。

い
ろ
い
ろ
し
た
や
ろ
う
。
そ
う
い
う
勉
強
に
な

っ
た

や
ろ
う
。
そ
い
け
ん
あ
ん
た
は
少
し
は
ま
し
の
、
人

の
中
に
出
ら
れ
る
女
性
に
な

っ
た
と
ば
い
」
と
言
う
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て
、
若
い
と
き
そ
ん
な
に
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
ね
、

そ
れ
は
本
当
。
私
も
ね
、
何
十
年
も
の
会
長
と
の
お

つ
き
合
い
で
、
そ
う
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
面
の
立
派

な
方
た
ち
と
も
、
会
長
の
お
か
げ
で
お
会
い
し
て
、

お
話
も
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
は

会
長
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

田
川
　
会
長
を
中
心
に
し
て
ね
、
何
か

一
つ
の
社
交

場
で
も
あ

っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
も
い
ろ
い
ろ
と
勉

強
し
な
が
ら
で
す
よ
ね
。

中
村
　
そ
う
で
す
。
う
ん
。

田
川
　
何
と
い
う
か
、
女
性
は
女
性
で
ね
、
も
う
み

ん
な
団
体
に
ま
と
ま

っ
て
い
ま
し
た
ね
、
い
い
思
い

出
し
か
な
い
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。

森
　
会
長
の
親
切
な
お
せ
わ
を
う
け
た
私
は
、
話
せ

ば
涙
の
出
る
け
ど
、
会
長
が
ね
、
「来
な
さ
い
」
と

言
う
て
年
金
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
で
し
ょ

う
。
も
う
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。　
一
回
だ
け
怒

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。
あ
り
が
た
い
会
長
で

し
た
よ
。

井
原
　
と
に
か
く
記
憶
力
が
達
者
と
い
う
か
、
そ
の

地
域
地
域
の
主
な
人
た
ち
を
全
部
頭
に
入
れ
て
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。

中
村
　
そ
う
、
そ
れ
は
ね
、
本
当
で
す
。　
一
回
お
会

い
し
た
ら
、
も
う
名
前
を
そ
の
次
に
ぱ

っ
と
言
わ
れ

る
か
ら
で
す
ね
。
私
た
ち
書
い
て
い
て
も
覚
え
な
い

の
に
、
会
長
は
さ
っ
と
、
頭
よ
か
っ
た
で
す
ね
、
そ

の
点
は
、
本
当
に
立
派
で
し
た
。

「平
和
の
鐘
」
除
幕
式
同
行
の
思
い
出

井
原
　
中
村
さ
ん
と
田
川
さ
ん
、
今
は
ロ
シ
ア
の
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
言
い
ま
す
が
、
当
時
の
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
平
和
の
鐘
の
除
幕
式
に
私
の
家
内

も
行

っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
れ
に
始
ま

っ
て
、
中
国
そ

し
て
ハ
ワ
イ
に
ま
で
鐘
を
贈
り
ま
し
た
ね
。
ハ
ワ
イ

は
そ
の
と
き
に
行
ち
た
ん
で
す
か
？

田
川
　
い
や
そ
れ
よ
り
八
年
後
の
十
二
月
八
日
に
合

わ
せ
て
、
行

っ
た
の
で
す
。

中
村
　
真
珠
湾
攻
撃
の
日
に
あ
わ
せ
て
慰
霊
の
旅
で

し

た

。
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井
原
　
そ
の
と
き
は
友
の
会
か
ら
は
、
あ
な
た
と
、

何
人
ぐ
ら
い
で
し
た
か
。

田
川
　
六
人
で
し
た
か
ね
。
矢
嶋
良

一
さ
ん
と
、
そ

れ
か
ら
…
…
。

中
村
　
あ
な
た
と
、
女
性
は
二
人
で
、
そ
し
て
前
副

会
長
の
西
川
徳
馬
さ
ん
と
、
中
島
さ
ん
と
会
長
以
下

六
人
行

っ
た
ん
で
す
。

そ
の
前
に
東
海
さ
ん
た
ち
が
ロ
シ
ア
の
方
に
行
か

れ
た
ん
で
し
ょ
う
。

東
海
　
Ｎ
Ｂ
Ｃ
が
、
「
ハ
ワ
イ
で
平
和
の
鐘
を
鳴
ら

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
ツ
ア
ー
を
組
ん
だ
ん

で
す
。
そ
の
と
き
に
、
「被
爆
者
手
帳
友
の
会
が
行

か
ん
ば
い
か
ん
、
金
は
出
し
て
や
る
け
ん
、
と
に
か

く
行
き
な
さ
い
」
と
か
言
わ
れ
て
で
す
ね
、
そ
れ
で

私
と
長
濱
さ
ん
と
、
そ
れ
か
ら
…
…
佐
世
保
の
北
村

さ
ん
と
松
尾
さ
ん
そ
れ
に
…
…
。

と
に
か
く
だ
れ
も
行
く
と
い
う
人
が
い
な
く
て
、

そ
れ
で
私
た
ち
も
友
達
を
二
人
さ
そ

っ
て
行

っ
た
ん

で
す
よ
。
で
も
、
お
金
は
出
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た

ん
で
す
。

中
村
　
私
達
は
、
平
成
十
年
の
十
二
月
七
日
に
あ
わ

東海ムツ子

せ
て
行

っ
た
の
で
す
。

東
海
　
そ
の
後
に
キ
ン
グ
牧
師
の
生
誕
祭
が
あ

っ
た

ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
行

っ
た
の
が
矢
嶋

さ
ん
と
、
そ
し
て
長
濱
さ
ん
と
私
と
、
そ
れ
か
ら
だ

れ
だ

っ
た
か
な
。

井
原
　
そ
し
た
ら
、
東
海
さ
ん
は
二
回

ハ
ワ
イ
に

行

っ
た
の
。

東
海
　
は
い
二
回
行
き
ま
し
た
。
二
回
目
の
と
き
は

旅
費
の

一
部
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
　
あ
の
時
は
、
も
め
た
ん
で
す
。
旅
費
が
出
た

り
、
個
人
負
担
だ

っ
た
り
し
た
も
の
だ
か
ら
、
で
も

会
長
が
ね
、
「そ
げ
ん
こ
と
い
わ
ん
ち
ゃ
よ
か
」
と

言

っ
て
お
し
き

っ
た
の
で
す
。

東
海
　
中
国
の
と
き
は
、
中
国
の
ど
こ
か
に
学
校
を

建
て
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
お
礼
に
中
国
か
ら
呼

ば
れ
た
の
に
、
私

一
人
に
行
け
と
言
わ
れ
て
で
す
ね
、

私
も
中
国
に
、　
一
人
だ
け
男
性
の
中
に
ま
じ
つ
て
は

行
き
き
ら
ん
と
い
っ
て
、
長
濱
さ
ん
と
行
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
平
和
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と
の

旅
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

井
原
　
平
和
の
鐘
に
ま

つ
わ
る
話
は
ね
、
今
私
も
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ず
ぅ
と
取
材
し
て
文
章
を
つ
く

っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
二
〇
〇
〇
年
、
ち
ょ
う
ど
六
年
前
で
す
よ
ね
、

六
年
前
の
十
二
月
に
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
い
う
ロ
シ
ア

か
ら
分
か
れ
た
国
の
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
子
力

発
電
所
が
爆
発
し
た
で
し
ょ
う
、
二
十
年
ぐ
ら
い
前
。

そ
こ
の
子
供
た
ち
で
、
被
ば
く
者
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
望
み
を
与
え
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
長
崎
の
被
爆

マ
リ
ア
の
展
示
が

企
画
さ
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

「平
和
の
鐘
を
贈
ろ

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
設
計
図
を
送

っ
て
向
こ

う
で
つ
く

っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
橋
渡
し
を

深
堀
さ
ん
も
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

皆
さ
ん
　
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

井
原
　
そ
れ
は
西
村
勇
夫
さ
ん
に
聞
い
て
わ
か
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
カ
ト
リ
ッ
ク
相
浦
教
会
の
三

村
主
任
神
父
さ
ん
に
お
会
い
し
て
三
時
間
ぐ
ら
い
話

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
島
本
大
司
教
さ
ん
が
行
け
な

く
な
っ
て
、
自
分
が
代
表
で
行
き
ま
し
た
と
い
う
こ

と
で
、
詳
し
く
聞
き
ま
し
た
。

今
、
毎
週
日
曜
日
の
昼
に
鳴
ら
し
て
い
る
ん
だ
そ

う
で
す
。

手
土
産
は
揚
げ
か
ま
ぼ
こ

井
原
　
立
ち
上
げ
て
、
当
初
の
段
階
は
、
で
き
る
だ

け
支
部
を
つ
く
る
、
会
員
を
ふ
や
す
と
い
う
こ
と
で
、

本
当
に
皆
さ
ん
も
奮
闘
さ
れ
た
。
子
供
の
手
を
引
い

て

一
軒

一
軒
回

っ
て
組
織
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
三
ヵ
年
間
に
長
崎
県
内
で
会
員
三
万
人
と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
て
、
（「三
万
ね
ぇ
」
と

呼
ぶ
者
あ
り
）
そ
れ
は
、
も
う
対
馬
か
ら
五
島
列
島

ま
で

（「そ
う
そ
う
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
全
県
下
に

ま
た
が

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
、
さ
ら
に

大
き
く
な
り
、
政
治
家
の
皆
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
も

深
く
、
そ
し
て
ま
た
、
よ
く
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
、

成
果
も
お
さ
め
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
特
に
皆

さ
ん
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
、
い
ろ
い
ろ
自
分
た
ち
の

た
め
に
な

っ
て
い
た
だ
い
た
政
治
家
の
皆
さ
ん
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

特
に
国
会
議
員
の
先
生
方
で
す
ね
、
そ
う
い
う
人
た

ち
に
思
い
出
が
あ
る
人
が
い
ま
す
か
。
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辻
原
　
国
会
に
陳
情
に
行
く
と
き
に
、
西
川
徳
馬
さ

ん
、
そ
れ
か
ら
、
諫
早
の
女
の
方
で
永
田
さ
ん
と
私

と
二
人

一
緒
に
会
長
に
同
行
し
た
ん
で
す
よ
。
そ
の

と
き
に
持

っ
て
い
く
お
土
産
と
い
っ
た
ら
、
揚
げ
か

ま
ぼ
こ
を
ど
っ
さ
り
。
ア
ジ
か
ま
ぼ
こ
、
を
本
当
に

い
っ
ぱ
い
、
そ
れ
を
動
い
て
い
る
列
車
の
中
で
袋
に

分
け
ろ
と
。

井
原
　
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。

辻
原
　
こ
れ
は
初
村
、
こ
れ
は
だ
れ
、
こ
れ
に
し
よ

う
か
、
こ
れ
は
だ
れ
に
し
て
、
そ
し
て
、
そ
の
手
は

油
だ
ら
け
に
な
り
、
よ
ご
れ
な
い
よ
う
に
ナ
イ
ロ
ン

の
袋
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
れ
で
十
枚
、
十
枚
、
十
枚
と
、

汽
車
に
揺
れ
な
が
ら
、
席
と
席
の
間
に
座
り
込
ん
で
、

数
え
て
い
る
と
、
「ま
だ
時
間
の
か
か
っ
と
か
」
と

会
長
が
言
う
ん
で
す
よ
。
「は
い
、
ち
ょ
っ
と
数
え

て
、
今
入
れ
て
い
ま
す
」
と
言
う
と
、
し
ば
ら
く
し

て

「西
川
さ
ん
、
済
ん
だ
と
か
」
「
い
ん
に
ゃ
、
ま

だ
ま
だ
」
、
や
っ
と
東
京
に
着

い
た
。
で
、
議
員
会

館
に
行
く
ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
門
衛
が
お
っ
て
、

体
を
こ
う
触

っ
て
、
何
か
持

っ
て
い
な
い
か
。
ち
ょ

う
ち
ん
と
か
、
盾
と
か
の
ぼ
り
は
絶
対
だ
め
だ
と
か

言
わ
れ
て
、
私
も
初
め
て
陳
情
に
行
っ
た
と
き
の
こ

と
な
ん
で
す
け
ど
、
も
う
中
に
入
る
前
に
そ
ん
な
ふ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
こ
れ
が
初
村
先
生
、

こ
れ
は
だ
れ
先
生
に
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
分
け

て
上
げ
た
ん
で
す
け
ど
、
と
に
か
く
着
替
え
と
い
う

て
も
、
そ
の
ま
ま
の
格
好
で
運
動
靴
は
中
村
さ
ん
が

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
本
当
に
黒
く
な
っ
た
運
動
靴
、

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
そ
し
て
、
も
う
づ
か
づ
か
と
入
っ

て
検
閲
も
何
も

「あ
―
っ
！
」
と
言
っ
て
払
う
よ
う

に
し
て
、
（笑
声
）
「何
を
言
う
か
、
お
れ
を
知
ら
ん

か
」
と
い
う
よ
う
に
し
て
議
員
の
部
屋
に
入
る
と
「お

う
、
先
生
、
元
気
や
っ
た
の
ぉ
」
と
い
う
よ
う
な
そ

ん
な
こ
と
で
、
「頼
む
ば
い
」
と
い
う
こ
と
で
要
望

が
済
む
ん
で
す
。

辻
原
　
そ
の
日
を
終
わ
っ
て

一
応
宿
舎
に
帰
る
ん
で

す
よ
。
そ
し
て
、
私
は
言
え
な
い
か
ら
西
川
さ
ん
、

「会
長
と

一
緒
に
風
呂
に
入
っ
て
く
れ
ん
ね
」
と
い

う
と

「う
ん
、
そ
げ
ん
言
う
け
ん
、
「会
長
、
風
呂

に
入
ろ
う
で
。
お
い
が
背
中
流
し
て
や
っ
け
ん
」
て

何
回
も
言
う
。
そ
れ
で
も
来
ん
。最
後
に
や
っ
と
か
っ

と
来
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
来
て
も
で
く
の
棒
み
た
い
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に
突
っ
立
っ
て
、
脱
が
せ
る
、
脱
が
せ
る
、
脱
が
せ

る
、
も
う
本
当
、
そ
し
て
背
中
も
流
し
て
、
や
っ
と

か
っ
と
風
呂
か
ら
上
げ
て
、
そ
し
て
そ
れ
も
パ
ン
ツ

か
ら
み
ん
な
下
着
も
着
せ
て
。
子
供
よ
り
は
本
当
ひ

ど
か
て
言
う
か
な
、
何
て
言
う
か
な
て
、
そ
う
い
う

ふ
う
な
こ
と
を
西
川
さ
ん
と
話
し
た
ん
で
す
け
ど
、

も
う
諫
早
か
ら
来
た
永
田
さ
ん
と
い
う
女
の
方
は
、

も
う
手
も
足
も
出
ん
と
い
う
て
お
ど
ろ
い
て
い
ま
し

た
。一

会
長
の
臨
終
に
立
ち
会
っ
て

辻
原
　
深
堀
会
長
が
危
篤
と
い
う
電
話
は
中
村
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
て
、
井
上
病
院
に
駆
け
つ
け
て
、
そ

し
て
、
「会
長
、　
一
緒
に
お
祈
り
し
よ
う
ね
、
マ
リ

ア
様
に
お
願
い
し
よ
う
ね
、神
様
に
お
祈
り
し
よ
う
」
、

手
を
握
り
、
ま
だ
会
長
は
酸
素
吸
入
を
し
て
い
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
息
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
額
を

な
で
な
が
ら
、
額
に
十
字
の
印
を
し
な
が
ら
、
「
ヨ

ゼ
フ
様
助
け
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
方
は
立
派
な
仕
事

を
さ
れ
た
方
な
ん
で
す
。
ど
う
ぞ
お
恵
み
が
あ
っ
た

辻原津田子

ら
、
も
う

一
日
で
も
二
日
で
も
会
長
を
生
き
延
び
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
の
た
め
に
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
人
で
す
。
も
う
し
ば
ら
く
、
も
う
し
ば
ら
く

…
…
」
と
言
い
な
が
ら
、
も
う
会
長
は
意
識
が
だ
ん

だ
ん
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
手
を
握
り

な
が
ら
、
会
長
の
額
を
な
で
て
、
十
字
を
切
り
な
が

ら
、
「聖
ヨ
ゼ
フ
、
ヨ
ゼ
フ
様
、
深
堀
勝

一
を
も
う

し
ば
ら
く
こ
の
世
に
と
め
て
く
だ
さ
い
」
と
心
の
中

で
何
回
も
何
回
も
何
回
も
お
頼
み
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
と
う
と
う

「御
臨
終
で
す
」
と
言
わ
れ
た
と
き

に
、
も
う
腹
の
底
か
ら
突
き
上
げ
て
く
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「会
長
、
長
い
問
き
つ
か

っ
た
ね
。
で

も
、
い
い
も
の
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
」
。
手
を

握
り
、
額
を
さ
す
り
、
も
う
別
れ
が
つ
ら
か
っ
た
ん

で
す
よ
。

中
村
　
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
幸
せ
な
方
で
し
た

よ
ね
ぇ
。

東
海
　
そ
う
で
す
。

中
村
　
ね
え
、
死
ぬ
間
際
ま
で
東
海
さ
ん
と
辻
原
さ

ん
が
ず

っ
と
お
祈
り
を
上
げ
た
ん
で
す
よ
ね
。
あ
れ
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は
三
十
分
以
上
で
し
た
よ
。

東
海
　
ず
―
っ
と
ロ
ザ
リ
オ
の
お
祈
り
を
し
て
。

中
村
　
普
通
の
人
だ

っ
た
ら
、
あ
あ
い
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
よ
。

亡
く
な
る
ま
で
あ
あ
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
、

臨
終
に
立
ち
会

っ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
会
員
で
し
た
か

ら
ね
。

辻
原
　
あ
の
ロ
ザ
リ
オ
を
会
長
が
持

っ
て
い
た
か
ら
、

そ
の
ロ
ザ
リ
オ
を
国
に
接
吻
さ
せ
、
額
に
置
き
、
胸

に
ま
た
移
動
さ
せ
た
り
し
て
か
ら

「会
長
、
よ
く
頑

張

っ
た
ね
、
も
う

一
遍
目
を
あ
け
て
、
会
長
、
も
う

一
回
ね
、
も
う

一
回
よ
」
と
言

っ
て
、
額
に
手
を
当

て
な
が
ら
、
ロ
ザ
リ
オ
を
何
回
も
口
に
接
吻
さ
せ
な

が
ら
、
「イ
エ
ズ
ス
様
よ
、
マ
リ
ア
様
に
助
け
て
も

ら
お
う
ね
、
長
い
問
き
つ
か

っ
た
ね
」
、
も
う
声
が

声
に
な
ら
ず
、
祈
り
が
祈
り
に
な
ら
ず
。

長
年
、行
動
を
共
に
し
て
き
た
原
点
は

井
原
　
そ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
が
慕
う
と
い
う
の
か
、

大
切
に
す
る
と
い
う
原
点
は
、
何
で
し
ょ
う
ね
。

中
村
　
原
点
と
い
え
ば
、
私
に
と
っ
て
は
、
弟
の
よ

う
な
方
で
も
あ
る
し
、
ま
た
、
子
供
み
た
い
な
面
も

あ
る
し
、
家
に
遊
び
に
来
ら
れ
て
も
、　
一
つ
の
も
の

で
も
わ
け
て

「会
長
食

べ
る
？
」
「食

べ
ん
ね
」
と

言
う
様
に
、
み
ん
な
と
食
卓
を
囲
ん
で
食
べ
る
そ
の

楽
し
さ
が
あ
の
人
は
ほ
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

私
は
会
長
は
や
っ
ぱ
り
自
分
の
弟
の
よ
う
な
感
じ

で
ず
う

っ
と
し
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

ね
。
ま
た
親
戚
み
た
い
な
感
じ
が
あ

っ
て
み
た
り
ね
。

辻
原
　
私
た
ち
も
家
族
、
も
う
兄
と
し
か

中
村
　
う
ん
、
そ
う
そ
う
。
そ
こ
が
私
は

一
番
会
長

に
長
年
つ
い
て
き
た
原
点
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
。

だ
か
ら
、
靴
で
も

「会
長
、
も
う
少
し
き
れ
い
な
靴

は
な
か
と
ね
」
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
で
ね
、
そ
れ
は

や
っ
ぱ
り
肉
親
し
か
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。

「よ
か
背
広
ば
持

っ
と

っ
と
ば

っ
て
ん
、
ネ
ク
タ

イ
締
め
た
り
な
ん
た
り
す

っ
と
は
や
ぐ
ら
し
か
ろ
う

が
」
と
言
う
の
で
、
「
い
や
、
や

っ
ぱ
り
時
と
場
合

に
よ

っ
て
は
ね
、
こ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
で
は
だ
め
よ
」

と
、
そ
う
い
う
と
き
が
ま
た
兄
弟
み
た
い
な
、
弟
の
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よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
ね
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
、

長
年
ず
う
っ
と
よ
り
添

っ
て
こ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。

田
川
　
余
り
恵
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の

で
、
み
ん
な
が
そ
う
い
う
思
い
や
り
で
言
う
と
か
ね
、

愛
情
が
み
ん
な
か
ら
注
が
れ
て
い
た
。

中
村
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
私

一
人
じ
ゃ
な
い
、
皆

さ
ん
長
年
来
ら
れ
た
方
は
そ
う
い
っ
た
感
じ
で
ね
、

や
っ
ぱ
り
。

井
原
　
友
の
会
自
体
が
も
う
家
族
み
た
い
…
…
。

中
村
　
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
よ
そ
の
団
体
か
ら
「あ

ん
た
た
ち
は
大
し
た
も
ん
た
い
ね
」
と
い
わ
れ
て
い

た
。
友
の
会
の
会
長
と
い
う
と
は
大
し
た
人
な
の
に
、

み
ん
な
が
集
ま
れ
ば
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
買
っ
て
、

本
陰
に
立
っ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
み
ん
な
と
食
べ

る
、
ち
ょ
っ
と
変
わ

っ
た
行
動
も
す
る
し
、
「よ
う

あ
ん
げ
ん
人
に
長
年
ね
、
友
の
会
も
感
心
ば
い
」
て
、

そ
れ
は
も
う
ど
こ
の
方
か
ら
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

森
　
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
食
お
う
か
ね
」
と
言

っ
て
、

お
金
渡
し
て
み
ん
な
の
分
買
っ
て
き
て
、
ね
―
。

中
村
　
あ
あ
い
う
ふ
う
に
す
る
か
ら
、
よ
そ
の
会
か

森ユキ

ら
見
た
ら
、
よ
う
あ
の
会
長
に
み
ん
な
何
で
あ
ん
な

し
て
つ
い
て
い
く
と
や
ろ
か
て
思
わ
れ
た
に
違
い
な

い
け
ど
ね
、
そ
こ
は
ま
た
私
た
ち
に
し
か
わ
か
ら
な

い
魅
力
と
い
う
か
、
少
々
文
句
言

っ
た
ら
と
い
っ
て

腹
を
立
て
る
人
で
は
な
い
し
、
ま
た
明
る
く
朝
に
こ

こ
に
こ
し
て
ね
、
「う
な
ぎ
ば
食
べ
に
行
こ
う
か
」
、

「ち
ゃ
ん
ぽ
ん
ば
食
べ
に
行
こ
う
か
」
て
言

っ
て
ね
、

だ
れ
ば
呼
ば
ん
ね
、
「中
村
さ
ん
、
あ
い
に
電
話
ば

か
け
て
呼
ば
ん
ね
」
て
言

っ
て
ね
、
長
く
会
に
見
え

な
い
人
に
は
電
話
か
け
て
、
「出
て
こ
ん
ね
、
会
長

が
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
ば
食
べ
る
て
言
う
け
ど
、
出
て
こ
ん

ね
」
「と
に
か
く
み
ん
な
で
顔
ば
合
わ
せ
よ
う
や
」

て
言

っ
て
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
つ
な
が
り
を
ず
う

っ

と
持

っ
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

東
海
　
そ
こ
ら
辺
の
優
し
さ
は
あ

っ
た
で
す
ね
。
皆

さ
ん
が
つ
く

っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
か
、
タ
マ
ネ
ギ
と

か
を
も
ち
よ

っ
て
、
鍋
も
持

っ
て
き
て
、
ガ
ス
や
ガ

ス
台
ま
で
用
意
し
て
き
て
、
料
理
を
し
た
り
し
て
み

ん
な
で
鍋
を
か
こ
ん
だ
り
、
家
族
で
し
た
ね
。

中
村
　
み
ん
な
と
お
食
事
を
す
る
の
が

一
番
の
楽
し

み
な
ん
で
す
よ
、
会
長
は
ね
。
家
庭
的
に
ち
ょ
っ
と
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薄
か
っ
た
面
も
あ
っ
た
か
ら
ね
。

そ
う
ね
。
寂
し
が
り
屋
で
ね
、
と
に
か
く
土
曜
、

日
曜
が
来
る
の
が

一
番
あ
の
方
は
悲
し
か
っ
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
に
、
お
正
月
の
四
日
間
の
休
み
、
事
務

所
に
誰
も
来
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
。
「お
正
月
も
出
て

こ
い
」
と
い
う
こ
と
で
ね
、
「会
長
、
お
正
月
ま
で

は
だ
め
よ
」
て
言
う
た
ら
、
「そ
げ
ん
こ
と
は
な
か
、

あ
ん
た
電
話
ば
か
け
る
」
と
い
う
の
で
、
順
々
に

一

日
は
だ
れ
、
二
日
は
だ
れ
に
、
何
で
も
言
う
と
き
に

は
私
に
そ
れ
ば
み
ん
な
に
言
え
と
い
う
ん
で
す
。
私

こ
そ
迷
惑
だ
け
ど
、
会
長
に
嫌
て
い
う
こ
と
は
言
わ

れ
ん
じ
ね
。
そ
い
け
ん
相
談
す
る
さ
ね
。
「済
ま
ん

ば

っ
て
ん
、　
一
月

一
日
ね
、
あ
ん
た
」
て
、
「う
―

ん
」
て
。
「ち
ょ
っ
と
で
よ
か
け
ん
顔
出
し
て
、
あ

と
は
帰
っ
て
よ
か
け
ん
ね
」
て
、
私
も
そ
れ
を
お
願

い
し
て
ね
、
そ
し
て
、
ほ
ら
何
人
か
の
方
た
ち
に
、

一
日
で
す
よ
、
そ
し
て

「行

っ
て
何
し
た
」
「
い
や
、

行

っ
て
黙

っ
て
座

っ
と
く
ば

っ
か
り
さ
」
、
そ
れ
で

会
長
は
満
足
し
て
、
も
う
帰

っ
て
よ
か
よ
て
、
二
時

間
ば

っ
か
り
し
て
帰

っ
て
き
た
て
。
そ
い
け
ん
、
寂

し
が
り
屋
さ
。

井
原
　
そ
う
ね
。
朝
の
電
話
が
と
に
か
く
二
十
分
以

上
、
そ
れ
も
早
朝
六
時
に
か
け
て
く
る
。
長
い
ん
で

す
よ
、
そ
れ
が
ま
た
。

中
村
　
用
事
も
な
か
と
に
ね
。

井
原
　
そ
し
て
、
今
度
は
パ
ッ
と
切

っ
て
し
ま
う
。

中
村
　
そ
う
そ
う
、
こ
っ
ち
の
用
事
は
聞
か
ん
と
や

も
ん
ね
。
も
う
ね
、
ひ
ど
か
と
で
す
よ
。
台
風
の
時

が
大
変
。
そ
の
前
の
日
か
ら
、
夜
中
の
二
時
、
三
時

に
電
話
が
来
る
。
あ
あ
、
ま
た
会
長
た
い
と
思

っ
て
。

「は
い
、
も
う
わ
か

っ
と

っ
」
「ど
う
ね
、
小
瀬
戸

は
」
「
い
や
、
ま
だ
。
雨
戸
は
閉
め
と

っ
け
ど
」
、
そ

れ
は
二
時
。
ま
た
四
時
ご
ろ

「ど
う
ね
」
「少
し
風

の
吹
い
て
き
た
」
「そ
う
ね
、
小
瀬
戸
は
海
側
や
け

ん
」
そ
ん
な
話
、
真
夜
中
よ
。
そ
ん
な
し
て
、
電
話

は
元
気
な
と
き
は
か
か
っ
て
き
て
た
け
ど
、
今
ご
ろ

寂
し
い
で
す
。

井
原
　
三
年
、
四
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
か
か
っ
て
き
て

た
ね
ｃ

中
村
　
そ
う
で
す
ね
。

井
原
　
相
手
は
何
人
か
決
ま
っ
て
た
よ
う
だ
っ
た
。

中
村
　
決
ま
っ
と
っ
と
で
す
よ
。
う
ち
の
息
子
が
ね
、
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「あ
れ
だ
け
の
団
体
の
会
長
て
言
っ
て
、
本
当
は
常

識
の
あ
る
人
や
ろ
ば

っ
て
ん
、
本
当
あ
ん
た
た
ち
の

会
長
は
、
夜
の
夜
中
に
電
話
ば
か
け
て
か
ら
、
常
識

も
何
も
な
か
た
い
」
て
我
が
息
子
か
ら
言
わ
れ
て
、

「
い
ん
に
ゃ
、
会
長
は
特
別
さ
ね
」
と
弁
護
す
る
と
、

「そ
の
特
別
が
お
か
し
か
た
い
」
て
。
そ
う
し
て
「か

か
っ
た
と
き
に
は
も
う
電
話
切
っ
て
知
ら
ん
顔
し
と

か
ん
ね
。
あ
ん
た
が
ど
う
や
こ
う
や
言
う
け
ん
か

か
っ
て
く
っ
と
た
い
」
て
言
っ
て
、
し
ま
い
に
は
息

子
と
け
ん
か
に
な
っ
た
り
、
私
も
会
長
の
こ
と
を
言

わ
れ
れ
ば
腹
の
立
っ
て
、
息
子
と
け
ん
か
も
す
る
し

ね
。
本
当
や
っ
ば
り
自
分
の
思
っ
て
る
人
に
だ
け
あ

れ
は
何
人
か
に
か
け
て
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

辻
原
　
け
ど
、
何
を
さ
れ
て
も
憎
め
な
い
ん
で
す
よ
。

中
村
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
お
か
し
か
ね
。

田
川
　
本
当
、
憎
め
な
い
で
す
。

一
「
キ

ン

グ

牧

師

像

」
設

置

騒

動

記

井
原
　
ハ
ワ
イ
か
ら
帰

っ
て
突
然
、
キ
ン
グ
牧
師
の

像
ば
つ
く
ら
に
ゃ
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、
す
で
に

大
学
の
彫
刻
の
先
生
に
頼
ん
で
た
。
そ
れ
を
平
和
公

園
に
据
え
る
と
言
う
ん
で
す
。
「平
和
公
園
は
何
も

か
ん
も
据
え
ら
れ
ん
と
、
ち
ゃ
ん
と
決
ま
り
が
あ
っ

て
」
と
い
う
と

「そ
れ
は
け
し
か
ら
ん
。
平
和
公
園

に
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
れ
」
と
言
わ
れ
る
。

中
村
　
あ
ん
と
き
は
騒
動
し
た
よ
ね
。
八
月
に
ハ
ワ

イ
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
を
迎
え
て
除
幕
式
を
す

る
と
い
う
。
像
の
置
き
場
が
な
い
か
ら
、
坂
本
町
の

深
堀
さ
ん
と
言
う
方
の
ち
ょ
っ
と
横
に
畑
が
あ
っ
た

ん
で
す
よ
。
通
り
道
で
す
よ
。
そ
こ
に
置
い
て
く
れ

る
と
い
う
と
、
「そ
り
ゃ
立
派
な
銅
像
ば

っ
て
ん
ね
、

そ
げ
ん
と
は
家
の
横
に
置
か
る
ん
も
ん
ね
」
と
い
っ

て
断
わ
ら
れ
た
。

井
原
　
結
果
的
に
、
三
ツ
山
の
純
心
大
学
で
仮
設
置

し
て
除
幕

し
た
。

会
長
に
つ
い
て
の
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
お
話

中
村
　
お
金
の
こ
と
は
、
も
う
わ
け
わ
か
ら
ん
ご
と

な
っ
て
ね
、
も
う
あ
っ
ち
に
突
っ
込
み
、
こ
っ
ち
に

突
っ
込
み
…
…
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井
原
　
そ
う
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
、
平
和
賞
も
も
ち

ろ
ん
、
ず

っ
と
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
け
ど
、
平
和

賞
も
、　
一
〇
〇
万
円
も
の
金
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ

ん
や
っ
た
も
ん
ね
。

中
村
　
そ
う
で
す
。

井
原
　
そ
れ
は
銅
像
の
こ
と
だ

っ
て
そ
う
だ
し
、
そ

う
い
う
面
で
は
、
や
っ
ば
り
お
金
は
き
ち

っ
と
し
て

い
る
よ
う
で
、
ル
ー
ズ
だ

っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
ね
。

中
村
　
ハ
ワ
イ
に
行
く
時
に
も
お
金
な
し
で
ね
、
「中

村
さ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
代
ば
払
え
」
と
言
う
か
ら
、
「会

長
、
お
金
は
持

っ
て
き
と
ら
ん
と
」
と
言
う
た
ら
、

「お
れ
は

一
銭
も
お
金
の
あ
る
も
ん
ね
。
だ
い
が
お

金
ば
持

っ
て
く

っ
か
」
て
、
こ
げ
ん
。
そ
し
た
ら
、

矢
嶋
さ
ん
が
、
「会
長
、本
当
に

一
銭
も
な
か
と
」
「僕

も
持

っ
と
ら
ん
」
て
、
矢
嶋
さ
ん
は
び

っ
く
り
し
て

労
働
金
庫
に
走

っ
て
準
備
し
た
。

田
川
　
そ
れ
も
長
崎
駅
を
出
発
す
る
直
前
で
す
よ
。

中
村
　
や
っ
と
、
福
岡
の
駅
に
着
い
た
と
き
も
忘
れ

も
せ
ん
、
食
事
を
し
た
で
し
ょ
う
。
あ
ん
と
き
も
私

に

「払
う
と
け
」
て
言
う
け
ん
ね
、
私
も
ね
、
出
し

た

っ
き
り
、
そ

の
ま
ま

で
す
よ
。
そ
ん
な
調
子

で
し

た
。

田
川
　
結
局
矢
嶋
さ
ん
は

一
電
車
お
く
れ
て
福
岡
に

着
い
た
ん
で
す
。

中
村
　
そ
ん
と
き
、
私
が
出
し
た
食
事
代
の
お
金
の

事
を
言

っ
た
ら
、
「宝
来
軒
で
こ
の
前
、
ご
ち
そ
う

ば
食
べ
た
ろ
う
が
」
て
、
「う
ち

一
人
じ
ゃ
な
く
て
、

み
ん
な
で
食
べ
た
で
し
ょ
う
」
と
言

っ
て
も
さ
、
「そ

げ
ん
こ
と
ば
強
く
言
う
な
」
そ
の
ま
ま
さ
ね
。

井
原
　
ま
あ
、
し
か
し
、
事
務
所
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

か
ら
出
て
来
た
大
金
に
つ
い
て
は
や
は
り
外
債
、
外

国
債
権
を
買
う
と
い
う
ふ
う
な
形
に
し
て
残
し
た
の

は
、
い
ま
に
し
て
考
え
れ
ば
…
…
。

中
村
　
今
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
が
あ
る

け
ん
ね
、
助
か
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

一
時
期
に
は
年
に
二
千
何
百
万
ぐ
ら
い
利
子
が

入

っ
て
き
て
い
ま
し
た
も
ん
ね
。

田
川
　
会
員
拡
大
に
は
島
原
半
島
を

一
周
、
そ
し
て

ま
た
五
島
な
ど
も
、
真
夏
に
冷
房
つ
け
な
い
で
車
に

同
乗
し
て
ま
わ
る
の
は
つ
ら
か
っ
た
。

中
村
　
大
変
で
す
よ
。
会
長
の
お
供
は
。
汽
車
の
中
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に
、
夏
に
行
く
に
し
て
も
、
ほ
ら
、
電
気
ヒ
ー
タ
ー

を
持

っ
て
い
っ
て
つ
け
る
ん
で
す
か
ら
。
昔
は
夜
行

列
車
で
ね
、
寝
台
が
上
と
下
と
あ
る
電
車
で
行

っ
た

ん
で
す
よ
。

ヒ
ー
タ
ー
持
ち
込
ん
で
つ
け
る
と
車
掌
さ
ん
が
来

て
、
「や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
消
し
、
行

っ

た
ら
ま
た
つ
け
る
、
も
う
本
当
に
。

田
川
　
だ
か
ら
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
そ
ん
と
き

に
は
体
調
が
悪
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

中
村
　
寒
い
寒
い
て
言

っ
と
り
ま
し
た
も
ん
ね
。
寒

い
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
体
調
が
悪
い
証
拠
で
す

も
ん
ね
。

辻
原
　
そ
う
、
私
も
西
川
さ
ん
た
ち
と

一
緒
に
東
京

に
行

っ
た
と
き
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
た
の
で
汽
車

の
中
の
洗
面
所
で
紙
コ
ッ
プ
に
い
っ
ぱ
い
水
を
く
ん

で
、
ず
う

っ
と
会
長
の
周
り
に
ま
く
ん
で
す
よ
。
何

回
も
何
回
も
ま
く
。
「空
気
の
乾

い
て
き
た
、
ほ
ら

ま
け
」
と
い
わ
れ
る
。
西
川
さ
ん
と
永
田
さ
ん
と
三

人
で
も
う
ず
う

っ
と
ね
、
到
着
す
る
ま
で
紙
コ
ッ
プ

で
ず
う

っ
と
交
代
交
代
で
会
長
の
周
り
に
水
を
ま
い

て
お
り
ま
し
た
。

井
原
　
突
然
、
「井
原
さ
ん
、
広
島
に
行
く
け
ん
つ

い
て
き
て
く
れ
ん
ね
」
て
、
「な
ん
の
用
事
で
す
か
」

と
、
「う
ん
、
ち
ょ
っ
と
広
島
で
打
ち
合
わ
せ
を
せ

ん
ば
い
か
ん
」
と
言
う
の
で
、
嘉
松
愛
子
さ
ん
と
私

と
、
も
う

一
人
の
方
と
会
長
と
四
人
で
広
島
駅
に
着

く
と

「ど
こ
や
っ
た
か
ね
ェ
」
と
被
団
協
に
行
く
と

い
う
わ
け
。
「聞
い
て
み
よ
う
」
と
い
っ
て
も

「
い

や
わ
か
る
」
と
い
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
で
ぐ
る
ぐ
る
回

り
、
や
っ
と
見
つ
か
っ
た
。
事
務
所
に
つ
く
と
役
員

の
方
か
ら

「あ
れ
、
深
堀
会
長
何
の
用
で
す
か
」
と

い
う
始
末
。
「う
ん
、
ち
ょ
っ
と
来
た
」

っ
て
。

一
時
間
ぐ
ら
い
雑
談
を
し
て
い
た
が
、
相
手
も
忙

し
く
会
議
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
「ち
ょ
っ
と
私
た

ち
も
き
ょ
う
用
件
の
あ
る
け
ん
」
と
言
う
の
で
、
「会

長
、
打
ち
合
わ
せ
し
と
ら
ん
や
っ
た
と
ね
」
と
き
い

た
ら
、
「う
ん
、
打
ち
合
わ
せ
は
し
と
ら
ん
」
っ
て
。

中
村
　
そ
げ
ん
や
も
ん
ね
。

井
原
　
そ
し
た
ら
今
度
は

「よ
し
、
そ
れ
な
ら
長
滝

さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
会

っ
て
い
こ
う
」
と
か
言
う
の
で
、

平
和
会
館
に
行

っ
た
、
今

「国
際
会
議
中
で
す
」
と

言
う
。
「呼
び
出
し
て
く
れ
」
と
言
う
の
で
、
応
待
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し
て
く
れ
た
方
が
「
い
や
あ
、国
際
会
議
で
す
か
ら
」

と
言

っ
た
ら
、
「よ
か
け
ん
長
崎
か
ら
深
堀
が
来
た

と
い
っ
て
呼
び
出
さ
ん
ね
」
と
か
言
う
て
、
そ
し
た

ら
、
こ
の
長
滝
さ
ん
が
会
議
を
抜
け
て
き
た
ん
で
す

よ
。
「今
ち
ょ
っ
と
会
議
中
で
す
け
ど
、
抜
け
出
し

て
き
ま
し
た
」
と
。
そ
し
た
ら
、
「や
っ
ぱ
り
被
爆

者
援
護
の
事
は
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
に
言
わ
ん
と

ち
ょ
っ
と
問
題
解
決
せ
ん
け
ん
、
日
本
政
府
に
言
う

た
っ
ち
ゃ
だ
め
や
も
ん
ね
。
ア
メ
リ
カ
に
代
表
団
ば

送
ろ
う
と
思
っ
て
お
る
」
と
言

っ
て
さ
。
で
、
向
こ

う
も

「あ
あ
、
そ
う
で
す
ね
、
そ
う
で
す
ね
」

っ
て
。

会
長
の
性
格
を
読
み
き
っ
て
の
こ
と
だ

っ
た
と
思
う
。

中
村
　
本
当
に
行
き
当
た
り
ば

っ
た
り
や
っ
た
ね
。

東
京
に
行
く
の
も
。

本
当
東
京
に
行

っ
て
も
、
だ
れ
に
会
う
と
い
う
そ

の
計
画
も
な
か
っ
た
事
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
よ
。

で
も
、
厚
生
省
の
部
長
と
か
、
え
ら
い
方
々
に
会
う

と
言
う
て
、
そ
し
た
ら
、
受
付
か
ら

「連
絡
は
し
て

あ

っ
た
ん
で
す
か
」

っ
て
、
「
い
や
あ
、
何
も
し
と

ら
ん
け
ど
、
お
い
が
来
た
っ
て
言
う
て
く
れ
ん
ね
、

す
ぐ
出
て
く
る
け
ん
」
と
い
う
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
深
堀
会
長
の
名
刺
を
や

っ
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
す
ぐ
出
て
は
来
ら
れ
た
で
す
よ
。
で
も
、

「今
は
ち
ょ
っ
と
会
え
ま
せ
ん
の
で
、
ち
ょ
っ
と
三

十
分
ほ
ど
部
屋
に
お
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言

っ
て
、

そ
の
部
屋
で
待
つ
と
、
し
ば
ら
く
し
て
出
て
来
た
役

人
は

「会
長
、
前
か
ら
来
る
と
い
う
連
絡
を
し
て
く

れ
ん
ば
ね
」
「
い
や
あ
、
そ
げ
ん
さ
る

っ
も
ん
ね
。

忙
し
ゅ
う
し
て
」
と
か
の
会
話
で
し
た
。

井
原
　
今
は
そ
う
い
う
こ
と
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い

事
で
す
け
ど
、
当
時
は
い
る
ん
な
長
崎
の
名
物
と
か
、

ビ
ワ
の
と
き
は
ビ
ワ
、
あ
る
い
は
か
ま
ぼ
こ
、
カ
ラ

ス
ミ
と
か
、
そ
ん
な
も
の
ま
で
、
東
京
に
ど
ん
ど
ん

贈

っ
て
い
た
わ
け
で
す
よ
。
向
こ
う
は
忘
れ
て
い
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
行

っ
て
も
時
間
を
と

っ

て
く
れ
る
わ
け
で
す
。

中
村
　
そ
う
で
す
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
名
前
は
よ
く
わ

か
っ
て
お

っ
た
。
や
っ
ぱ
り
贈
り
物
を
し
よ

っ
た
ん

で
し
ょ
う
ね
。

井
原
　
会
長
と
役
人
と
の
人
脈
は
で
き
て
お

っ
た
わ

け
で
す
ね
。

田
川
　
偉
い
人
で
も
、
も
う

一
声
で
本
当
に
…
…
親
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身
に
話
し
て
い
た
で
す
も
ん
ね
。

中
村
　
天
皇
陛
下
に
で
も
会
お
う
と
い
う
人
だ

っ
た
。

で
も
、
皇
太
子
殿
下
が
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
と
き
に
、

あ
ん
と
き
に
は
、
や
っ
ぱ
り

「さ
す
が
」
と
思

っ
た

ね
。
や
っ
ば
り
地
名
士
の
方
が
金
子
知
事
さ
ん
と
か

ず
ら
っ
と
並
ん
で
会
長
の
番
に
な

っ
た
じ
ゃ
な
い
で

す
か
、
あ
の
と
き
に
皇
太
子
殿
下
が

一
生
懸
命
話
を

さ
れ
て
、
あ
れ
は
五
分
以
上
や
っ
た
も
ん
ね
。
も
う

何
や
か
ん
や
話
さ
れ
て
さ
、
そ
し
て
、
帰

っ
て
か
ら

会
長
は
ぐ
あ
い
が
悪
う
な

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
緊
張
し

て
い
た
。

井
原
　
そ
う
い
う
い
ろ
ん
な
面
で
の
心
配
り
は
個
人

的
に
は
あ

っ
た
ん
だ
け
ど
、
何
と
言
う
の
か
、
自
分

を
よ
り
大
き
く
見
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
ん

で
す
よ
ね
。
彼
に
は
。

中
村
　
自
信
過
剰
も
あ

っ
た
わ
け
ね
。

会
長
の
運
動
の
お
陰
で
「友
の
会
」
の
今
日
が

田
川
　
で
も
、
会
長
が
こ
の
運
動
を
リ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
長
崎
だ
け
で
な
く
て
、
そ
の

全
国
の
被
爆
者
の
方
た
ち
も
、
本
当
に
救
わ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
大
な
り
小
な
り
幸
せ
を
い
た
だ
い

て
い
る
人
々
は
多
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

中
村
　
や
っ
ぱ
り
根
を
広
げ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

友
の
会
の
今
日
が
あ
る
ん
で
す
か
ら
ね
。
現
在
の

方
々
は
、　
一
つ
の
で
き
上
が

っ
た
も
の
を
続
け
て
い

け
ば
い
い
で
す
け
れ
ど
も
、
会
長
と
い
う
の
は
、
自

分
が

一
番
先
に
そ
れ
を
な
さ

っ
た
方
で
す
か
ら
ね
。

そ
こ
は
大
し
た
も
ん
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
は
大
変
で
す
よ
。
農
林
省
の
職
員
で
あ
り
な

が
ら

一
個
人
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

や
っ
ぱ
り
頭
が
下
が
る
。

田
川
　
無
鉄
砲
な
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
か
ら
で

き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ワ
ン
マ
ン
な
面
も
あ

っ
た
か
ら
や
れ
た
か
も
し
れ

な
い
。

中
村
　
ま
ず
、
動
員
学
徒
の
会
を
つ
く

っ
て
、
軍
属

並
の
処
遇
に
持

っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

動
員
学
徒
も
成
功
し
て
、
そ
の
次
は
被
爆
者
と
い
う

こ
と
に
目
を
つ
け
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
立
派
だ

っ
た

で
す
ね
。
数
字
に
強
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
や
っ
ぱ
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農
林
省
の
統
計
事
務
所
で
、
い
る
い
ろ
な
さ

っ
て
い

た
ん
で
し
ょ
う
。

井
原
　
あ
れ
だ
け
元
気
か
っ
た
、
本
当
に
ば
り
ば
り

で
、
文
章
も
随
分
た
く
さ
ん
書
か
れ
、
「ち
く
り
ち

く
り
」
に
も
書
い
て
お
ら
れ
た
け
ど
、
中
身
も
政
治

的
な
こ
と
も
含
め
て
非
常
に
深
い
も
の
が
あ

っ
た
。

運
動
の
当
初
の
段
階
は
、
政
治
家
も
ほ
と
ん
ど
保
守

系
の
人
と
つ
き
合

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
初
村
滝

一

郎
さ
ん
と
か
西
岡
武
夫
さ
ん
と
か
、
次
第
に
革
新
系

の
人
に
も
お
ね
が
い
し
て
、
よ
く
働
い
て
い
た
だ
き
、

被
爆
者
の
い
ろ
ん
な
要
求
を
実
現
す
る
た
め
に
皆
様

は
相
当
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
よ
。

中
村
　
中
村
重
光
さ
ん
も
よ
く
や
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
ね
。
私
た
ち
も
何
回
も
陳
情
し
た
で
す
ね
。

田
口
健
次
先
生
と
か
ね
。
社
会
党
系
の
人
で
し
た

も
ん
ね
。

井
原
　
高
木
義
明
代
議
士
も
力
に
な

っ
て
も
ら

っ
た
。

現
在
も
な
お
。

中
村
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
倉
成
正
さ
ん
に
も
大
変

お
世
話
に
な

っ
た
。

田
日
長
次
郎
さ
ん
に
も
お
願
い
に
行
き
ま
し
た
。

最
初
の
こ
ろ
の
総
会
な
ど
に
は
、
ひ
な
壇
に
、
ず

ら
―
っ
と
国
会
議
員
の
先
生
方
が
並
ば
れ
、
県
会
議

員
の
先
生
、
そ
れ
か
ら
市
会
議
員
て
、
本
当
に
ひ
な

壇
で
し
た
よ
。
も
う
…
…
。

辻
原
　
そ
し
て
、
リ
ボ
ン
を
ね
、
紅
自
の
リ
ボ
ン
の

大
き
い
の
を
用
意
し
て
こ
れ
は
国
会
議
員
と
衆
参
議

員
の
人
た
ち
に
つ
け
て
。

中
村
　
あ
れ
だ
け
来
て
も
ら
う
て
い
う
か
ね
、
あ
れ

だ
け
の
人
を
集
め
き
る
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
普

通
の
方
で
は
で
き
ま
せ
ん
よ
。

田
川
　
そ
れ
か
ら
、
原
爆
病
院
の
院
長
の
安
日
先
生

も
ね
。

井
原
　
金
子
原
二
郎
さ
ん
が
初
め
て
知
事
に
出
る
と

き
、
ぜ
ひ
推
薦
せ
ん
ば
い
か
ん
と
言

っ
て
、
私
も

一

緒
に
事
務
所
に
二
人
で
行

っ
た
。
被
爆
者
の
ホ
ー
ム

を
つ
く
る
な
ど
と
要
望
し
て
い
た
が
簡
単
で
は
な
い

事
業
だ

っ
た
。
次
い
で
二
回
目
は
も
う
切
り
か
え
て

ば

っ
さ
り
と
い
う
始
末
。

中
村
　
そ
う
で
す
よ
。
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晩
年
の
会
長
と
愛
犬
タ
ー
ボ
の
こ
と

井
原
　
会
長
が
七
十
歳
す
ぎ
て
脳
こ
う
そ
く
を
わ
ず

ら
っ
て
い
た
こ
と
を
私
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

引
き
金
に
な

っ
て
、
ま
だ
ら
ボ
ケ
症
状
が
出
た
。
そ

う
い
う
事
情
を
悪
用
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が

は
び
こ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
亡
く
な
る
前
の
最
後
の

四
、
五
年
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
ち
ょ
っ
と
き
つ

か
っ
た
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
昨
年
は
五
回
ぐ
ら
い
入
退
院
を
繰
り
返

し
た
ん
で
す
け
ど
、
井
上
病
院
に
入
院
さ
れ
て
、　
一

番
最
初
、
私
が
見
舞
い
に
行

っ
た
と
き
に
、
「あ
ん

た
銭
持
た
ん
け
ん
土
地
ば
や
る
」
「は
あ
？
」
「土
地

ば
六
、
○
○
○
坪
持

っ
と
る
か
ら
や
る
け
ん
」
と
言

い

「そ
れ
は
そ
れ
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
う
け

な
が
す
と
、
「六
、
○
○
○
坪
ば
売

っ
て
選
挙
に
使
わ

ん
ね
」
と
言

っ
た
あ
と
、
「犬
ば
何
と
か
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
」
と
、
た
の
ま
れ
た
。

中
村
　
タ
ー
ボ
ウ
。

井
原
　
自
分
の
事
よ
り
も
タ
ー
ボ
の
こ
と
が
心
配
な

わ
け
。

中
村
　
そ
の
大
が
ね
、
子
供
と
同
じ
や
っ
た
け
ん
、

ハ
ワ
イ
で
ね
、
私
た
ち
の
二
人
の
部
屋
に
来
て
ね
、

「電
話
ば
貸
さ
ん
ね
」
て
言
う
か
ら
、
「ど
う
ぞ
」

て
言

っ
て
、
「ど
こ
に
か
く

っ
と
ね
」
と
言
う
た
ら
、

「長
崎
に
」
て
。
「奥
さ
ん
に
か
く

っ
と
」
て
言

っ

た
ら
、
「う
―
ん
」
て
言

っ
て
た
け
ど
。
奥
さ
ん
が

出
た
ら

「
タ
ー
ボ
は
お
る
ね
」
て
言
っ
て
る
も
ん
ね
。

し
ば
ら
く
黙

っ
と
っ
た
と
が
、
「あ
あ
、
タ
ー
ボ
が

ワ
ン
ワ
ン
て
言
う
た
、
中
村
さ
ん
、
タ
ー
ボ
が
言
う

た
、
ほ
ら
、
聞
い
て
み
ん
ね
」
て
言
う
て
ね
、
そ
の

タ
ー
ボ
に
電
話
ば
か
け
た
と
で
す
ね
。

辻
原
　
で
、
初
代
の
タ
ー
ボ
が
い
た
で
し
ょ
う
。
そ

の
タ
ー
ボ
が
死
ん
だ
と
き
に
三
階
で
お
通
夜
し
た
ん

で
す
よ
。

中
村
　
葬
式
に
も
私
た
ち
行

っ
た
ん
で
す
よ
。
「中

村
さ
ん
来
ん
ね
」
て
夜
中
に
か
か
っ
て
ね
、
そ
れ
で
、

「何
事
で
す
か
」
て
言
う
た
ら
、
「タ
ー
ボ
が
死
ん

だ
」
と
言
う
の
で
、
行
っ
て
み
る
と
犬
の
死
体
に
布

を
か
け
て
い
た
。
「葬
式
す
る
」
葬
祭
場
に
連
絡
し

て
車
も
来
ま
し
た
。
会
長
が
、
「あ
ん
た
た
ち
も
黒

か
洋
服
ば
着
て
こ
い
」
て
い
う
の
で
、
真

っ
黒
の
洋
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服
を
着
て
、
犬
の
葬
祭
場
ま
で
車
と

一
緒
に
つ
い
て

い
っ
て
、
そ
し
て
焼
い
て
、
お
骨
ば
持

っ
て
、
納
骨

し
ま
し
た
よ
ｃ

そ
し
て
、
家
に
も
祭
壇
を
つ
く
り
ま
し
た
よ
。

辻
原
　
そ
ん
と
き
そ
の
お
通
夜
に
行

っ
た
ん
で
す
。

井
原
　
お
通
夜
に
ね
え
…
…
。
だ
か
ら
、
自
分
の
子

供
み
た
い
ね
。

田
川
　
家
庭
的
に
も

っ
と
恵
ま
れ
て
幸
せ
だ

っ
た
ら
、

も

っ
と
変
わ

っ
て
お
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

も

っ
と
人
間
性
も
ね
。
何
か
も
。

井
原
　
や
っ
ば
り
厳
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
自

分
に
も
厳
し
か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
人
に
対
し
て
も

厳
し
す
ぎ
る
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

中
村
　
と
に
か
く
自
分
の
こ
と
は
何
で
も
通
る
と
い

う
ふ
う
な
こ
と
で
ね
、
や
っ
ぱ
り
自
信
過
剰
も
多
々

あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
、
だ
か
ら
、
こ
こ
ま
で
来
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

井
原
　
ま
ず
本
人
が
努
力
し
て
、
中
心
に
な

っ
て
奮

闘
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
組
織
の
カ

と
い
う
か
、
た
く
さ
ん
皆
さ
ん
が
会
員
と
し
て
支
え

て
い
た
力
が
あ
の
人
を
、
ど
の
人
の
前
に
行

っ
て
も
、

自
分
の
発
言
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

深
堀
さ
ん
の
功
績
と
い
う
の
は
、
数
え
上
げ
れ
ば

き
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の
人
の
あ
る
意
味
で
は

カ
リ
ス
マ
性
と
い
う
か
、
強
力
な
指
導
性
と
い
う
か
、

そ
れ
に
よ

っ
て
こ
の
会
も
ま
と
ま

っ
て
き
た
し
、　
一

方
で
反
発
す
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
け
ど
、
む
し
ろ

功
績
は
限
り
な
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
今
日
こ
う

し
て
私
た
ち
が
被
爆
者
と
し
て
法
に
基
づ
い
て
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
法
律
を
つ
く

っ
た
り
改

善
し
た
り
し
て
き
た
原
動
力
に
は
や
っ
ば
り
深
堀
会

長
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
ち
ゃ
い
か
ん
と
思

い
ま
す
ね
。

中
村
　
こ
れ
か
ら
先
も
、
長
く
、
深
堀
会
長
の
遺
徳

を
し
の
び
学
び
な
が
ら
運
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
ね
。

田
川
　
こ
の
運
動
は
ず

っ
と
続
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
、
新
し
い

井
原
会
長
さ
ん
の
も
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
そ
し
て
、

会
長
を
支
え
、
本
当
に
私
達
の
団
結
の
す
ご
さ
を
示
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１
／）幸
Ｆ
し

ょ

つゝ
。

全
員
　
組
織
の
パ
ワ
ー
と
い
う
か
、
そ
こ
ら
辺
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

井
原
　
当
初
会
長
が
目
指
し
て
お

っ
た
よ
う
な
も
の
、

組
織
も
そ
う
で
す
が
、
被
爆
者
援
護
の
諸
施
策
も

一

応
の
目
標
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
い
き

さ
つ
で
離
れ
て
い
っ
た
人
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
で

き
る
だ
け
そ
う
い
う
人
た
ち
と
も
、
目
指
す
と
こ
ろ

は

一
緒
で
す
か
ら
、
共
同
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
何
と
か
そ
う
い
う
こ
と
が

で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
会
員
自
身
が
組

織
を
き
ち
ん
と
保
ち
諸
々
の
運
動
を
続
け
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
が
、
会
長
の
意
志
に
報
い
る
道
だ
と
思

っ

て
い
ま
す
か
ら
、
今
後
と
も
力
を
あ
わ
せ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
ね
。

（「は
い
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

き
ょ
う
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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｀
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派屡惨ズ蛮コンう
`

「
`:え
爽ぶ人摘エランニ円1(歿列した自

`若

2墨」

大摘工場に関力ゞ ニケイあ′りました。

カーロバネ上資なうダ|〔ネ凌者の:準_凩口でした.

オニ劇ドエ資ならび1(勤史孝夜の範́熙Nで tた ,

才二円 く子イ定業資な5び |で く子ラ甦々 楊k喪チ勁興子夜」の電_照 Nぞtた .
こ場 面{ま
`義
鶴 メ蒟工場れては″´́名近くの従.業員なうび((づ雄

ジWな勿Йヲ徒バルわ2′争∂月′日午前//た頭|て
'榜

してヽ`たと
`わ

れる。
あとの∂́ ′́メ3こくlα ′しの勁務者トンわレエタの夕こ煮興などと,oゎれ,,.

派環浚千久 この才二関1ま 一番夕決しく々 バ、この才三由k逸つス

コ断方面へと2∪γたる¢と思に`ま
`.

そKIまルル久が' 才二山そよると口か あったからだι略に`ます、
4:ら く こ

^才
多由かう≠́´́んのス.バ 逃げレ_こ 恐、ヽ■,.

こあら面は衆派腋:千 力`う/θか後 ″う形グ■2θ tt δ月ノ3)揃 /ノ "『

/´介所ただと思にヽま
`。負場者迄1■、血だ
｀
う|夕となって茨ユ彗ltル伸ァをボめ′タバう、ぁたか8.

東イドーヘlミ 蒙列する月暉むようなも
のでした、

クもくの/ス でした

スル承 勝一(励 )
瑕魔ヤスト
牧睛釆務蜂者チ啄ス̂

少
次々

@証 多老
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承髪惨灰仏図 才4多
r救
′力 |」子3'幸」

このユ面に ,多が,2ο子∂湾′
`キ
た∠々キ颯́′場面でt橡薄ャψ

`し

照nィ
‐の、く

)ヒ
^/´
ネ́|`"｀クのたこ́ おり際́ ため1て 々幸した承影レ|1孝 ,テ幸1れた。

キく関孝と道」Cして、1壺のた場K力哲力`うゆ,く りゆっくり

“

千したίで1夕κ■笙

象鰺 |`l`亥場孝厨横たわってヽ 人`ので2人のバ関幸̂響u際史
バ液ξlう ′`́の、

千っく糸tものでLた。

そミ1〔ほ歿
`名
←及、,ヾ 負場者など待林iしてお′lを たヽ。

重揚者の″列事κ柔|てよと右含バムて.修力画、子人,多看.次遣罠″ヾ

負場者ξ花をかりヽえて.列率1く ,こた.ズ 、フ〕1字の方から子(デ |で あげて液核

列車|く 乗Ⅲ れ
`し

た。

この刻争|`影を面のふ孝でしたので,興′湯者|`2ο′,たばかイリカヾ柔った

しをしヽます.χ l(旬ってよ発 tたのが子ん7庁啜でキ魔くなって行く

ところでした.  列lキ |`謙子邁たで並って幸L′陽老〔おろしバ多や、の大イ寺ら(

1(、 千たア庁〕′か浚滋●
`tた

.

このン3デ勲く豫 ス 跡 ―,ス 乏衆
`く

久●浙件ブタがんスれて

おりました。

なお, ぶk扱′4キ ン 1ラ (形承云顔)子ん 2時減ム発六鵞濠面附近か,ま発

″  力2る (裔 次二わ  ' 4  ウ   う   ク

φ  クう;(采ア、あ―)' る時,ο分夕   ′   ク

う  オ4`く人千 力男), 7峰  ク にウ4スユ苑

127 空白の二十時間
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壁 重泡毯ユz二
r承
爆殷下後 ラ峙向 ″∠″のイえ条は ?」

この

“

面|ま れψヾ 、輌関
‐の脅麦残kt(｀ た`とこのことでした。

際の中1(は、2θ筋前後の/くが
｀
身〔みそめて、ヽたとさのキでした。

午ん2府浚だったと思、ヽま

`.葵

´々m、 稲′たムの工菫からそ埓千して

ンピ上かう/´′ネギにビか′|の ところまて`イタ滋飛行 tノ (核場た4ミ′子

した、 ア
゛
ラマン/`″が あつた。

宙二1家のスロ|(ヽ た`力、ι英正面に向ヽ`かったのでtた 、20ズ前後

のイ聯7士の,数まで
｀
|`っ をク晃み=と

ハ` で,たので
｀
した。

イ刻ム思わず
/`こ

'多不ち
とスつたようぜtた。

ところバ′
`万
1ま 米あつ 1推二戦オ:称でしたのでキム為:近寿1(

米国の第なら●洲堕l(ネ てヽ たヽし思われます。

アメリカバ ヽ`か1(次腱レ索蕩亀櫻ざ下を六υ午,株 |(して、ヽたかと准力llでそる

とZヽ ま`す・

右ち このイし角辞毅そん栄畿・ 渤次工責卜」ん|■ イム́ こころがう

/´ ,́ネ |よ
・か′|,学旅/cと ころの,い川でえたとZ、ってありました。

て、液核′〕1孝ン /多子|て ,ス
1つ てヽ`た あ塚 依』為うん0知 'ス

ぉ′1 蒟あとも午名 2薦歿だったとスつてが,ます。

篭:三者  雅ム _灘 一
燿りζ,I^/rg 
形承 久 鴫
遜′k帯雅_ψttκ 千去岬
ム=輛 次 工き

豫厳7炊疵珈
´
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原燦憐〉氏絵図四ラ

r
 
絶対に嶽争/;j_していけない I

淑］卓道心邸通リ遥ざ｀みとき.J

この函面11，私b＼‘‘移後列車3¥3き単1て収哀されたときが，ん砂碩

て、＼ 道汲ぷ切）速しを達逸すみときが 7時忍？分前後だと思 いけ．

紅 7未ばか1)の切り通しのに目乏も11みと，あの土手に這いつく1わて

裟虹1車を呵‘さこんて‘‘いみ人が‘ざ‘っしI)いた ，む紹Ii,I00人前後の

人だったと息います．

薄商くf5って行く事中から-f,t..1サあーあ淋釦負けた 1I.あ

知表応充知晃て、鍬多11ぐをク寸にしてはいけrLI.＼どんな こ匹b¥‘‘

ぁってもと，決意したのて‘‘した．

この政移列車丈括処に行くあてもな＜、ただ．長藷知逃れらごどて‘‘

耀忍の政援列李，これょ I）以、L，不安なことはなかったバ‘した．

この息ぶ，匁、bゞ'l-0年間平知速勤、被姥若逢鰍虔推進した原長、

て‘‘した。

⑥証多者 深祗防 ー （68!¥ぅ

長活市歪／頑

茶睛果襟穀者守帳反召会叫乏

129 空白の二十時間



薇爆惨灰雀図才32`

「 凛爆 及千 2ヶ 月前 |(承 爆の家 留久バ」

それ1護 昭和 20 ttι 用の移面后の浚でした .

な どる・二麦来春入橋工場勤労孝の前力 )'Iの 上で・

こ:林#(″ ・́´
^ラ
ノ2ツタ,〔 していたとでのことです。

当時、三菱夫添人褐エラに|す ヨ本で後1稿 7К牢にあ多

脅年表為|を掟バ 20′ Zフ
`燿

:`旅 メヽ佐新染るの所えが.

:きピゾチで 盤りうれておりまtた .

´
お―ヽ ヤ`学生集まれクと云うじ食で.集、ゴι動員ラを

の Pヽ′主が ク0%移及″ヾ 場にて〉しまtた。

ところが` イイをする夕だろう力ヽ ? 4くぢも|`.ヽ｀'ド″`って

、ヽたのでヽ た。

講.域の内ふは.今日の新嗅ふ1(つ 、ヽくでした。

だんだんイカヾ 逹グ くZど承チ爆澤 |く スが、原爆の

イ理力ヾ孝しく説翡さКれ、どヽ にもおIT｀ろヴ
｀
左バう.

″解すること力ヾでき=tr(.
そして、今日のMで 1`歳金なバう.アメリカカヾ一呑
迪んで、ヽて.表日の秋薄まで来てヽ 多ヽとのことぜtた。次ろ力ゞ

集ヽ じるは_この原:長の液g者 才/ラ Iて 力ろうとは

如ろよLも なかったので,
4ヽ i`、 θ月

`ロ
ヴ 島ヤ

`く

新型鱒惣卸ヾ 艘:千
`К
た日の′力、

ソ劇たの本原町/f日のく―́夫家についく矛、マ
"｀

ラ脚、ヽたで、
′
あηこれ|`承凝だιク矛にヽ`` ま`tた .

そら″も3ョ後∂月,日 のネ燥により元んだ
｀
多も何ル 因れん

だったと.今る移つてあ′|ます。
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ェ
多

諫

か
ス
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多́

盪 奥受ふ入影Ⅲのシ4蜂 1ヽ,:l オ

組
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場
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薇爆惨灰絵図オ33ラ

ドイツ,VI.V IIの

ロタッ〕―来番久験が長けぞ′」

,7和 2θ 争́ 4月 颯でした三蓑ス思大筋工場の看ソ巌工場で、

当時 ドィッ壺孝バ、実ユ米上を致隊してヽ た`愁 茶徐1浚 VI,
vllの ぇ孝|■ .逸 u新同|(´っくおりました.

そKl,.,折ス反 イギリス,ァメリカ、フランスなどの連:合

口遊人、`|(浚 えあ力ヾラにたス番でした。

ところが、その 口ヶ、/卜・ 崚射淮
4を実高庚が、三菱夕3衝久各

エラの2崩工場でス次こ晨ることを開、ヽた な.じる数人の勁真
ラ従1執、そのえ場にグにんで

｀ヽ さ`ました。

チ1,,祈の∧、`のようなも多1(移 さ夕米名)の りこえて、こ面に

あるようなヤ〉ム,ぞ えアをしよtた。

本uヽなぅ|`).′ιぅ校て進貌kさ旅るところであったが`、カテ久

落嗣発の及夕0しkは ただ然えレてヽヽ工した。

てこμ./夕 0看

“

にのコ=クリートで 曰コをかこまれくらク■tた .

なか|く |■ 口ヶットパ直後′ο″ルの協で ′米ばン`′′の教さ

でくた. 実験バ |ま じ4みと濱殊I″佳生|の者べ 諄とっんざく

2_の ものでした。

戦争ネ、期|くに 相つご致職″後t(ロスめ人夕嵐は.新夫る

たえとこころ;行うしてヽ た`とそのことで.見 子́して｀`た後矢ども6

人、、|(期待してかnた。O覆乞Z 沐
"質

麟―(ク炒

ο 追跡 %孝 (薇藤惨灰修区才∬多)

ぁの 口ヶットは ドィップυたパ同
`駐

国の漱力;″′久の

ため|` 夕管:プト螂ヒ1でよつて,イ ント矛:工 |(1理ダ・■本菱Fクト纂魔κ

フ1歿 しヽたものであると闊、ヽており
`す

.

そしてあ́ とさの立杉ミ/t力 、ヾジ%イ〉時
'晨
/F形 でノ撃1爆:のとで

碁́Й脚」の液κビル g勲山 う`フ誰 //´ ネ́)Iく ′ヽ

ため.″:賣バタ多jを,しためこわれ
`,.

ぁみえ衆
`け
たもので、平ス:θ千(タノ争後

'の

夕`1、 工ψズ

って、ヽらもぁ|ム 第へ(ヵK´独、/ス でヽぁろし思ぃます。

なら.この後をえた村 崎
~た0勇んド 4ム 0発

`ケ
公′くで
｀

ぁったと_えから閥かされました。

なオ%´ん
'ル
|● ネヽ人工子守¨ 脅千冽ψで`した。

壮

エ

エ

易

及
行
ビ
ル 挨

秋

エ
ラ
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β24.β 2′ 子(よ る

長崎人爆孝ュ

々ヽ |よ そ/́わ 口 ,月 /ロ イま勁業によら'衆スぜ.≠要ジくる

人嬌工場こ蒻tCぜおクまtた .

ん合過■レ ことぞ|ま なかったかとで、、1ブ 教 燿零久力ヾ
ゑ′′ ヽ力ヾて 制k玖1褻来の■をかヽ・ 3つたようで

｀
tた そこで

後く1ま 家のЧPの 脅ま
'場

21く >́、ウエtた .

tぼラくしてかうクト菱コ〔諷て″みとス人み:′孝子の子生
バヽ

グごロア立のイ本:考従iの前にたむわしてヽ た`ぢ二2α移鶴の

′`べ たに山のチ″笏■塚ょ、そ
`け
て行さatた .

これ|,ノを、ヽこ.人ラ勒 上をとけるこ霰御のような

家i係でにた 夕24.∂ 2夕の∂移:術師承拗`、顔上に来く
ら′,2ヽた.そ こで`なに商杢秋に入ると、すく

｀
に濠年

バ だだだだι り娑千●スまヽ 2.
イr彰にセLt%イ 1‐及千さネたとていまtた そ細

`
笏菫塚tの 口晰拗ヽ`くるスく″′ほこ′|力ヾしまtた

そ卿 う` /斎湖ぼかりの向 っぎつゴ
`で

約旅燃等ヽ'

あ4ま 、た.

だ魚穿^C｀G後 ′卜によてけ多と わバ承κる人さな入ハろう
｀`くつ力`ならス メくス夜しておりまtた .
ク`の尿かうフ′ネ|`か′ノ4と ころ|(2′´々 ´蒸葬が毅卜|れ

ノ0米 のメ(メ、バあぃておりまtた 。

そのつの争μ3着次ズラ・マ●が永に序′

'つ

で煮争ど よろこグ
あ、ヽま たヽ。

7ん 夕時近くに′′工つて 矛バ 挙歿点 ′,帰って来て.奮バ燎キで

あ,た こと乏 よろこびひって.永力たので0｀なド こκ4に ■ぜ・

′象ヽヽのがξク,′)`tた 。

そタロa長躊ヤのアこ者 2″ο′% 負́場̀者 ∫́ ´́ んと′ヽ、
人べ云っている・ 〔劇latた .

その後 わバネに 稼諷先〔をのス衆に tiう 力ヽ 守́バ枚チ|(

予約して、、た夕|て 行こぅかと遂′て、ヽたがeぅ .そ _の ぇまて'ぁら

猥歯ヤ 本来貯 /丁曰2∂ら化のねて辣用 たヽ励ヽ`θ口″´あとの

とでて
｀
した.  力酔Lの よう1(.ずかなヤ膊におヽヽて|ま イ主′る●

″∫カバ教:しくたり.動 1デ 卜́に流ユ したもの、ちよつとてた
スカ久の人i移勃のよう|(8月 23よ り、θ月

'口
aぜ ttテメ返i桁

が3逸絡ヽとあヽ スヽた′鑽バあ!,■ 、た

なや`tt i`.浜の肛
^人
ヽ ガエの力t(ダ′′なして来て、承.蒸 1(

よって帰元tたものバあ′1撻つのと々●′くも′邦〔ヽヽたわけでtた .

核 爆 珍ズ総図ンライ

`t frE*oroTtara

ο修正多Z ラ祭 杉残 勝 ― (∠∂だ)
長らオ1,)段、不:/丁F,一 ♪ァ

参考〉

をさま.藤律●ヾ堅ャよ
′1恙千
`る

者とご移坂口,く |ま なうた、`

でいう″

私 |ま .,多和 20年 測 ′口.32タ リ 24`く ξろ そ桁Йネ″晨

摯を24多 tたバ /府尚半ぼが`′|の スゑ歿摯で
｀
てューン

ピューンしヽ う`轟4久ブくな者で・そのと]をム́ζ4く 2∂:K

tくも2`οκの濠舜バ落ぅたのです_

。 江 多老  添 赦 勝 一ζ″え)
Y2ジ :´い多女不 /fヨ

校嬌来燿峰た今
i瞬 .ス 公́た1只

132

回
国艤

ガド■
,`

′蓼 ●

U

`i

“

_          _■       ・

■,■■|■ ,■・ ・

ョ
璃
「Ｊ

― .■ 1・

“
舅LI:1‐'~千

「「生
７
亀
一一一

´
　

１
■
１

　

　

　

１
■

疸
レ
■
一

・

■
卜
　

　

陸

燿
魃
・■
年上
・焦
Ｌ

週
目
■

鑢
―    ・・・ Iヽ

昨1は

疇 |:

n" -,

′,A.・_イ _`"



1
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多 ●
´

核県惨灰絵図 ン,`ラ

と面上天、ヽκ ttК み」

このあ面1■ 形″●2´ 千グ月動真学にとして ″え移ブ民の
イる南寺学なが 多柔久番大わ工場に発るでれました.

そ・ 故 2″ル濯々
のア塁で
｀
tた。(ち乙前夜́えち釆知識)ネスtヽたと

スってあられまtた .)

三麦スるフ′嬌工場シ≠山 (滉掟火工煎 )と■つて 昨火φk陥の

そ筒圭場び|れ イ
=つ

て、て,一翡-1`たがって夕く姿 0.ス縁なものでtた
`

まらぞ 柔力国^行し ようで tた .

くの顔でこ裔下、気をはぃく 詭の日|`,ブ ^を力にかイナて.輌傘|■

持ぢふιえでtた。 その主でざま|( 管さん静、`てち′ナまtた 。
ニススる工場の/ヽふえにすぐttの にあが

41、 了ラ主など1■

その1警な 蝙〔すねして チ分に4ろ′くもあったくらいで、た.
とこあ力`.20千

`目
嗅 るたの工iうべ 彙孝ゐなせをでい慟の

う場率力ヾおくれて.わヒ孝力ヾたヽ`口々 バるたヽ たヽ マヽバあ′|よ tた .

その`
``、
そ憫主バ本をたんでヽ`たそうです.ところバエうの

当者紆べ「工場にネてネそよえで
｀
ヽ`らと14ヽ イイ孝だ」キ多テのシ7作

|(:逹i・行してフこったのでした。 そててイ千̂`裔
LT多とが
・
本tiえ

んでイfバ洛、`考後ぢも学生バスてて`るのほ資物 そ伝tいだi

ラエが本を教,もいに人分だ」 とく!1合 、ヽ童なく,4二場2'1と

大げんか1(なり 2日向のストライKと 4ク 生(た .

撰後|こに工場夕
'|バ
.わダと^K像にしまにた。

このそ西にゃ狩バ 1卜挙及キのたり 在会Кふれrで .自分逹

よ′リムtクするラ主
`′
'｀

ラ
'う
ラ、いうめておこうとfろ 万孝よ=等人

の旅性でtた .

0孝工 考 者 添 た_勝 ― (鞣 ,

教「ザを
~ヤ
)久不 /丁

髪
"R..核

燿考孝曖友42々ス
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このみ衝|ム 影″ 2ο 孝∂月フつ旨亥夕諸曖のこヒて
｀
たヽ.

″
`.考
李%爽千によ′|・ 今オ1(資場して 二麦来る人橋工場

ンー″ヒエ場A,・ 才二山
`ス
てψにあ物主塚にペフ'選ゲ

こ″■にた.

それ|`プリテ有つて″冽`五
サ行つく夕|スく.まるで米亀

とげら勁在 10・
`―

で塑
`げ

｀
あ)″ュ、た。

ところベプ
"く
ιくなつく・)―″ルエ場前ι液接フ17カヾ

浪たしヽ`うこヒミ物室吻衆ムで
｀
閉2■ たヽ。

そミで1を ,とっく り夫選軟探:準)まてヽ 夕しヽて行こうと密い
ところ力ヾ.さ さ|■ιまで

｀
シヽ`てネた力` も)夕くことが、

~・

で
｀
さまくんで
｀
tた 。  そミて'′,インくか

^日
本/、に燿んだン`

｀

断ラムま、た. このまユニこ|て ヽ`たら飲タタ多に なって
′こんで tようとをヽ`■tた 。 そこぞ忌ヽ`あ

`つ

て、竜りが″`ク

の_烈者人Iく象んだわけぞtた 。 ところバ.そのり郷」年′く,

「ああ、ヽ で゙

`よ

」と筒旱に,7ぞ新 たのでにた.

そ旅から、ぼぅくして.2ス●朝絆 り々ヵ
ン(もっス

`ま
たヽ
.

´、Fこの県υ-1く ゾ〔力>う 格つてネたがι不忌教で、た。

縣:,ご姥
"ヽ
ぅ/ク ´́ ネのぅ之ぶ、で

｀
ょくでまありくヵ―バあ″ヒグだ

′なあ‐  ‐  と、

イ́、に お稼1来てtnもなく刻渚にた 海ヽ校:列字ク3子に反沼

されたわけぞ.子築 lθ に曖i〔は 人える幸指λιくバЙし
`ヽ
た.

´●この珊′多くに勁ヶてもうゎol`~ム●多重でりしんでヽ 、ただ

ろうと醒ヽヽこヽ た。

イム1`幸η壼学‐ぺとスえ
`ざ

●1,ソんぞ、ヽた、イム′る口本く́ ことξ

赳うとを、キラに1,ず｀`いヽ そtヽたしまtた _

k4カ う`|な ビこ́ 凰の/くであろうとるどんんくぞぁろうとる、鉢|じ

燃慾ズたして■つ`″Lぼんぅにと決蓄しました.

″力``ネkメし考送量:勁、'子
～
髭:夕
'ミ

li tめ たのも、,瞥?様、,′ |ヽ

こ.のζ望多カモ
`る 'う
tt=●アえ`されてヽ み`らのと罹、ぃ.この:逢_動く

0生 盪.げたしヽとをってぃ=`.

。「激芭Z 禾浚 勝 ― 〈́ る‐)
捩菊,ス不ノす
発

`猟

撼 物 常 豚 珍 4ス

〈後 日 談 )

平2で
'年 '万
1(フkめ会本評 2'ど 会渤睫塗|(お いてな濠惨次

｀

錮 教と tて おヽ`て 長崎や
"町
え飾

ll夫
稚 山

“

米た ,ん

から、 会長力ゞヌって、ヽた.ぁ´リマカーほ笑に:燃のなのりКカー
で・あつたと

=正
多されましたシスの家に●′ノマカータθバスフて

"そ

鬱煮

"|(イ

ズ用して、、たそぅです̀

そ́ う, ダ0ハ・承κぉ、、てタク、ぁと夕/リバタ翅のャの
|)ツZに あフたイヽ 婉ケザ)で チk,って、ヽたくうて `あの

''マ
カーで
｀

米ス会長パ影粥レ)1字 aて
｀
`逢
ぼ″、たとスぅことバ孝′1ク・

大魚 で`した。  多矢もあの驚
',ス
カーにどこかう々 って

来ため力ヽ.イ終晟でな′,`せんて
｀
した.

閉くところにより
`す

と′|1晨 バ`力財下されたとさ,あの

朝コつく逹上 し崎
~歯

:ここ|く らヽ て`.商二尿ス′′tしていた

のて` 期の`イぞ緯たであろ|)x力 〔́スロって、ヽたもあだと

や|'μ tた ,

く
^た
めに、2θ 層/´つ いル1不/2ぅんのお4シんるヾ

道の́41診燦石 |く 4てために.象せさの人ハ辛k僣′,マ
行ったそうです

渤卿く久あるなれでした。

狡啜惨ズ総 図才′′ψ

「 さげイんでヽヽたノ潟:髯人よ勁りうれて」
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境
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薇爆惨 求雀図オ″′

r"｀
■天主菫の移ご逹勁につヽ てヽのに近」

このふ預に.餡和滋千
`胃
颯のことでヽ なにガ

`ス
主
`″

瀦バヽ 1ヽ■ .泰すべきで.新米勿資挙欠株桂者の公 (И″
"′
午

//月 /ο O)の 発会前のことでtた が`、 この日,4に つ0(1■
多人な関|ビえイって、ヽマ.″″スの

`仏
迄のこと|ざ |くわ、力Zス主菫の

静置ξ%`´へて全風浜Kκより発権して暉ヱ3■ にた

このよぅな観 で.′ス{く 人痛
｀
ズ主菫に山フズつなtうれたわ″でヽヘ

体にまっ`「滸ヒスと望́ ′琢パ、ヽ|ま 後在κ嫁すべさぞホ・ンパイの

理L予卜にも匹敵
`多

ものて7」 と隊脩したのでした.

るころヵヽ1山 フ人の女は.「あオ●
==ゅ
燿ヽ;め ?ヽ」 ああヱタか′

%のスなっょくゎって、、ら■ と,ムゎれた。

なんでる.う ウ・ 0´ 衆ネそ近看たつたので
'よ く、ク、の象″〕政も

をってらうれ
`し
た.

〈後′ぃて該・力の考え方しか,く r内で そ́ み|`ギびすウφガ|(

〉あつニスι菫の後夕の1■似ιを買ってJ寛けれだざヌくや二せ多乏後ガにア′いて

彙:て ■●のマぎ、と CPし >ヽれミしてお′1・ もう蒟́千にもたみが
'34キ

ヵヾ なヽ 」`とムってちられました。
「″、ぅねン とヵったヽめで、不口みじイ ″しく.オ〔へ峰家′子

菌ともうわればなうん で́
`う

埓匈
"奈
ろバな、ヽ」ともスゎ入

たので、′″そこな ぅな孝η者なゥエそそ″わ
“

、ヽとt、 まヽした。

当時の工うとの′存

'各

なら、/´ ´́イざ/“レ́ガ
"修

の金たちたι

迅います.

後予″́ て考バイタリア之蒸イしくだンパイ″こ界を夕て.

「勿体な約`ったなあК〔参してお″μi｀ι子民テも重たにあったで

あろう」とクた、ヽてあり笙tた 。

それ′
`鋤
フ大う狡ι口4笏

‐
ヤ
ー
長のえ流のちがヽ 力``

こので‐たそ多釆とみったとこ。ま

`.
山 口 人4,次 |`メ,し、庁 口_マのメ●↑多 ぞ孝

ダ ョンフノ′ヽ嗜 ′芝

メヒzとして.建ヴ霞豊尚|く ,す|み /¢殖影を,′にっけて、ヽたと思いま7.

口4瀦
‐

"興

豚 lヽ｀多校メ′で午́資ンに′ラネた′くてtた・

しり`したヽ み雄 しして
``´

銹フκなス々クて'´′督
'|イ

kで
｀
現イくの

依分台ネに,「レて 4く4日」坊ヤ及́ っめ́ ァ友荊んヽ:て 伝″

みooと 多くぃた、ヽくぅヽ`、芝ガ
'υ“

′く
`ゴ

.此κジ01(″ く`に多々tは′ぎι
イ)＼もそム(^(ち,してお4``.

力お、ルフ たら狡 10こ れにオ

`ら

そぶ。■84種 ヽ`く、ヽみ鴻

スわ旅、臨 褒で格 え入焦入惧,さ んが名種のため1(燿象っく

おうれな、た.   0れ
`%  :禾

矛、厳― (`鉄 )
イき手や嫁本/f曰
縁 撤 酵チ餃な 巌

135 空自の二十時間
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薇燥惨求総図ング多

「 スー筏ひ〕鮮L′午はあ0カすネど凍呆 贅́邑命ほをし」

長崎市|(は 二麦迄兼ら、三菱電教、=蒙:製鋼、フ家:臭る、:4串

工業と.五人事需た:業の基勉でした.

その従業負数ゑと
｀
と0イすネば、●タガスI(蛯フしていたと

思ヽ`ます・ そ
^る
、́各会'米
^準け噴
あ壕モ|● .菫大なるシエィトと

しめくヽ`たこ胡
`塔
i易に子浚llされるしころで

｀
す.

さてその`ヤにお、ヽてグ栄貝ド央′をιく腰する0余ス、ともつて、

タセバたoヽ 磁協精者バラくヽ たヽのもま3｀
｀
れもなt｀事実ぜtた。

そこで1会ネ爛、ぉぃては 軍当るに対
‐
t′ く久袈猶子のヤ諮彗2

梶ムして、教:猪塔 ′́藤保とえた瞑 い■こた‐

そ́ 液体掟以明する〔`炎末受́ 及
ハ・―セオーに逐っしていたと

思ぃます. ん‐カフ,て いる/くたしてヽ 相当.表 1のくが`おろわけ

です.   ところバt毛 ■́ ゴこにでもドロポLι あればヽす矢
｀`

J予もに、みのでヽす. ネ抑で軍関なのトッフ。とコネがあるス、力ヽキこの

イと反r,て .久変巖Z♭とのが`れたわけで,。

4●故|ま .赦l百′く|も 、ヽたと[、 まヽす。 このす.す“みい/く、のなもう

からゎけバなヽ のヽです。 凍爆の,受千1く よつく′暴死̀したスくイ41よ′打
人がと知ってお′)ます。 ス炎ι■行ってられば、勁″`っているイのこと

筵:ろ とき、jえ燿
^捏
:命 (タタ殺1の /くの人室と狂ゎした

`終
t｀′す.

ο証 もォ  沐 颯 済 ― (′ガ)
欄財ヤ派本 /・

捩麻:蒻場霧堵:チヤ稼:な
`ヽ

ス
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後燥惨ボ絵図才″ラ

「 六村:を早系ン,の ベットのヤで.
ス数|`メす

.茨 t,ろ 多」

私ほ.昭和 2ο年8月 フ日_蜀魔ヤニ象 ;番i六橋工うに

ぉぃて、原夕1髪手によっく彙湯し.その日^午
名/′オ3'分

嫉だったι.愁 、ヽ■●̀  大ガ動 |(入物,しまtた。

仏体 ベツトの中で=得本
のを旅なヽ`商 で

｀
あ、簾 :若

がっさち`ざ
｀
とんんで″くバーーー

~

/.の ような経ゼ命〔千しまヽ た。

次チ獅%子とスうンは・こあジを島 ヌヽ躇が`.イ
~ジで
｀
あ′′ヽスわκ
｀

ぃな■で`あると思う.

この解 バ、つぎち
`1く

こ枚から多にスされ、,ス .発 .換してイ了く

るのと尾う。 そう
`れ

ば` こ́ス

'知
`ペ
バて/く強て

'な

とoせる

ことべでそろぅたるとんみて
｀
あろう.

″、ジもの.キ リスト数の予多|く ス類 漱́t● 3● こと
`ヽ

｀
そ″ヽ

旅て、、みバ、こスぞ:人類、〔i激tさ せろιのだ
｀
とき、ヽまt′(.

そにくス この久るゎぇ瑕は,あ険なものだろスう声も/夕ず獣て

来てス対逹勁も超みだろう力ヾ、作るは人数にメくt′ Zだろう……ヽ ヽ

そスは有次か、スロ′(ほ えてこな0,狭Z″ あヾらから、りヽ 負`
`,て

しまうことし.なるであろう、ときつた.

■た.灌レ陶ιにア尿孝をつんで、インに任ち″ヽ均考′
`で
、

ロケヽ/卜 によつて.本工とス:落すれは`笏ぐ`ガスは力tヽ ^でに

な、`か、

しこあ力ヽ'、 今 [3 ヤぐZイ ドンとスう″(Cろしいジくカトパ`あZパ |

その承認臼ょタパ

“

フ手前考ぇたアィデンと同じ`で7

たお.人 オ々あ|(ド、ン/菊′ネバ`あ′ソました。

0江 ぢ オ  米 夙 勝 ―(の
捩鷹マス・不 /,日

長靖釆‐,欲耀堵チ仮茨・公く長

137 空自の二十時間
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薇籐惨 )lだね図タタJ

「 おを
'ん
の 金の́祐端霜、ゴ

｀
ルフバ`ントとな‐りて」

″痒κらヽヽて、一承全:波のふバ
｀
ありました 第紗錫も 婆スを

つ
`め
くヽ`たく0ヾ お′,■ tた .

名れヽ力ヾ表ガ
'く

ιく痴,ヾ 会員を
'を
つてヽ あ`関係■1.ヽ ろ`んな猜1毅バ

ぁ′)aにた.

粍́ /くっ、‐一象を〕来`のために.珍ジLより命令
=員
すて、だ業員バ

・

′予卜1(えたものに .資もa尽を だったとい まゝした。

しミらヽ このおえぅ力の身んとんち′ペカ、 あら口.及
^会
″

孝蒻夕″そ沸れてえました。

そミて1例
^お
えうな″たバふて来■にた。

`″

、1`_「あ●人うまit′柔タスの風るだらたと商いてヽ 1に
`よ

1と

、々バレ|,ェ oと、葵に.´t・″たのテ筒1・「そのおえう力.全

●ゴ
｀
ルフ,ヾットが・ 力×しくスったのよ」とたったわ′「て

｀
す。

と
｀
うて●力`ヽ 日氏・ 者さaあの動資すtt e^荻虫●嗜ダ

かι■う′せて 夕の―C卜も.4かのイ各

`θ

イう幸命(イえ炊したことを記猥すして

おります。  こ́ようなこと́ヽ`'溶i夕Ψ、ヽろいろにありttた。
な主キをとに業員″`うと,て おせな力`う、た会採夜幸弟考 N

′}材守瞑 ヽ`た力ちた全紫もあり
'す
。 多効ヾ 形わ″4表幕着

卜勤務して多分与イ0さ 担当しまヽ た。

あ神 のこと、イスタヾフス貢
^珍
チをプを絆|"に、後 |く 鏃供したカク諄うをを

`窃

場渚に

"^tて

タニ)と したとき、佐淫:像・ と
'か
う「浮塚み、イ́

が多モとん,多笏オrr,,灯めるあか クと
‐
tハ
‐
輌′拗歩にぃた′2‐

'
で|`キタらし力ヽ家短lt"あくしヽな″レた。  そこで

｀
夕′t「 あ人

へんなこしくえ)ス輌 ι思っており■にた。

とミろめヽ その後 ′々ハヽス・会の褪墜
"と

して、はじめてわ
`>7●
て●ベ

称多す人|。力=`・
おいて′
`″
aな輩年金れどぁ

`請

(′″庁tたけただキ

タロヽた力ヽ■ものを、こ鷺●ヽして、ヽたのだ″ぁ―と尾‐ユci。

琢孝幸 ログ■早.丈‐1生票′`ざ
べ、イヌカ21″つくtヽたも̂

で
ガヽ η夕″、

笞奈.蔵看老力ど、どうてヽ ならぐとえつて,コ民の議iケtたって、ヽ′=´

だとを、ヽ工し■,

さ哲●〃いエヨ
^ズ
16こム系列^ス

でした。 今。.朝蓄く、†凰/く

0滲/tなプハ(フ挙攻為にれ,質 t=F｀じス末ます力ヾ、ス叔tiべく

真条ぞ つ挙

“

行|=赫縫疑ιつてこれヽtえた■

…

は
~ヽガヾて、

'本
|=、 こ千aン えヽと多り

'す

t

ο ′こ言え  澤 坂 ‖ラーこ
`み
〉`

鰊考ヤス孝/"
坂蒟栞々 彙オ費薇 4か4ス
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被燥 !泡整 図才′生

「 嗣彰での日′2月 8口 の′啓、ヽム」

仏バ ヽヽつ
`の

ごしく.午前7時 2θ分自セ乏ムて、汝崎商業に

着くのバ.午前7時 3古分曖ぜした.

当府多久7(力木/参 |で ぁフたのぞ、いつも徒夕で多たに通つ

ており
`t′
. し
｀`
フく

'こ

口のとおク 燿多セ/Z孝
`ぢ
なって.ス :フア孝え

バ進化して、政裟ると多嘴れ たヽころでtた。

ところ力ヽ`、 ″ムの承乏ポて夕分ぢとた、`ところで
｀
、,lヽ′′々者″ヱ由

●κ́ 脚 で嘱を`・―スを向いたゎすでtた。
「爆なニュース

=キ
しニヴ4`」

大本言′
`スrラ
曰隆落旱ほ本 か`ヽロネ閉、ψ太子孝I(お ｀`て、夕僕子とがイ

ボ慾|(入ネ′サ」と敦、じてあ′りました。

ツ友に老ヽ てヽがうも.この移ぞマ),〔 1'でした。

朝ネしのとで、X´ゴコえ夕てそ魚

“

イ七晰ヽおそ捩|、 夕ヽ||ltよっく.士家〔二′,ヾ

″る演夕,と、ったのも、当なの.次ゥ″さで
｀
、た。

それかう場係力`つぎつびに発表●れて生徒:~日 多千典磁気味.

でtた・   そのコ・~ヨ了ざ
｀
わさらしてど

｀
こがしう滲ウつかない

るころでuし

夕、
「
.容づん え及 してヽ`ろな″`|(みにかしう、子そパ 象ξ

もたゲて未
`、
た。

そKl`夕でさえ、久不と浮ヽ1静 しな力ヾうそのうえ′(、米ズとし`うクく風と

称夕をしく′ベズ欠だかかし違つたわすでした。

そ
^口
φ千ん4庁項なた=に ス集合させうれ■した。

そのしき、大瀾
‐
とよ′ёtた 4′イ:奏色力ヾ ユみ力面に./挨‐ηフくク・

こ
'主

としてツく́モリそ
`ι
ケ′したo

な 1(力｀、 一 口 の 男る教 え に ぐ す 力物 工 ぅ に

0孝ヱ多そ  禾 み 勝 一
長メ
「
,%ノ 丁a8

長滝来孝爆Z孝|なた・ 2■挨
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夜爆惨〃くで会区ンZS 3

「 な、のス バ 死んだフよ ク

進:次年
'と
ヤ著 して″たラ

:ク 」

今から j年 浚前のことですか夕 李が ,年の歿だと

なぃます. 私べ 派爆着%の 屁秦社会キ茉螂に ヽ`たしごろ

痺荻そのズし、ヽ ごV人バ近っ``、ヽて来て
″
イス・ まKス 4ヾんだ場よ́′

しスら́ です. ″ ほヽ.■のぞス、力ヾ 誌い知らなか夕●で た`・
どぅる.及の会の久貝らてく.議咸Ⅲ女郎″ネ置

`ん
と名め,たわけてヽ亀

ょくょく 湖ぃてみると.うそ炭詢菌
'そ

移́を1輩ぜ、三Й夫‐番人橋エジ・液啜

だと久ってお̀′ atた そしく死七診嗜バ 昨ル、のようで(た。
ですを`ラネロ

'ん
に対しく、

`私
tく だまされたとこつて戦笏るた

荻及者轄 フを美:ス ((よろ重鬱奥矛金t▼講して″たら一―

〃レ魔、おυ村:塚ラ会場泄薇 ″れだ フ́キ貶わ毯 |く ,なつて、夕重の

ガC植
`子

とをトダんぺ1`.像立た .秀印く″ろことバ.立証0れてヽ らヽ

今ヨ.そ住あなわた ″́と遼挨孝ひと支

`夕

すみのは・おかい´ぜヽ

な、ヽか.イヘバもし移と者4)諷課:の場
"彦

ツ|く な2.してヽ`たら、工訂|く

進:ぢ レく、 3董 :力そな 乏ズ紛″べさιスうのだ` .ヾ

し:(がく、象気!く だ
｀
ま●みたと選つてヤ省したラと,,すめたわげ

コゞにた. くスから /孝ぼか′,“色邊してネ日
`ん
奥́さんべ灰̀会

乏、笏れく こうれました.  ところバ どうで,か、

「 ′絨彙●ん 甕し族:年をバ玄村
`れ
て来たんですよ」

くう力`、 く。1ダ′1来κ′ヽ、でも考えてみたら(みのバ 当″
慟だ。`うれ」

ネロ
`ん
スわく、会や んかうスわれてヤ夜なメオに行ったう

そんスものバ 通晨れ がコンスクてそれに変友なるのでした。

多へかヾ ネrたしてスつてくリユした.
rあ
れは 、ヽoc. 二れにヽ`わCン ス)● 力ヾ、ャ依力年、采オ●てヽっも

スうことです」

ヽ`グ'ムにしても.脇発性飲な1皐後逸たに超″

““

差ドユ期的なこと

でした. そ́後、タヨ
`ぜ
/2作遅ヱダされたのでtた 。

o江 吉考  未 撼 霧 ― (`おヽ

浜けヤス1奉 /f目

長島呆な操:者千収友a公 秋々、
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●
特
別
報
告

「被
爆
マ
リ
ア
像
」
と

深
堀
勝

一
さ
ん

長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
会
長
　
上
川
　
　
店
が
・
　

士
本
洋
什

一

後
の
迫
害
と
な
っ
た

「浦
上
四
番
崩
れ
」
と
な
る
弾
圧
が
明
治
政
府
に

よ
っ
て
断
行
さ
れ
ま
し
た
。

「村
民
総
流
罪
」
と
い
う
も
の
で
、
浦
上
の
信
徒
三
二
九
四
人
が
異

郷
の
地
に
流
さ
れ
、
苛
酷
な
牢
獄
生
活
と
拷
間
が
科
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
欧
米
諸
国
か
ら
強
い
批
判
を
う
け
ま
し
た
が
、
禁
教
令
が
解

か
れ
る
ま
で
六
年
余
も
新
た
な
弾
圧
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
六
六

〇
人
が
殉
教
し
ま
し
た
。
実
に
二
五
九
年
間
に
及
ぶ
長
い
迫
害
の
歴
史

に
よ
う
や
く
幕
が
閉
じ
ら
れ
た
の
は
、　
一
八
七
三
年

（明
治
六
年
）
の

事
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
度
重
な
る
弾
圧
と
迫
害
に
耐
え
ぬ
い
て
来
た
浦
上
の
信
徒

た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
自
由
を
得
た

「信
仰
の
痛
み
の
丘
」
に
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キ
リ
シ
タ
ン
浦
上
信
徒
の
苦
難
と
教
会
建
設

今
、浦
上
天
主
堂
の
小
聖
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「被
爆
マ
リ
ア
像
」

は
、
世
に
も
不
思
議
で
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
て
来
て
い
ま
す
。

秀
吉
や
徳
川
幕
府
に
よ
る
二
五
〇
年
間
に
も
及
ぶ
徹
底
し
た
弾
圧
と

迫
害
に
耐
え
ぬ
い
て
き
た
浦
上
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
、　
一
八
五
三

年
の
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
以
来
よ
う
や
く
に
し
て
、
時
の
為
政
者
が
開

国
へ
の
道
を
た
ど
り
、
一
人
六
四
年
末
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
に
よ
っ

て
大
浦
天
主
堂
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
を
知

っ
た
浦
上
の
十
数

名
の
男
女
が

一
人
六
五
年
二
月
、
大
浦
天
主
堂
を
訪
れ
て
自
ら
キ
リ
シ

タ
ン
で
あ
る
事
を
名
乗
り
出
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「信
徒
発
見
」
に
よ

り
、
二
五
〇
年
ぶ
り
に
信
教
の
自
由
を
得
た
と
の
喜
び
も
束
の
間
、
最



教
会
を
建
て
る
事
を
決
意
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く

一
人
九
五
年

（明
治
二
十
八
年
）
に
工
事
を
着
工
し
た
も

の
の
、
予
想
を
超
え
る
困
難
の
数
々
に
直
面
し
、　
一
九

一
四
年

（大
正

三
年
）
天
に
そ
び
え
る
双
塔
が
工
事
半
ば
の
未
完
成
な
中
で
献
堂
式
が

行
な
わ
れ
、
当
時
東
洋

一
の
威
容
を
誇

っ
た
旧
浦
上
天
主
堂
が
完
成
し

た
の
は
、　
一
九
二
五
年

（大
正
十
四
年
）
の
事
で
し
た
。

実
に
三
〇
年
間
も
の
長
い
歴
史
を
重
ね
て
の
所
産
で
し
た
。

被
爆
マ
リ
ア
像
の
原
型

顔
の
部
分
の
み
が
焼
け
た
だ
れ
て
残

っ
た

「被
爆
マ
リ
ア
像
」
の
原

型
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
ム
リ
ー
リ
ョ
が
十
七
世
紀
に
描
い
た
代
表
的

な
傑
作

「無
原
罪
の
聖
母
の
御
宿
り
」
を
模
し
た
木
彫
り
の
寄
せ
木
細

工
の
、
高
さ
二

ｍ
に
も
及
ぶ
も
の
で

「聖
母
マ
リ
ア
像
」
と
し
て
、　
一

九
二
五
年

（昭
和
十
年
）
頃
か
ら
浦
上
天
主
堂
の
中
央
祭
壇
最
上
段
に

安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

原
爆
で
全
て
が
焼
失
し
た
中
に
残
っ
た
―

。

野
口
嘉
右
ェ
門
神
父
が
発
見

長
崎
の
浦
上
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
中
央
祭
壇
の

「聖
母
マ
リ
ア

像
」
を
仰
ぎ
見
て
来
た
、
野
口
嘉
右

ェ
門
氏
は
、
十
四
才
の
若
さ
で
故

郷
を
離
れ
、
函
館
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
で
生
涯
を
捧
げ
る
決
意
を
し

ま

し
た
。

し
か
し
、
修
道
者
も
兵
役
を
免
れ
ず
軍
務
に
あ
り
ま
し
た
。　
一
九
四

五
年

（昭
和
二
十
年
）
八
月
九
日
、
長
崎
市
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾

は
、
た
っ
た

一
発
で
浦
上
地
区
を
中
心
と
す
る
市
内

一
円
を
焼
き
つ
く

し
、
破
壊
し
つ
く
し
、
十
五
万
人
も
の
人
々
を
殺
傷
し
ま
し
た
。

浦
上
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
も

一
二
、○
○
○
人
の
う
ち
、
八
、五
〇
〇

人
も
の
命
が
こ
の
日
失
わ
れ
ま
し
た
。

兵
役
に
あ
っ
た
野
口
氏
は
、
故
郷
の
事
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
年
の
十
月
頃
除
隊
し
て
函
館
に
帰
る
途
中
、
ど
う
し
て
も
長
崎
を

訪
れ
、
胸
中
に
鮮
烈
に
描
い
て
い
た
旧
浦
上
天
主
堂
で
祈
り
た
い
と
の

思
い
を
こ
め
、
浦
上
の
丘
に
立
た
れ
ま
し
た
。

野
口
さ
ん
が
目
に
し
た
も
の
は
、
か
つ
て
東
洋

一
の
規
模
を
誇
っ
た

浦
上
天
主
堂
は
、
灰
儘
に
帰
し
、
瓦
礫
の
山
と
化
し
て
お
り
茫
然
自
失
、

言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

何
か
遺
品
は
な
い
も
の
か
と
何
回
も
堂
の
ま
わ
り
を
巡

っ
て
み
た
も

の
の
、
手
に
す
る
遺
品
は
見
当
ら
ず
、
疲
れ
果
て
て
祭
壇
礎
石
の

一
部

に
座

っ
た
時
、
ふ
と
目
の
前
の
瓦
礫
の
中
に
木
片
を
見
い
だ
し
、
「助

け
出
し
て
く
れ
」
と
の
か
す
か
な
つ
ぶ
や
き
と
哀
切
な
表
情
を
全
身
に

う
け
と
め
て
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、
そ
れ
が

「
マ
リ
ア
像
の
頭
部
」
で

し
た
。

こ
れ
こ
そ
幼
少
の
頃
仰
ぎ
見
て
い
た

「聖
母
マ
リ
ア
像
」
の
顔
の
部

143「被爆マリア像」と深堀勝一さん



分
に
間
違
い
は
な
い
と
の
確
信
を
も

っ
た
も
の
の
、
相
談
す
る
人
も
、

預
け
る
す
べ
も
な
く
、
函
館
に
持
ち
帰

っ
て
、
鏡
台
の
前
に
置
き
、
或

は
仕
事
場
で
あ
る
教
会
の
牧
舎
に
し
つ
ら
え
た
簡
素
な
祭
壇
に
安
置
し

て
、
毎
日
敬
虔
な
祈
り
を
棒
げ
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

時
は
流
れ
て
、　
一
九
七
五
年

（昭
和
五
十
年
）
の
被
爆
二
十
周
年
を

機
に
、
「被
爆
マ
リ
ア
像
」
は
や
は
り
長
崎
の
地
に
戻
し
て
安
置
す
る

事
が
適
切
だ
と
判
断
さ
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
重
鎮
で
あ
っ
た
片
岡
弥
吉

さ
ん
た
ち
と
相
談
の
上
、
純
心
短
大
で
大
切
に
保
存
さ
れ
る
事
と
な
り

ま
し
た
ｃ

そ
し
て
、　
一
九
九
〇
年
、
浦
上
天
主
堂
敷
地
内
に
信
徒
会
館
が
完
成

し
た
の
を
好
機
と
し
て
、
片
岡
千
鶴
子
純
心
大
学
長
な
ど
各
位
の
計
ら

い
で
、
玄
関
ロ
ビ
ー
の
展
示
ケ
ー
ス
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
こ
そ

「被
爆
マ
リ
ア
像
を
世
界
遺
産
へ
」
と
の
動
き
も
あ
り

ま
す
が
、　
一
九
八
五
年
に
、
ロ
ー
マ
の
バ
チ
カ
ン
で
開
催
さ
れ
た

「平

和
の
た
め
の
原
爆
展
」
に
出
展
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
後
も
知
る
人
々
も
少
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
ま
し
た
。

朝
日
新
聞
報
道
で
脚
光

横
須
賀
壽
子
さ
ん
の
先
見
性
と
活
躍

一
九
九
八
年
十
二
月
四
日
、朝
日
新
聞
は
当
時
の
シ
リ
ー
ズ
特
集
「
二

十
世
紀
か
ら
の
伝
言
」
第
二
部

「七
つ
の
村
の
記
憶
」
の
全
国
版
で
、

「被
爆
マ
リ
ア
像
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
記
事
を
見
た
横
須
賀
壽

子
さ
ん
は
強
烈
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

「原
爆
展
」
で
の
展

示
を
直
感
し
ま
し
た
。

首
か
ら
上
部
の
焼
け
た
だ
れ
た
顔
、
う
つ
ろ
な
目
の
高
さ
二
六

ｃｍ
の

木
彫
品
の
写
真
か
ら
放
た
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
心
う
た
れ
た
の
で
し
た
。

か
ね
て
よ
リ
ロ
シ
ア
に
多
く
の
友
人
を
も
ち
、
多
彩
な
民
間
交
流
で

数
多
く
の
実
績
と
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
東
京
都
清
瀬
市
在
住
の
日
本
基

金

・
代
表
理
事

・
横
須
賀
壽
子
さ
ん
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の

「原
爆
資

料
展
開
催
」
を
企
画
し
、
具
体
化
の
最
中
の
事
で
し
た
。

早
速
モ
ス
ク
ワ
の
友
人
に
、
こ
の
新
聞
切
抜
き
を
送
り
、
そ
の
友
人

が
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
首
都
ミ
ン
ス
ク
市
の
友
人
に
伝
え
、
さ
ら
に
そ
の
ミ

ン
ス
ク
市
の
友
人
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
神
父
に
、
記
事
と
写
真
を

贈
り
ま
し
た
。

横
須
賀
さ
ん
の
こ
の
真
剣
な
努
力
が
実
り
、
ミ
ン
ス
ク
市
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
神
父
は
、
隣
接
す
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ

る
多
く
の
被
害
者
や
将
来
に
生
き
る
希
望
を
失
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

の
為
に

「
マ
リ
ア
様
は
身
が
焼
け
こ
げ
て
も
な
お
心
の
中
に
生
き
続
け

て
い
る
」
と
の
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
を
重
ね
て
、

日
本
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
平
和
を
願
う
友
人
た
ち
に
よ
る
信
頼

の
逆
送
便
で
、　
一
九
九
九
年
秋
ご
ろ
、
ミ
ン
ス
ク
市
聖
シ
モ
ン

・
聖
へ

レ
ナ
ー
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
主
任
司
祭
、
ウ
ラ
ジ
ス
ラ
フ

・
ザ
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ヴ
ァ
リ
ニ
ュ
ク
様
か
ら
、浦
上
天
主
堂

。
大
主
教
　
島
本
要
様
宛
に
「被

爆
マ
リ
ア
像
」
を
展
示
し
た
い
と
の
要
請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
学
生
へ
の
奨
学
金

「深
堀
基
金
」
に
次
い
で
、

「被
爆
マ
リ
ア
像
」
展
示
へ
、
深
堀
勝

一
さ
ん
の
出
番

※
深
堀
奨
学
金

（「地
球
人
」
よ
り
）

横
須
賀
壽
子
さ
ん
は
、
長
崎
の
平
和
公
園
に
ソ
連
か
ら

「平
和
像
」

が
贈
ら
れ
た
時
、
当
時
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
、
い
ま
の
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
グ
市
に

「長
崎
の
鐘
」
を
贈
る
時
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
元
大
統

領
へ
の

「友
の
会
平
和
賞
贈
呈
」
の
時
、
そ
し
て

「深
堀
奨
学
金
」
と

し
て

一
九
九
六
年
か
ら
ロ
シ
ア
の
学
生
達
の
支
援
に
生
か
さ
れ
て
き
た

長
崎
は
、日
本
で

一
番
古
い
ロ
シ
ア
と
の

関
係
が
深
い
土
地
で
あ
る
上
、
人
類
史
上

三
度
目
の
原
爆
被
災
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

私
に
と
っ
て
も
結
び
つ
き
が
と
て
も
深
か
っ

た
の
で
す
。
長
崎
の
平
和
公
園
に
ソ
連
か

ら
平
和
の
像
が
贈
ら
れ
た
と
き
、
長
崎
の

平
和
団
体
や
被
爆
者
の
団
体
、
市
民
か
ら
、

ぜ
ひ
と
も
ソ
連
に
長
崎
か
ら
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
の

「長
崎
の
鐘
」
を
贈
ろ
う
と
い
う

取
り
組
み
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
折
、

私
も
八
十
八
年
に
世
界
大
戦
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
今
の
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に

「長
崎
の
鐘
」

が
設
置
で
き
る
よ
う
に
協
力
し
ま
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
長
崎
県
被
爆

者
手
帳
友
の
会
の
深
堀
勝

一
会
長
と
知
り

合
い
に
な
り
、
長
崎
に
行
く
折
が
あ
る
と

私
た
ち
は
、
こ
れ
は
長
崎
の
被
爆
者
か

ら
の
支
援
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
に
し
、

日
本
基
金
の
中
に
特
別
奨
学
金
制
度
の
規

定
を
つ
く
り
、
会
長
名
を
つ
け
て

「深
堀

奨
学
金
」
と
し
ま
し
た
。
九
六
年
か
ら
、

そ
の
奨
学
金
を
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
被
害
を
受
け

た
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
ミ
ン
ス
ク
と
ゴ

メ
リ
の
学
生
た
ち
の
支
援
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
深
堀
会
長
は
、
今
年
二
月
二
日
に

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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直
接
、事
務
所
に
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
深
堀
会
長
が
奨
学
金
の
話
を

聞
い
て
、
ぜ
ひ
協
力
し
よ
う
と
寄
付
金
を

頂
き
、
そ
の
後
も
二
回
受
け
取
り
ま
し
た
。

日
本
基
金

。
代
表
理
事

の
こ



基
金
設
立
な
ど
、
長
崎
へ
の
思
い
入
れ
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

横
須
賀
さ
ん
は
、
か
ね
て
か
ら
の
深
堀
会
長
と
の
知
友
関
係
か
ら
、

「被
爆

マ
リ
ア
像
の
展
示
」
に
つ
い
て
も
、
深
堀
勝

一
さ
ん
に
相
談
さ

れ
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
の
間
に
た
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
の
深

堀
さ
ん
は
、
栄
光
式
典
社
の
西
村
勇
夫
社
長
を
通
じ
て
、
島
本
大
司
教

に
意
向
を
伝
え
る
な
ど
協
力
し
、　
一
方
、
横
須
賀
壽
子
さ
ん
も
ま
た
、

伊
藤

一
長
長
崎
市
長
の
紹
介
を
得
て
、
島
本
大
司
教
に
面
談
し
て
話
し

合
わ
れ
る
な
ど
夫
々
が
実
現
に
到
る
ま
で
の
努
力
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

「長
崎
の
鐘
」
も
設
置
、
大
司
教
区
が
寄
贈

ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
手
紙
を
う
け
と
ら

れ
た
、
長
崎
大
司
教
区
の
島
本
大
司
教
は
、
こ
の
要
請
を
真
剣
に
う
け

と
め
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
の
大
聖
年
に
あ
わ
せ
て
、
こ
の
大
事
業
に
と

り
く
む
事
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。

西
村
勇
夫
さ
ん
、
深
堀
勝

一
さ
ん
、
横
須
賀
壽
子
さ
ん
の
打
合
せ
は

綿
密
に
く
り
か
え
さ
れ
、
こ
の
際

「被
爆
マ
リ
ア
像
」
の
展
示
が
実
現

す
る
事
に
な
っ
た
記
念
に
、
何
か
後
世
に
残
す
も
の
は
な
い
か
と
検
討

さ
れ
た
結
果
、
長
崎
と
ミ
ン
ス
ク
市
を
つ
な
ぐ
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て

「長
崎
の
鐘
」
を
設
置
す
る
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
が
、
長
崎
で

製
作
し
て
送
る
と
す
れ
ば
、
時
間
と
資
金
の
両
面
か
ら
困
難
と
な
る
事

か
ら
、
設
計
図
を
ミ
ン
ス
ク
市
へ
送

っ
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
製
作
す
る

方
法
が
採
用
さ
れ
、
現
地
製
作
の
資
金
す
べ
て
は
、
島
本
要
大
司
教
、

三
村
誠

一
浦
上
教
会
主
任
司
祭
お
よ
び
西
村
勇
夫
栄
光
式
典
社
社
長
な

ど
有
志
の
寄
金
で
ま
か
な
わ
れ
、
長
崎
大
司
教
区
に
よ
る
寄
贈
と
な
り

ま
し
た
ｃ

又
、
横
須
賀
さ
ん
は
具
体
化
し
て
い
た

「核
の
悲
劇
写
真
展
」
を
同

時
進
行
で
実
現
さ
れ
、
長
崎
、
広
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
被
爆
に
関

す
る
も
の
、
浦
上
に
関
す
る
写
真
な
ど
七
十
枚
と
絵
画
十
点
の
展
示
は
、

聖
シ
モ
ン

・
聖

ヘ
レ
ナ
教
会
の
地
下
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

三
村
主
任
神
父
を
団
長
に
ミ
ン
ス
ク
市
ヘ

二
〇
〇
〇
年
の
大
聖
年
に
合
わ
せ
て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
へ
の
平

「復元長崎の鐘」の祝別・除幕式で
あいさつする三村神父
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和
の
旅
を
準
備
さ
れ
て
い
た
島
本
大
司
教
は
、
別
途
用
件
が
重
な
り
日

程
調
整
が
つ
か
な
く
な
り
、
三
村
誠

一
教
区
総
代
理
　
浦
上
教
会
主
任

司
祭

（当
時
）
が
団
長
を
つ
と
め
ら
れ
、
滑
石
教
会
の
川
日
明
人
神
父

（当
時
）
、
西
村
勇
夫
浦
上
教
会
信
徒
を
代
表
員
と
し
、
横
須
賀
壽
子

事
務
局
長
以
下
約
二
〇
名
の
ツ
ア
ー
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
団
に
は
テ
レ
ビ
長
崎
の
密
着
取
材
ス
タ
ッ
フ
三
名
が
同
行
さ
れ
貴

重
な
長
時
間
番
組
が
制
作
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
九
月
十
九
日
～
二
十
九
日
に
か
け
て
の
旅
は
二
十
四
日

か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
の
展
示
会
を
主
目
的
と
し
た
ミ
ン
ス
ク

市
六
泊
七
日
の
滞
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
「惨
事
と
祈
り
」
「平
和
と

生
き
る
希
望
」
や
遠
隔
の
地
で
知
り
合
う
す
べ
も
な
か
っ
た
人
々
を
引

き
合
わ
せ
た

「沈
黙
の
マ
リ
ア
」
か
ら
、
強
烈
な
叫
び
が
伝
わ
っ
て
来

る
よ
う
で
す
。

横
須
賀
壽
子
さ
ん
の
平
和
運
動
家
と
し
て
の
直
感
が
知
人
の
深
堀
勝

一
さ
ん
を
通
じ
て
、
西
村
勇
夫
さ
ん
、
そ
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
司
教

の
心
を
動
か
し
ま
し
た
。

ミ
ン
ス
ク
市
の

「長
崎
の
鐘
」
は
、
い
ま
も
毎
週
日
曜
日
の
正
午
に

打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
市
内

一
円
と
世
界
に
平
和
の
響
き
を
伝
え
て
い
ま
す
。

（了
）

（追
記
）

こ
の
特
別
報
告
は
、
深
堀
勝

一
さ
ん
の
多
彩
な
活
動
の
裏
面
に

「
い
ぶ
し
銀
」

の
よ
う
に
光

っ
て
い
る
事
実
を
伝
え
て
お
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
西
村
勇
夫
様
、

三
村
誠

一
様

（現
、
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教
区
司
祭

・
相
浦
教
会
）
、
お
よ
び

横
須
賀
壽
子
様
と
面
談
や
電
話
で
お
話
し
て
、
了
解
を
い
た
だ
き
、
井
原
東
洋

一

の
責
任
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

資
料
の
提
供
は
、
三
村
誠

一
様
、
横
須
賀
壽
子
様
か
ら
い
た
だ
き
、
又
、
歴
史

的
な
史
実
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
方
々
の
報
道
と
記
述
と
講
話
の

一
部
を
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
、
市
民
セ
ミ
ナ
リ
ョ
、
二
〇
〇
六
年
六
月
十
七
日

長
崎
純
心
大
学
　
片
岡
千
鶴
子
学
長
講
話

二
、
「被
爆
の
マ
リ
ア
に
捧
げ
る
賛
歌
」

上
智
大
学
教
授
　
長
島
　
正
様
解
説

三
、
「沈
黙
の
マ
リ
ア
～
ナ
ガ
サ
キ
か
ら
世
界
を
み
つ
め
て
～
」

テ
レ
ビ
長
崎
制
作
ビ
デ
オ
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組
織

受
章

出
版

役
職

深
堀
　
勝

一　

略
年
譜

昭
和
３
年
１
月
１２
日

昭
和
２０
年
８
月
９
日

昭
和
２０
年
３
月

昭
和
２２
年
８
月

昭
和
５０
年
Ｈ
月
３０
日

昭
和
３２
年
Ｈ
月
１０
日

昭
和
４２
年
６
月
１８
日

昭
和
５７
年
Ｈ
月
２３
日

平
成
１０
年
４
月
１
日

平
成
１４
年
６
月
１６
日

昭
和
４７
年
Ｈ
月
３０
日

昭
和
６０
年
８
月
８
日

平
成
６
年
６
月
１５
日

平
成
９
年
６
月
１
日

昭
和
４４
年
４
月
１
日

昭
和
５５
年
７
月
２１
日

深
堀
力
造
の
二
男
と
し
て
長
崎
市
に
生
ま
れ
る

「新
型
爆
弾
」
に
て
、
長
崎
市
三
菱
兵
器
工
場
で
動
員
学
徒
と

し
て
作
業
中
に
被
爆
、
母
、
姉
、
弟
を
失
う

長
崎
市
立
商
業
学
校
卒
業

（六
十

・
六
十

一
回
生
同
時
卒
業
）

長
崎
作
物
報
告
事
務
所
　
就
職

九
州
農
政
局
長
崎
統
計
情
報
事
務
所
　
退
職

長
崎
市
農
民
会
館
の

一
隅
で
、
長
崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会

を
発
足
す

県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
長
崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
が

主
体
と
な

っ
て
被
爆
者
手
帳
友
の
会
が
発
足
す

長
崎
県
か
ら
優
良
団
体
の
表
彰
を
受
け
る

長
崎
市
政
功
労
表
彰
を
受
け
る

韓
国
平
和
交
流
功
労
賞
、
受
賞

生
き
残
り
た
る
吾
等
集
い
て
の
発
行

わ
が
戦
い
の
日
々
の
発
行

被
爆
者
手
帳
友
の
会
会
報
綴
の
発
行

空
自
の
二
十
時
間
―
被
爆
惨
状
絵
図
の
発
行

日
本
赤
十
字
社
長
崎
原
爆
病
院
運
営
委
員

原
爆
被
爆
者
特
別
養
護
ホ
ー
ム
か
め
だ
け
初
代
理
事
長
就
任
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長
崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会

長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
主
な
歩
み

昭
和
３２
年
ｎ
月
１０
日

昭
和
４２
年
６
月
１８
日

昭
和
４７
年
Ｈ
月
３０
日

昭
和
５１
年
８
月
７
日

昭
和
５２
年
８
月
５
日

昭
和
５３
年
３
月
７
日

昭
和
５４
年
３
月
２６
日

昭
和
５４
年
１２
月
８
日

昭
和
５５
年
５
月
Ｈ
日

昭
和
５５
年
８
月
５
日

昭
和
５６
年
１２
月
１４
日

昭
和
５７
年
４
月
１０
日

昭
和
５７
年
５
月
３０
日

昭
和
５７
年
１１
月
１４
日

昭
和
５７
年
Ｈ
月
２３
日

昭
和
５８
年
１２
月
２４
日

昭
和
５９
年
Ｈ
月
１９
日

昭
和
６０
年
８
月
８
日

昭
和
６２
年
５
月
１６
日

昭
和
６３
年
８
月
９
日

昭
和
６３
年
１２
月
２
日

平
成
元
年
１２
月
２
日

長
崎
市
農
民
会
館
の
一
隅
で
、
長
崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
の
発
足

県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
長
崎
県
動
員
学
徒
犠
牲
者
の
会
員
が
主
体
と
な
っ
て
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
発
足
式

生
き
残
り
た
る
吾
等
集
ひ
て
の
発
行

安
日
　
晋
先
生

（長
崎
原
爆
病
院
）
の
ご
遺
徳
を
偲
び
被
爆
者
手
帳
友
の
会
が
建
立
し
た
記
念
碑

「長
崎
の
鐘
」
除
幕
式

（平
和
公
園
六
〇
〇
名
参
加
）

口
之
津
支
部
慰
霊
碑
除
幕
式

西
有
家
被
爆
者
慰
霊
碑

特
養
ホ
ー
ム

″か
め
だ
け
″
起
工
式

千
々
石
原
爆
慰
霊
碑
落
成
式

特
養
ホ
ー
ム

″か
め
だ
け
″
落
成
式

ベ
ト
ナ
ム
難
民
を
迎
え
て
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

（特
養
ホ
ー
ム

″か
め
だ
け
″
）

創
立
十
五
周
年
記
念

（功
労
者
表
彰

・
記
念
祝
賀
会

・
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

・
そ
の
他
）

南
串
山
原
爆
殉
難
碑

島
原
原
爆
殉
難
者
の
碑

長
崎
県
か
ら
優
良
団
体
の
表
彰
を
受
け
る

ベ
ト
ナ
ム
難
民
を
迎
え
て
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

（特
養
ホ
ー
ム

″か
め
だ
け
″
）

ソ
連
観
光
客
の
原
爆
被
爆
者
特
別
養
護
ホ
ー
ム

″か
め
だ
け
″
慰
問

わ
が
戦
い
の
日
々
の
発
行

友
の
会
創
立
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
　
宝
来
軒
別
館

長
崎
の
鐘
　
第
二
号

（
ソ
連
邦

・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
）
贈
呈
式

第

一
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
具
島
兼
三
郎
氏

第
二
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
宇
都
宮
徳
馬
氏
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平
成
２
年
９
月
１８
日

平
成
２
年
１２
月
１
日

平
成
２
年
１２
月
８
日

平
成
３
年
１２
月
７
日

平
成
４
年
９
月
１
日

平
成
５
年
１２
月
８
日

平
成
６
年
６
月
１５
日

平
成
６
年
７
月
７
日

平
成
６
年
１２
月
８
日

平
成
７
年
８
月
２３
日

平
成
７
年
Ｈ
月
１４
日

平
成
８
年
１２
月
８
日

平
成
９
年
３
月
Ｈ
日

平
成
９
年
６
月
１９
日

平
成
９
年
１２
月
３
日

平
成
１０
年
４
月
１
日

平
成
１０
年
８
月
８
日

平
成
１０
年
１２
月
２
日

平
成
１０
年
１２
月
７
日

平
成
１１
年
１
月
１５
日

平
成
１２
年
５
月
１７
日

平
成
１２
年
８
月
７
日

平
成
１３
年
８
月
９
日

平
成
１４
年
６
月
１６
日

平
成
１５
年
２
月
１７
日

長
崎
の
鐘
　
第
三
号

（中
国

・
藩
陽
市
）
贈
呈
式

第
三
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
森
滝
市
郎
氏

長
崎
の
鐘
　
第
四
号

（
ハ
ワ
イ
州

・
ホ
ノ
ル
ル
市
）
贈
呈
式

第
四
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
杉
原
千
畝
氏

第
五
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
初
村
滝

一
郎
氏

第
六
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
岩
崎
和
佳
子
氏

被
爆
者
手
帳
友
の
会
会
報
綴
の
発
行

″か
め
だ
け
″
ホ
ー
ム
創
立
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会

第
七
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
杉
山
千
佐
子
氏

ハ
ワ
イ
長
崎
の
鐘
ツ
ア
ー
出
発

第
八
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
ソ
連
大
統
領

第
九
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
日
本
山
妙
法
寺

被
爆
惨
状
絵
図
完
成
記
念
祝
賀
会

友
の
会
創
立
３０
周
年
記
念
集
会
　
勤
労
福
祉
会
館

第
十
回
友
の
会
平
和
賞
授
賞
式
　
高
木
仁
三
郎
氏

長
崎
市
政
功
労
表
彰
　
於
長
崎
市
民
会
館

キ
ン
グ
牧
師
の
除
幕
式

（恵
の
丘
純
心
大
）

諫
早
原
爆
殉
難
者
の
碑
除
幕
式

ハ
ヮ
イ

・
ホ
ノ
ル
ル
市
訪
間

（六
名
）

ハ
ヮ
イ

・
ホ
ノ
ル
ル
市
訪
問

（五
名
）

第
十

一
回
平
和
賞
授
与
式
　
車
　
貞
述
氏
　
平
和
祈
念
会
館

キ
ン
グ
牧
師
顕
彰
碑
、
除
幕
式

（平
和
祈
念
会
館
）

「聖
マ
リ
ア
像
」
除
幕
式
の
実
施

韓
国
平
和
交
流
功
労
賞
の
授
与
式
　
受
賞
者
　
深
堀
勝

一

第
十
二
回
平
和
賞
授
与
式
　
大
相
撲
横
綱
　
朝
青
龍
関
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平
成
１６
年
５
月
２９
日

平
成
１８
年
２
月
２
日

平
成
１８
年
６
月
１８
日

平
成
１９
年
２
月
４
日

第
十
三
回
平
和
賞
授
与
式
　
龍
田
弁
護
士

（龍
田
紘

一
朗
）

深
堀
勝

一
会
長
　
死
去

井
原
東
洋

一
会
長
　
就
任

故

深
堀
勝

一
会
長
追
悼
ミ
サ
及
び
偲
ぶ
会

・
追
悼
集
発
行
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編

集

後

記

深
堀
勝

一
さ
ん
は
、
独
断
専
行
、
破
天
荒
で
大
胆
、
荒

っ
ぽ
く
て
計
算
高
く
て
緻
密
、
何
者
を
も
恐
れ
ぬ

言
動
、
失
礼
の
極
み
を
重
ね
な
が
ら
、
し
た
た
か
な
利
得
を
手
に
す
る
よ
う
な
特
技
、
頑
固
な
が
ら
弱
き
者

に
対
す
る
い
た
わ
り
と
や
さ
し
さ
も
備
え
、
文
筆
に
も
長
け
て
い
ま
し
た
。

著
名
人
と
の
交
友
も
深
く
、
信
頼
を
か
ち
得
て
い
た
実
情
も
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。

通
常
の
感
覚
で
は
と
て
も
把
み
き
れ
な
い
巨
人
だ
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。
被
爆
者
達
は
深
堀
さ
ん
の
力
に

頼

っ
て
、
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

晩
年
と
い
う
か
、
命
を
失
わ
れ
る
数
年
前
か
ら
は
意
識
の
混
濁
も
進
行
し
、
甘
え
ん
坊
の
よ
う
な
淋
し
さ

の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り

「巨
星
落
つ
」
の
感

一
し
お
で
あ
り
ま
す
。

一
周
忌
を
前
に
追
悼
集
の
発
行
を
手
が
け
、
編
集
委
員

一
同
非
才
を
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
深
堀
勝

一
の
ご

く

一
部
分
に
し
か
迫
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
と
自
省
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
昭
和
堂
ス
タ
ッ
フ
各
位
の
お
心
配
り
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

編

集

委

員

編
集
委
員
長

ク ク ク ク ク

井
　
原

中
　
村

東
　
海

山
　
本

上
　
島

中
　
村

増
　
山

東
洋

一

キ
ク
ヨ

ム
ツ
子

敬
　
一

富
　
太

す
み
代

勝

幸

（友

の

会

会

長
）

（友

の
会
副
会
長
）

（友

の
会
副
会
長
）

（友

の
会
副
会
長
）

（友

の
会
副
会
長
）

（友
の
会
常
任
理
事
）

（友

の
会
事
務
局
）
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